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　この世には、たくさんのダイエットが溢あふれてる。




　書店に行けば『○○ダイエット』とか、『××でみるみる瘦やせた！』とか。ダイエットについて書かれた本が棚たなを埋うめ尽つくしてるほどだ。

　これってつまり、体型に悩んでいる人がいっぱいいて、なおかつダイエットに成功した人は少ないってことを物語っていると思う。

　そんな悩める人たちに、僕──大おお村むら秋しゆう馬まの体験談をぜひ聞かせてあげたい。

　僕が取り組んだのは、絶対に瘦せられるダイエット法だからね。




　僕が行ったのは、その名も──『幼なじみダイエット』だ。
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　女の子のはいてる縞しま々しまぱんつは、ダイエットに効く!!




　そんな全く新しいダイエット方法を、僕は発見してしまった。

　今日、二月一日は『縞ぱんダイエット』が発明された記念日として。

　そして、大おお村むら秋しゆう馬まという僕の名前は、ダイエットの常識を覆くつがえした革命児として。

　後世に語り継がれるのは間違いないだろう。

　──ことのはじまりは、僕の驚きの声だ。

「んなっ!?」

　放課後。部室棟。ダイエット部の部室。

　ドアを開けた瞬しゆん間かん、僕は石化したかのように固まった。

　ダイエット部に所属する女の子たち──朝あさ凪なぎ来くる海み、神かん林ばやし憐れん、二戸にのへ雪ゆき乃のの三人──が派手すぎる衣装に身を包んでいたんだ。

　カラダにぴったりとフィットした純白のボディスーツ（胸元がハート形にくり抜かれてる）。ヒラヒラと揺ゆれるミニスカート。フリル＆リボン。長い手て袋ぶくろとニーソックス。

　アイドルのステージ衣装か、そうでなければ魔ま法ほう少女の変身後って感じ。

　そんな派手な格好をした少女たちが繰くり広ひろげていたのはライブパフォーマンスでもなく、ましてや異世界から来た謎なぞの生命体との魔法バトルでもなくて──片付け、だった。

　来海と神林さんは部屋の中央に据すえられた木製のテーブルを二人で持ち上げて壁かべ際ぎわに寄せている。部室を整理して広いスペースを確保しようとしてるみたいだ。

　二戸さんは、どこから持ち込んできたのか小さな液えき晶しようモニターを床ゆかに据えて配線作業に勤しんでる。慣れた手付きでコードを繫つなげていた。

「……あー、えーっと、二戸さん？」

　迷った挙げ句、二戸さんに声を掛けた。

　大たい抵ていの場合、こーゆー突とつ拍ぴよう子しもないことをしでかすのは彼女の発案だからね。

「おお、ダイソンか。ちょうどよかった。たった今、準備が終わったところだぞ」

　配線作業を終えたクラスメイトは立ち上がって両手をはたく。

「いったい何をはじめる気なの？　みんな凄すさまじい格好してるけど……」

「ふふふ、実にキュートだろう？」

　腰に手を当て、二戸さんはアイドル風の衣装を見せびらかす。頭のテッペンから伸びたアンテナみたいな癖くせ毛げ──専門用語で『アホ毛』というらしい──が自じ慢まんげに揺れた。

　自作動画の再生数をどれだけ増やすかってのが全てに優先される、僕には理解しがたい価値観で生きてる彼女だけど、トレードマークであるヘッドセットさえ外せばモデルだって務まりそうなクールビューティなんだ。手足が長くて、スタイルもいい。アイドル風の衣装が意外と似合っていた。

　胸元に空いたハート形の穴から胸の谷間が覗のぞいていて目のやり場に困っちゃうな。二戸にのへさんにドキドキさせられるのは妙みように悔くやしい気がするのは何な故ぜだろう。

「ダイソンのために夜なべでコスプレ衣装を用意したんだ。感謝したまえ！」

「僕のために……？」

「うむ。このところダイソンは『オナカが空いたよー』ってボヤきまくっていただろう？」

　僕は今、ダイエットのために『食事制限』をしてる。

　みんなのサポートの甲か斐いもあって、少しずつ体重が減りつつあった。一二六キロあった体重は、現在一一三キロ。

　全てが順調だって言いたいところだけど……大きな問題が起こっていた。

　このところ空腹が辛つらくて仕方がないんだよね……。

　なにせ僕は『三度の飯よりも食べることが好き』な大食らい。無敵のフードファイターとして地元じゃ名前が通ってる。大食いタレントとしてデビューしませんかって話をもらったのも一度や二度じゃない。

　食事制限が何週間も続くとなると、さすがに辛くもなってくるよ。気を抜ぬくと食べ物のことばかり考えてしまう。授業中もオナカが鳴りっ放し。

　正直、来くる海みが四六時中僕を監かん視ししてなかったらドカ食いをしちゃってたと思う。

「今日はダイソンの空腹を忘れさせてやるために、このゆっきー☆が一ひと肌はだ脱ぬいでやることにしたのだ」

　二戸さんはウインクをしながら床ゆかになにかを広げる。

　ダンスゲームをプレイするときに使う、マット形のコントローラーだった。

「なにかに熱中している時は、食事をするのも忘れてしまうだろう？　だから今日は、みんなで楽しくゲームに興じてみようと考えたのだ！」

「おおー！　二戸さんにしてはマトモっぽいアイデア！」

「ちなみに、我々が着ているのはゲームに登場するヒロインの衣装なのだ。せっかくだから、コスプレしてみた」

「……発言して二秒しか経ってないけど、前言撤てつ回かいしていいかな？」

　やっぱり、二戸さんのアイデアは突とつ拍ぴよう子しもないよ。『衣装まで用意する必然性を見いだせないよ!?』というツッコミはしても無意味だろうな、きっと。

「こらー！　秋しゆうちゃん！」

　机を片付け終えた来海が怒ど鳴なり声を上げて駆かけ寄よってきた。

「おっそーい！　秋ちゃんってばホント、ノロマよね！」

　二つに結わえてる長い髪かみを手で払はらい、もう片方の手を腰に当ててる。背はちびっこくて胸はぺたんこ。一四歳という年齢よりもちょっぴり幼く見える美少女だ。顔立ちが整ってるせいもあって、僕を睨にらみ付つけてくる表情には結構な迫はく力りよくがあった。

「ごめんね、今日は日直だったんだ。これでも急いで来たんだよ！　……ん？」

　そのとき、気付いた。

　いきなりひどい罵ば声せいを浴びせてきた幼なじみとは対照的に、ただでさえ大人しい神かん林ばやしさんがいつも以上に縮こまっていたんだ。メガネの下の眠ねむそうな半眼を、わずかに伏し目がちにしてうつむいてる。

「どうしたの、神林さん」

「……このような派手な格好をすることがないので、とても恥ずかしいです」

　いつもながらの無表情のまま我がクラスの委員長はミニスカの裾すそやハート形の窓がついてる胸元を手で押さえた。

「ゲームをするときの作法だと二戸にのへさんに聞いたので着用しましたが……私にはこのような格好は似合わないと思います」

　頭のテッペンから、つま先まで。

　じっくりと眺ながめ回まわした僕は、ブンブンと首を左右に振ふった。

「全然そんなことないよ！　似合ってると思う。すごく可愛かわいいよ！」

　神林さんは小こ柄がらで瘦やせっぽちだ。胸元もボリューム不足で、セクシーさは足りないかもしれない。でも、彼女は真面目で大人しい雰ふん囲い気きのメガネ美少女だからね。アイドル風の衣装もかなり似合っていた。デビューしたらコアなファンがいっぱいついちゃうんじゃないかなぁ。

　僕の言葉を聞いた神林さんは、驚おどろいたように顔を上げた。目元が赤く染まる。

「……か、可愛いだなんて冗じよう談だんはやめてください」

「ジョークじゃないって。ちなみに、お世辞でもないよ。僕は口のうまいキャラじゃないからね」

「あ、あの、ええと……」

　ますます照れくさそうに縮こまった神林さんは消え入りそうな小声で呟つぶやいた。

「そんなことを言われたのは初めてなので、どのような反応をしていいかわかりません……」

　あれ？　神林さんを困らせちゃったかな？　僕は思ったとおりのことを伝えたつもりだったんだけど……。

　と、来くる海みが僕の横に移動してきた。制服の袖そでをツンツンと引っ張ってくる。

「どした、来海？」

「別にー、どうもしないけどー」

　幼なじみはわざとらしく咳せき払ばらい。スカートの裾を両手でつまみ、その場で一回転する。

　ひょっとして、来海も褒ほめて欲しいのかな？

「……来海ももちろん似合ってるよ。すごく可愛いと思う」

　これもお世辞じゃない。ちっちゃい頃ころの来海はちんちくりんだったのに、この数年間で凄すさまじくキュートに成長したんだ。元気系な美少女だからアイドル風のコスプレが凶きよう悪あくなぐらいに似合ってる。

「んもう～、秋しゆうちゃんなんかに褒ほめられてもうれしくないしっ！　やめてよね～っ！」

　言葉とは裏腹に、来くる海みのヤツはデレっとした笑みを浮うかべて、僕の二の腕をバシバシ叩たたいてきた。ピンク色に染まった頰ほおを隠かくすようにそっぽを向きつつ小声で付け加える。

「こーゆー格好が好きなら……ときどきおウチで着てあげてもいいけどねっ♪」

「ねえねえ、ダイソン♡　ゆっきー☆はどうなの？」

　と、反対側の袖そでが引っ張られた。

「にあってるの？　バカなの？　しぬの？」

　妙に平板な口調で、二戸にのへさんが尋たずねてきて──ぶほぅっ!?

　思わず噴き出してしまう僕。

　動画を撮さつ影えいするときに装着するクマ形の被かぶりものをつけて、二戸さんがセクシーポーズを決めてたんだ。

「ゆっくり萌もえていってね！　ムラムラしていいのよ？」

　モデルみたいな長身。アイドル風の衣装。そして、巨きよ大だいなクマの被りもの──萌えられるワケないだろ！　シュールすぎる！

　とまあ、そんなやり取りがありつつ。

　みんなでダンスゲームをプレイすることになった。

　二戸さんの言うとおり、ゲーム中は空腹を忘れることができたよ。

　ダンスゲームに熱中したからじゃなくて、別の理由でね……。

「ひゃっほー！　難しいけど、楽しいー♪」「あゎゎゎ、はゎゎゎ……！」

　画面に表示されたお手本に合わせて、来海と神かん林ばやしさんが並んでダンスを踊おどる。

　ゲームが好きな幼なじみはもちろん、運動が苦手な委員長も楽しそうにプレイしてた。

　僕は顔を真っ赤にしてうつむく。プレイヤーの二人を直視できない。

　だってさ、二人とも超ミニスカな衣装を身に着けてるから、ジャンプしたりターンするたびにスカートがまくれあがるんだよ！

　来海がはいてるピンクと白の縞しま々しまななにかや、神林さんがはいてる水色と白の縞々のなにかがチラチラと見えまくり。どうやら色違いのお揃そろいをはいてるっぽい。コスプレ衣装として縞ぱんも支給されたんだろう。

「きゃっほーい♪　ミラクルコンボが決まったよー！　秋ちゃん、今の見てた～？」

　ぴらりんっ☆──来海のミニスカートが翻ひるがえり、縞ぱんに包まれた丸いおしりが顔を出す。ふともものむにむにとした絶対領域も全開だった。あまりのエロ可愛かわいさに僕の心臓もダンスナンバーに合わせて飛とび跳はねねる。

　と、そのとき。

「……きゃんっ！」
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　悲鳴をあげて委員長はその場に尻しり餅もちをついた。ターンした拍ひよう子しに足を滑すべらせたんだ。

「うぅ～ん、とても面白いですが、私には難易度が高いようですね……」

　メガネの下の瞳ひとみをグルグルさせる神かん林ばやしさん。

　床ゆかにへたり込んだ神林さんは、いわゆるＭ字開かい脚きやく状態になっちゃってた。スカートがまくれあがり縞々ぱんつが露ろ出しゆつしてる。

　委員長のことを『セクシーさは足りないかもしれない』なんて思っちゃったけど間違いだったみたいだね。

　神林さんの無防備なパンチラは僕のハートを千本ノックしていた。危うく心臓が場外までかっ飛ばされそうだ。

「むふふふ……どうだ、ダイソン。腹が減っていることなんて忘れてしまうだろう？」

　二戸にのへさんの言葉に頷うなずかざるを得なかった。

　僕を責せめ苛さいなんでいた空腹感が跡あと形かたもなく消え去っていたんだ。

　これはすごい。言うなれば『縞しまぱんダイエット』だね。

　いやあ、僕は新しいダイエット法が誕生する歴史的瞬しゆん間かんに立ち会ってしまったのかもしれない。『縞ぱんダイエット』なぁんてダイエット本を書けばベストセラー作家になれちゃうよあはははは笑い事じゃねえええええええ！

　全力でセルフツッコミを入れる僕をよそに、二戸さんがビデオカメラを構えた。

「ダイエットに役立つ上、オマケで『【ゲーム実じつ況きよう】現役ＪＫがダンスゲーに全力で挑ちよう戦せんしてみた【パンチラ】』なんて動画が撮とれてしまうなんて最高だな。ハァハァ、ハァハァ！」

「荒あらぶりすぎだよ！　むしろ、オマケの方が目当てだったんでしょ？」

「ああ、その通り！　初めからセクシーショット目当てだとも！　よくぞ見破った！」

「もっと隠かくす努力をしてよ！　つーか、パンチラ動画なんて撮さつ影えいしちゃダメだろ！」

「案ずることはないぞ。スカートの中がギリギリ見えない角度で撮ってるからな。くるみんやレンレンのパンチラがアップロードされてしまうことはない」

「僕の位置からは見えまくりなんだってば！　本当に映ってないの!?」

「ちょっと！　なにが見えまくりなのよ!?」

　──ぎっくぅっ！

　来くる海みの怒ど鳴なり声が僕の鼓こ膜まくに突つき刺ささる。

　ゲームをプレイしていたはずの幼なじみがスカートの裾すそを手で押さえて僕を睨にらみ付つけていた。

　サーッと血の気が引いていく。背筋に冷水を垂らされたみたいにカラダが強こわばった。

　両手を振ふって、慌あわてて誤ご魔ま化かす。

「な、なんでもないよ。僕はなんにも見てません」

「ホントにぃ？」と、来海はジト目になって。

「今日は子どもっぽいクマさんのぱんつだから見られちゃったら困るんだけど……」

「え？　神かん林ばやしさんとお揃そろいの縞しま々しまぱんつだったよね……？」

「やっぱり見てたんじゃない!!」

「[image: あ]、しまった!!」

　怒いかりが炎ほのおのオーラとなって、来海の全身を包み込んだ。二つに結わえた髪かみが、ヘビのようにウネウネとのたうつ。ぶっちゃけ、超怖い！

「えっちなのはダメなんだからね！　こンの変態ブタ野や郎ろう～～～っ!!」

「ごめんって！　どわああああああああああ!?」

　鋭するどい回まわし蹴げりをオナカに喰くらって壁かべに向かって吹っ飛ばされつつ──僕は思った。

　女の子の縞々ぱんつは空腹を忘れさせてくれる。ある意味、ダイエットに有効なアイテムかも知れない。

　でも、見るたびに毎回蹴け飛とばされてたんじゃ、僕のカラダがもたないよ。

　後で『正しいハラペコの対処法』を神林さんに教えてもらわなきゃいけないな……。
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　そんでもって、翌日。ダイエット部の部室。

「今日は『空腹』についてお話しましょう」

　僕のリクエストに応えて、神かん林ばやしさんが『空腹対策』について話してくれることになった。

　ホワイトボードに『空腹』と書き込んで、クラス委員長が木製のテーブルに並んで座る僕＆来くる海み＆二戸にのへさんに尋たずねてくる。

「ところで、そもそも空腹ってなんだかわかりますか？」

「空腹とはなにかって……」

　今まさにハラペコ感に苛さいなまれてる僕はみぞおちの辺りに拳こぶしを当てて。

「オナカが空いている時に感じる、胃がきゅ～っとするようなイヤな感覚のことだろ？」

「その通り、とてもイヤな感じですね。人間のカラダには、さまざまな『異変を知らせるためのシグナル』がついています。カラダの異変を察知した脳が警告を発するのです。大たい抵ていの場合、そのシグナルは不快感を与えることで、異変を改善するための行動を起こさせます。代表的なシグナルは『痛み』ですね。傷を負った部分が痛くなるのは、怪け我がや病気の存在を認にん識しきさせるためです。苦痛を感じさせることで、怪我の治ち療りように向かわせるという効果もあります」

「虫歯などは、知らないうちに進行していて、痛くなってはじめて存在に気付くなんてことが多いよな」と二戸さん。

「『痛み』だけでなく、『かゆみ』もシグナルです。皮ひ膚ふの表面に異物があるとき、それを引ひっ搔かいて取り除いてもらうために、かゆみを感じさせるのです」

「ほえ～、かゆくなるのって、そーゆー意味があったんだー」

　来海の感かん嘆たんに、神林さんは頷うなずき返かえして。

「『空腹』も、このような『異変を知らせるためのシグナル』の一種なんですよ。空腹を感じることで、人はカラダが栄養やエネルギーが不足している状態であると知ります」

　ペンを走らせて『空腹＝栄養やエネルギーの不足』と書いた。

「そして、空腹という不快感を鎮しずめるために食事という行動に移すのです」

「ふむふむ、なるほど。今まで真しん剣けんに考えたことがなかったが、空腹一つにもキチンとした意味があるのだな」

　二戸さんが感心したように腕組みをする。

　大食らいな僕はしょっちゅうハラペコになる。その空腹感も動物が生きていくために重要な機能なんだね。

「体重を減らす場合は食事制限が不可欠です。食事を減らせば空腹を感じます。ダイエットを成功させるためには、空腹と上手に付き合う方法を知る必要があるんです」

「ハラペコなんて、気合いで乗り切るしかないんじゃないの？」

「気合いだけじゃ無理だよ。我が慢まんできないって～」

　来海のセリフを聞いて、僕は思わず弱音を漏もらしてしまった。

　オナカが空くってのは本当に辛つらいことなんだ。ハラペコだと気力というか活力というか、『今日も一日頑がん張ばろう！』って張り切るためのパワーが根こそぎなくなってしまう。ひもじさのあまり、なにも手に着かなくなるんだ。気分も滅め入いるしさ。

　僕の気持ちを汲くんでくれたように、神かん林ばやしさんがフォローしてくれた。

「ある程度の我が慢まんは必要でしょう。しかし、気合いだけでは、いつしか心が折れてしまいますよ。少しでも空腹の辛つらさを軽くして、楽に乗り越える方法を身に着けた方がダイエットを続けやすいと思います」

「楽に乗り越える方法があるの？」

　藁わらにもすがる思いで尋たずねると、神林さんは自信ありげな表情になった。と言っても、感情の起き伏ふくに乏とぼしいクラス委員長のこと。いつも通りの無表情のまま、メガネのレンズが微かすかに光っただけだけどね。

「もちろんです。正しいダイエットを行えば、空腹に苛さいなまれることもなくなるでしょう」

　コホンと咳せき払ばらいを一つして、神林さんは説明を続ける。

「前置きが長くなりましたが、空腹対策についてお話します。空腹の辛さを和らげるために、今まで後回しにしてきたコレを行っていこうと思うのです」

　ホワイトボードに『食事の質の改善』と書き込んで、グルグルと○で囲った。

「ダイソンは今、くるみんと一いつ緒しよに食事をすることで『食事の量』『食事の頻ひん度ど』『食べる早さ』の三つを改善してるんだったな」

　二戸にのへさんに確認された来くる海みは「そうよ」と返事。

「『大食い』と『早食い』と『ダラダラ食い』。この三つの悪い食べ方を治そうとしてるの。食べるメニューはなんでもいいって言われてるわ」

「空腹対策のために、これからは『食事の質』についても改善していってもらいます」

「ってことは、食事のメニューを変えるとハラペコの辛さが和らぐってこと？」

　この慢まん性せい的てきなハラペコ状態から救われるなら、すごくありがたい。

「ふふふふ、説明されるまでもなく、私は知っているぞ。人気うｐ主になるためには、情強でなくてはならん！」

　宇宙からの電波を受信したかのように、アホ毛がピコンと立ち上がった。自信満々に二戸さんが回答する。

「そのメニューとは──ずばり、リンゴだろう？『リンゴダイエット』というのを聞いたことがある。食事の代わりにリンゴを貪むさぼり食くえば空腹も紛まぎれるに違いない！」

　おお、僕も聞いたことがあるよ。オナカが空く度にリンゴを食べるっていうダイエットだよね。リンゴは好きだからいくらでも食べられそうだ。

　来海が眉まゆをひそめて異を唱える。

「え～、リンゴって甘いし、太っちゃいそうじゃない？　ネットで『朝バナナダイエット』とか『ヨーグルトダイエット』なんてのを見かけたことあるけど……アレも太りそうよね。コンビニによくある『０カロリーゼリー』みたいのを飲みまくって、オナカを膨ふくらませるのがいいと思うんだけど」

　二人の意見を聞いて、神かん林ばやしさんは首を横に振ふった。

「残念ながら、私の意見は別です。一つの食材を食べ続ける、いわゆる『単品系ダイエット』はオススメしません。『朝バナナダイエット』などは、特定の食材を摂ることで体質を改善し、ダイエット効果を促うながすといった方法のようですから趣しゆ旨しが違いますね。『０カロリーゼリー』のような食品については是ぜ非ひがわかれるところですが……空腹感を根本的に抑おさえるという点で言えば、あまり効果はないと思います。一時しのぎにはなるかもしれませんけれど」

「だったら、なにを食べればいいの？」と僕。

「メニューについてお話する前に、もう少し『空腹』についての理解を深めておきましょう。末永くダイエットを続けるには、基本を押さえておくのが大切ですからね」

　神林さんはホワイトボードに書かれた『空腹＝栄養やエネルギーの不足』という文章をペン先で指し示した。

「空腹とは、栄養やエネルギー不足を警告するシグナルです。では、そもそも栄養やエネルギーとは、なんなのでしょうか？　……ちょっと難しい話になるので、図で書いて説明しますね」
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　神かん林ばやしさんが書いた図に見覚えがあった。家庭科の授業で習った気がする。

「一つ一つをキチンと説明していたら、日が暮れてしまいますから、簡単にそれぞれの栄養素の役割をお教えしておきますね。まずは『炭水化物（糖質）』。これはカラダのエネルギー源です。以前、人間のカラダを車にたとえました。その例でいくと炭水化物こそがガソリンと言えます。カラダや脳を動かすためには欠かせません」

「図の説明で『速効』と書かれてるのはどういう意味なんだ？」と二戸にのへさん。

「人間のカラダには二種類のエネルギー源が蓄たくわえられるのです。一つはあまり多くは運べない代わりに、すぐに燃料として使える『炭水化物（糖質）』。そして、もう一つが──」

　神林さんは『脂し質しつ』の文字をペンで指した。

「すぐに燃やすことはできませんが、たくさん蓄えておくことができる。『脂質』です。人間のカラダは二種類のエネルギーを場合によって使い分けています。加えて、余った糖質を脂し肪ぼうとして蓄えるシステムまで備わっているんです。人間のカラダって本当によくできていますね」

　来くる海みが僕のオナカに手を伸のばしてきて、オナカの肉をぐいーっと引っ張った。

「秋しゆうちゃんの場合は『脂質』を蓄えすぎよね！　もう二度と油分なんて摂とらなくていいんじゃないかしらっ!?」

「『脂質』には、エネルギー源だけでなく、ビタミンを運んだりなど、さまざまな役割があります。ダイエット中でも完全に断ってはダメですよ」

　ホッと胸を撫なで下おろろす。僕のような食べるの大好き人間にとって、油ってのはご褒ほう美びだからね。塩とごま油さえかかっていれば、道ばたに生えてる雑草だって美お味いしく食べられると思う。

「続いて『タンパク質』です。これは車にたとえるとしたらボディのパーツに当たります。タンパク質を材料にして人間のカラダは作られてるのです。お肉やお魚に含ふくまれています」

「カラダに必要だったらいっぱい摂らなきゃいけないね！　よぉし、今からみんなで焼き肉に行こう！　僕、大食い大会でもらった食べ放題券を持ってるからさ！」

「んもうっ、食べることしか考えてないワケ!?　秋ちゃんのバラ肉をじゅじゅっと炭火焼きにしちゃうわよっ!?」

「僕は軽くぽっちゃりしてるだけだから、オナカの肉はほんのり霜しも降ふりりだろうな。Ａ５ランクに認定されちゃうに違いないよ」

「ほぼ一〇〇％脂あぶら身みじゃない！　スーパーのお肉売り場でタダでもらえちゃうわよ！」

「牛脂ヘツトって言うんだっけ？　アレも美味しそうだよね。じゅるり……って、痛たたた！　腹肉がちぎれる!?」

「二人ともっ、ケンカはやめてちゃんと聞いてください」

　コホンと咳せき払ばらいをして、神林さんは最後の項目を説明する。

「えー、最後に『ビタミン』＆『ミネラル』です。車に例えるとしたら組み立てに必要な工具類やネジなどに該当するでしょうか。どんなにガソリンを補給し、パーツを揃そろえても、ビタミンやミネラルがなければ車はバラバラなまま。走ることはできません。健康を維い持じするために欠かせないものです」

「ビタミンとミネラルなんて単語はよく聞くが、その二つはどこが違うんだ？」

　二戸にのへさんの問いに、委員長は手ての甲こうでメガネを上げながらスラスラと答える。

「ビタミンは有機化合物。ミネラルは無機物です。栄養学的には別物ですが、どちらもカラダの働きを助ける作用がある微び量りよう栄養素ですから、ひとまとめに説明しました」

「おお、なるほど」とヌコ厨ちゆうなクラスメイトは頷うなずいたけれど、僕はまったく理解できなかった。どこがなるほどなんだ？　来くる海みもキョトン顔をしてる。

「細かいところまでは、今は理解しなくてもいいですよ。興味があったら、ご自身で理解を深めていってください。覚えていただきたいのは、『人間は食事によって、五大栄養素を摂せつ取しゆしている』という点。そして、『全ての栄養素が必要なものである』という点。この二つです」

　神かん林ばやしさんは『空腹＝栄養やエネルギーの不足』という文章を指した。

「空腹とは、栄養やエネルギー不足によって起こる警告でしたね。そして、栄養やエネルギーとは、人間の活動に必要な五大栄養素のこと。つまり、空腹とは『五大栄養素のうち、なにかが欠けている状態のときに発生するシグナル』なのです!!」

「えーっと、それはつまりぃ……ごはんをいっぱい食べてても、どれかの栄養素──例えばビタミンが足りなかったらオナカが空いちゃうってこと？」

「私はそう考えます。胃い袋ぶくろが膨ふくらむと満腹中ちゆう枢すうが刺し激げきされますから、なにを食べても一時的な満足感は得られるでしょう。しかし、足りない栄養素がある場合、その栄養の摂取を促うながすために、脳は空腹というシグナルを発してしまうのです」

「ふむ。先ほどリンゴダイエットがよくないと言っていたのは、それが理由なのだな。リンゴだけを食べまくったら、明らかに摂取できない栄養素が出てくるに違いない」

　我が意を得たりと言いたげに、二戸さんを見つめて神林さんが頷く。

「その通り。極きよく端たんに偏かたよった食事を摂とり続けるのは断食をするのと一いつ緒しよです」

　ようやく、僕にも神林さんの言いたいことがわかった気がする。

　リンゴばっかり食べ続けるダイエットをしたら、食べた直後はオナカが膨れるだろう。リンゴに含まれる糖分とかビタミン類は補給できると思う。

　でも、明らかに油は入ってない。お肉じゃないから、タンパク質も含まれてないよね。

　脂し質しつやタンパク質に限ってみれば、断食をしてるのと一緒になっちゃうんだ。

　カラダにとって、五大栄養素はどれも必要なものばかり。

　だから、足りない栄養素を求めて、脳は『ちゃんと栄養を摂ってくれー！』という指令──すなわち空腹を感じさせるんだろう。

「ここまでくれば『空腹を感じにくくなる、究極のダイエットメニュー』とはなにか、想像がつきますよね？」

　神かん林ばやしさんはホワイトボードに書いた『炭水化物（糖質）』と『脂し質しつ』の欄らんを、神林さんはペンで指し示す。

「この二つはカラダのエネルギー源です。ダイエットとは食事によって得るエネルギー源をカットし、代わりにカラダに脂し肪ぼうとして蓄たくわえているエネルギーを消費する行為ですから、ダイエット中の食事は『炭水化物（糖質）』と『脂質』を少なめにする必要があります。でも、ゼロにしてはいけません」

「炭水化物も脂質も、カラダにとっては絶対に必要なんだもんね」と僕。

「そうです。『炭水化物抜ぬきダイエット』という方法もよく聞きますが、全く摂らないのはオススメはできません。あくまで控えめにするのがいいです」

　続けて、『タンパク質』と『ビタミン＆ミネラル』の項目を指す。

「『タンパク質』と『ビタミン＆ミネラル』はきちんと摂りましょう。足りない栄養素があるとオナカが空きます。過不足の出ないように、さまざまな食品を食べるのが重要です」

「『バランス良く食べましょう』なんてよく言われているが、それにもちゃんとした根こん拠きよがあるのか」感心したように、二戸にのへさんはうなった。

「動画も同じだ。『歌ってみた』『踊おどってみた』『ボカロ』『東方』『ゲーム実じつ況きよう』などなど……さまざまな動画をバランスよく観なくちゃ、真のヌコ厨ちゆうにはなれないってことだな！」

　なんの話？　前後の脈みやく絡らくが一切見当たらないよ？

　呆あきれ果はてる僕の隣となりで、来くる海みが困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「ねえねえ、いーんちょ。理論はわかったわ。でも、実際になにを食べたらいいの？」

　ホワイトボードの図を眺ながめて、「むむみゅーん」と奇き妙みようなうめき声をあげる。

「秋しゆうちゃんにはぜーんぶの栄養が含ふくまれるようなごはんを食べてもらいたいわ。やっぱ、ハラペコで辛つらそうにしてるのは、可哀かわい想そうだと思うしね……。でも、どの栄養がなんの食材に含まれてるのかなんて、ちっともわからないし……」

「ご安心ください。その点も考えてあります」

　クラス委員長は手ての甲こうでメガネをあげた。

「空腹を感じにくくなる、究極のダイエットメニューを発表しましょう！　それは、これです!!」

　神林さんがホワイトボードにデカデカと書き込んだメニューは──





　和風幕の内弁当（ごはん少なめ。揚げ物抜き）






「「「ええええええ～～～っ!?」」」

　僕、来海、二戸さんの驚おどろきの声が重なった。

　幕の内弁当なんて、ダイエットとはかけ離れてるメニューだと思う。

　普ふ通つうはダイエットフードって、味気なくて質素なものが適してるんじゃないのかな？

「そんなもの食べたら、絶対に太っちゃうわよ！　冗じよう談だんはやめてよね、いーんちょ！」

　来くる海みがツッコミを入れたけど、神かん林ばやしさんはジョークを言っているようすはなかった。

「食べる量さえ気をつけていれば太ることはありませんよ。カロリーダウンするため、エネルギーの元となる炭水化物は控ひかえめ、脂し質しつの多い揚げ物は抜ぬきにしていただきますし」

　手ての甲こうでメガネを上げて、大真面目な口調で説明を続ける。

「空腹のメカニズムから考えると『さまざまな料理をちょっとずつ食べて、全ての栄養素を満まん遍べんなく摂取する』というのが、最も正しい食事法なのです。脂質が少なめで、なおかつ多くの料理が詰め込まれた和風幕の内弁当はダイエットに適していると言えます」

「それじゃ、僕の昼ご飯を幕の内弁当に変えたとしたら……」

「大おお村むらくんが苦しめられている空腹が少しは和らぐんじゃないでしょうか？」

「ふぅ～む……さまざまな食材の楽しめる弁当が、実はダイエットに適しているのはわかった。言われてみれば、納得だな。だが、あまりにも大きな問題があるぞ」

　二戸にのへさんが腕組みをした。形の良い眉まゆは八の字になり、頭のテッペンのアホ毛は８の字に揺ゆれている。

「幕の内弁当はお高いだろう？　高校生の昼食で毎日食べるというのは無理だ」

「……仰おつしやる通りですね。アメリカで行われた調査によると『低所得者層の人たちほど、肥満率が高い』という結果が出たらしいです。裕ゆう福ふくな人は健康に気を遣つかってさまざまな食材を食べているのに対し、余よ裕ゆうのない方は栄養価の低い高カロリー食を食べているので、このような結果が出たのではないかと言われています」

　んー、確かに、少ないお小こ遣づかいでオナカいっぱいに食べようと思ったら、カップ麵めんとか牛丼とか、ハンバーガーとかポテトチップとか。そんなメニューを選んじゃうと思う。いわゆるジャンクフードってヤツだね（全部、僕の大好物だ）。炭水化物と油は多いけど、野菜なんて全然入ってない。栄養が偏かたよっちゃうのは間違いないだろう。

「料理の品数の多いお弁当を毎日買うのは経済的にも大変ですし、控えるべき揚げ物が入っている可能性もあります。できることなら、手作りのお弁当を用意できるのが一番いいんですが……」

　僕の昼飯は洋食屋を営んでる父さんが作ってくれたお弁当だ。お店で出すランチメニューとほとんど同じものが入ってるから、基本的に洋食オンリー。それほど流は行やってる店じゃないとはいえ、朝の仕込みはそれなりに忙しそうだった。

「父さんに和風のお弁当を作ってくれとは言いづらいなぁ」

　かと言って、僕は食べるのが専門だから料理なんてできないし……。

　そのとき、僕の隣となりで大きな咳せき払ばらいが聞こえた。

「ふふーん！　どうやら、来海の出番みたいねっ♪」

　薄っぺらな胸をポンと叩たたいて、幼なじみは可愛かわいらしくウインク。

「秋しゆうちゃんのために、来くる海みがとびっきり美お味いしい和風のお弁当をつくったげる。這はい蹲つくばって感謝しなさいよねっ！」

「ほほぅ、愛妻弁当か。くるみんめ、ラブラブだな！」

　二戸にのへさんにからかわれて、来海の顔がぼゎっと真っ赤になった。腕を振り回して、猫がじゃれつくみたいに殴なぐりかかる。

「ちちち、違うし！　ぜんぜんそんなんじゃないしっ！　秋ちゃんに瘦やせて欲しいから仕方なくつくるだけなんだからねっ！」

「照れることはないぞ！　愛情をたっぷりこめて作ってやるがいい！」

　来海のだだっ子パンチを受け止めて、大笑いしてる二戸さん。

　神かん林ばやしさんは一仕事終えたような雰ふん囲い気きで、静かにお茶をすすりはじめる。

　和やかムードに包まれた部室で、僕は一人ひっそりとため息を吐ついた。

　とてつもなく悪い予感がするなあ。

　来海の手作り弁当なんて、あまりにも心配だよ。

　僕はついつい、思いつく限りの神さまに祈いのってしまった。

　とびっきり美味しくなくていい。せめて、食べられるものでお願いします、って。




　──結論から言わせてもらえば。

　僕のささやかな祈りは、聞き届けられることはなかった。

　来海が作ってくれたお弁当は、あまりにもマズかったんだ!!

　詳しよう細さいを語るのは避さけようと思う。事細かに思い出していたら、僕のココロに消えないトラウマができてしまいそうだからね。

　その模様をお伝えする代わりに、味見をした部員の言葉を引用しておこう。




雪ゆき乃の「げぼるらぁあっ!?　み、水！　水をくれぇ！　なんだこれは！　舌をダイナマイトで吹っ飛ばされたような味がしたぞ！　完全に劇物だ！　殺す気か！」




憐れん「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい……（涙なみだ目めで）」




来海「んもうっ、二人とも大げさよ。見た目はよくないけど味は普ふ通つうだと思うわ。時間がなかったから味見はしてなかったけどさ。どれどれ来海も一口ぃ──ひょいぱくっ。んぶ～～～っ!?（口を押さえて走り去る）」




　どのくらい恐おそろしいものだったのか、片へん鱗りんぐらいはわかってもらえただろうか。

　ちなみに、僕は来くる海みのお弁当を全て食べきった。ダイエット中とはいえ、フードファイターのハシクレ。出された食事は残すワケにはいかないよ。

　完食した後は気分が最悪。午後の授業を受けられず、保健室で過ごすことになってしまった。

「ごめんね、秋しゆうちゃん……」

　ベッドで横になる僕を、来海が涙なみだ目めで見つめてくる。

　僕が心配だからって、コイツまで一いつ緒しよに授業をサボっちゃったんだ。

「まさか、具合が悪くなっちゃうなんて……」

　いつも元気な幼なじみにしては珍めずしく落ち込んでる。二つに結わえてる髪かみも、捨て犬のシッポみたいにションボリと垂れ下がって見えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。心配いらないよ。僕は胃腸は丈夫なんだ！」

　今にも意識が飛びそうだったけど、親指を立てて見せた。来海の悲しそうな顔なんて見たくないからね。

　安あん堵どの息を漏もらして、来海は微かすかに微笑ほほえんだ。

「あんまり美お味いしくなかったのに、食べきってくれて、ありがとね」

　チラチラと僕の顔を窺うかがいながら、小声で付け加える。

「すっごくうれしかった。えへへ、秋しゆうちゃんがおデブじゃなかったら惚ほれ直なおしちゃってたかも……♡」

「……ん？　なんだって？」

「な、なんでもないよっ。こっちの話！」

　誤ご魔ま化かすように手を振ふった来海は、残念そうに眉まゆをハの字にした。背中に隠かくしていたお弁当袋から小さなタッパーを取り出す。

「ホントはね、今日はデザートも作ってきたんだよ」

「……えっ？」

「秋ちゃんの具合が悪くなければ、コレも食べて欲しかったんだけどなぁ。たぶん、こっちは美味しくできたと思うし……」

　まだ、残っていたのか……!!

　体力的には限界だったけれど、歯を食いしばって僕は上半身を起こした。

「……よし、食べるよ」

「ええっ!?　うれしいけど無理しないで！　捨てちゃってもいいから！」

「食べ物を捨てるなんてとんでもない！」

　来海の手からタッパーを奪うばい取とる。中に入っていたのは、フルーツヨーグルト風のなにかだった。水すい彩さい画がを描いた後の、筆を洗ったバケツの水みたいな名状しがたい色合いだ。

「南無三……!!」

　毒どく杯はいをあおるようにタッパーを傾かたむける。

「……げぼるぁっ!?」

「秋しゆうちゃん!?　しっかりして、秋ちゃ～～～んっ!!」
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　ドキドキ、ドキドキ、ドキドキドキドキ──……

　放課後。部室棟。ダイエット部の部室。

　聖しよう護ご院いん琴こと音ねは制服の胸元に手を当てて、懸けん命めいに高鳴る鼓こ動どうを鎮しずめようとしていた。

　琴音は高たか森もり第一高校のアイドル的存在の女生徒だ。大だい富ふ豪ごうの一人娘。眉び目もく秀しゆう麗れい、成績優秀、文武両道、才さい色しよく兼けん備び。性格は穏おん和わで控ひかえめ。スタイルも抜ばつ群ぐん。

　男女問わず人気があり、もしもミスコンが開かれたなら圧あつ倒とう的てきな大差を付けて優勝するだろうと言われている。彼女の美び貌ぼうは他校にまで知しれ渡わたっており、校門に見物客の人だかりができることもしばしばだ。

　そんな琴音が瞳ひとみを潤うるませ、頰ほおをピンク色に染め、緊きん張ちようしたように微かすかに唇くちびるを震ふるわせて──まるで愛の告白の直前みたいな雰ふん囲い気きを漂ただわせているのだ。彼女を見た男子生徒は、一目で恋に落ちてしまうに違いない。

　彼女が行っているのは『愛の告白』ではなく『不法侵しん入にゆう』なのであるが。

（はぅぅ、胸のドキドキが部屋の外まで聞こえてしまいそうです……。このままじゃ誰だれかに見つかってしまいますっ）

　琴音は深呼吸をして気分を落ち着けたようとしたけれど一向に高鳴りは収まらない。

　それも無理はないなと琴音は思う。

　誰もいない隙すきを見計らって、こっそりとダイエット部の部室に侵入しているのだ。

　普ふ段だんは引っ込み思案な琴音にしてみたら、あまりにも大それた行動だろう。

　こんなに思い切った行動が取れた理由はたった一つ──。

　それは、彼女が『デブ専』だからである。

　太った男性を見ると胸がときめいて仕方がないのだ。特に秋しゆう馬まのオナカは最高だと思う。どんな美術品だって、あのふっくらとした曲線美の魅み力りよくには敵かなわない。

　ダイエットなんてしたら、あのオナカの魅力が失われてしまう。そんなのは絶対に許せないことだ。

「恐おそれてはダメですよっ。秋馬しゃんのオナカを守れるのは私しかいないんですからっ！」

　両肩の辺りでぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ気合いを入れた。

　提げていた紙袋からカラフルな包装紙で飾かざられた箱をいくつも取り出し、テーブルに並べていく。

　琴こと音ねの独自の調査（望遠鏡で部室のようすを覗のぞいたり）の結果、秋しゆう馬またちダイエット部の面々は部室でお茶をしてダベっていることが多かった。

「放課後に秋馬しゃんとお茶できるなんて、すごくうらやま……じゃなくて、お茶ちや菓が子しも用意してないなんて秋馬しゃんが可哀かわい想そうすぎますよっ。彼は食べている姿が一番素敵なのに！」

　ダイエット中だからか、お茶を飲むだけでお茶ちや請うけの類は一切ナシ。カロリーオフの甘かん味み料りようが入った紅茶をすするだけだったのだ。

　そこで、琴音は一計を案じた。

　こっそりとダイエット部の部室に忍しのび込こみ、手作りのお茶菓子を置いておこうと考えたのである。

「うふふふふ、美お味いしそうなお茶菓子が目の前にあったら、食べるつもりがなくてもついつい手が伸のびてしまうものですからね……。たとえ、ダイエット中だとしても！」

　傍かたわらには『みなさんでお召めし上あがりください。ダイソンさんのファンより』とメッセージカードをつけた。フードファイターとして活かつ躍やくする秋馬にはファンが多い（琴音もその一人だ）。ファンからのプレゼントを装えば、秋馬も受け取ってくれるだろう。

　次々と紙箱を開けていく。部室中に甘い香かおりが広がった。

　箱の一つを手に取り、匂においを嗅かいでみる。中には琴音が手作りしたクッキーが入っていた。たっぷりと使ったバターの香りと、ナッツの香こうばしさがふわりと鼻をくすぐる。我ながら最高の出来映えだ。紅茶と一いつ緒しよに頂いたなら、食べ過ぎてしまうことは間違いない。

「題して、『やめられないとまらないっ☆お茶菓子パラダイス大作戦』ですっ！　秋馬しゃんのオナカは私が守るっ！」

　我ながらあまりにも完かん璧ぺきな作戦すぎて感動に打うち震ふるえてしまう琴音だったが──ハッと我に返った。

「こうしてはいられません。部室から脱だつ出しゆつしなくては！」

　これからも琴音は秋馬のダイエットを邪じや魔ましまくる予定だ。正体がバレてしまっては、今後のお邪魔作戦に支障を来きたす恐おそれもある。おト茶ラ請ツけプの設置が終わったら、速やかに脱出しなくてはならない。

　忘れ物がないかさっと確認し、大急ぎで部室から飛び出そうとして。

　琴音は恐るべきものを見つけてしまった。

「こ、これは……!!」

　部室の椅い子すの背もたれに、大きなジャージが掛かけてあった。

　胸元の名札に書かれてる名前は『１─Ｂ　大おお村むら』。

「秋馬しゃんのジャージ!!」

　早く部室から出て行かなくちゃいけないのに！──琴音の理性はそう叫さけんでいたけれど、足が動かなかった。

　このジャージは秋しゆう馬ましゃんの素敵なオナカにいつも触ふれているんですよね……。

　コクン、と。琴こと音ねの喉のどが鳴った。

　少しだけ……。少しだけですから……。

　吸い寄せられるようにジャージに手を伸ばしてしまう。

　ドキドキ、ドキドキ、ドキドキドキドキ──……!!

　部室に忍しのび込こんだ当初よりも、ずっと大きく心臓が高鳴っていた。

　椅い子すに掛けられたジャージをそっと持ち上げて頰ほおを当ててみる。

「いい匂においです～～～っ♡」

　微かすかな汗の匂いと一いつ緒しよに、頭の芯しんが痺しびれるような甘いような香かおりを感じた。全身がクリームになってトロけてしまいそうな気分だ。

「はぅぅ、秋馬しゃんに抱だきしめられたら、こんな感じなのでしょうか……♡」

　そんなことしてる場合じゃないってわかっているのに、ついつい脳内に妄もう想そうが広がってしまう──。




　そう。例えば、それは運動会のとき。

　転んで足を挫くじいてしまった私のもとに、誰だれよりも早くジャージ姿の秋馬しゃんが駆かけつけてくれるのです。

　そして、私を優しくお姫ひめさま抱だっこをしてくれました。

「大だい丈じよう夫ぶか、琴音。しっかりと僕につかまってるんだ」

「あ、あの、秋馬しゃん。全校生徒が私たちのことを見ています……」

「構わないさ。琴音を守るのは僕の役目だ。他の誰にも触さわらせたくない」

　そんな風に囁ささいて、秋馬しゃんはさらに強く私を抱きしめてきます。

　たくましい腕や柔やわらかなオナカの感かん触しよく。そして、甘いような秋馬しゃんの香りに包まれて、私は夢心地。

「あぅぅ、ダメです……。もうダメ……」

「そんなに怪け我がが痛むのか？　もう少しの辛しん抱ぼうだ。すぐに保健室に連れて行ってあげるからね」

「怪我が痛いんじゃありません。そんなに強く抱きしめられて、素敵な言葉を掛けられてしまったら、琴音は……琴音はぁ……」

　胸がきゅんきゅんしてしまって、秋馬しゃんのことしか考えられなくなってしまいます。学校中の人たちが見てる前だってわかっていても、我が慢まんできませんでした。

　秋馬しゃんの腕の中、私は太ましい身体にぎゅ～～～っと抱だきついてしまうのです。

　そして、柔らかいオナカに顔を埋めて、もふもふ！　もふもふもふもふー！

「琴音ははしたない女の子なってしまいますぅっ。保健室じゃなくて、いっそこのままハネムーンに連れて行ってくださいまし♡」




　きゃああああんっ！　なんてとんでもない妄もう想そうをしてるんでしょうかっ！

　琴こと音ねは秋しゆう馬まのジャージを抱きしめて、足あし踏ぶみするみたいに両足をジタバタさせた。

「……はゎっ！　こんなことしてる場合じゃありません！　早く部室から逃げなくちゃ！」

　秋馬のジャージを元通り椅い子すの背もたれに掛かけようとして。

「でも、もうちょっとだけ……♡」

　再びジャージに顔を埋め、幾いく度ども頰ほおずりをする。

「やっぱりイイ匂においですね♡　できることなら、おうちに持って帰りたいぐらいです。このジャージを羽は織おって寝ねたら、きっと幸せな夢が見られそう……って、私ったら、変態さんみたいですっ！」

　後うしろ髪がみを引かれる思いで、背もたれにジャージを戻もどした。

　部室から脱だつ出しゆつしようとドアに手を掛けた刹せつ那な、向こう側から微かすかに声が響ひびいてくる。

「秋しゆうちゃんが瘦やせるためなら、どんな勉強でもするわ。でも、お料理って、どうやったら上手になるのかしらね～？」

「こ、この声は……！」

　琴音の背筋が凍こおりついた。

　諸悪の根源とも言えるダイエット部の部長、エネミーさんの声が聞こえてきたのだ。

「これからも来海の料理を食べることはあるだろうし……。なんとか上達してほしいよ。あ、そうだ。神かん林ばやしさん、料理は教えてあげられないのかな？　前にサンドイッチを作ってくれたじゃないか」

　秋馬の声も近づいてくる。

「……残念ながら、私はサンドイッチしか作れないのです。お教えするほどの腕はありません。二戸にのへさんはいかがですか？」

「以前、私もお料理動画を作ったこともあるのだ。『【作ってみた】みんなー、おいしいお鍋なべができたよー【ゆっきー☆】』とかいうタイトルだったかな……」

　１年Ｂ組のクラス委員長や、高たか森もり町ちようフードファイトの動画制作者の声も聞こえる。

　どうやらダイエット部のメンバーが連れだって部室に向かってきているようだ。

「その動画に付けられたタグは『グロ注意』『マジキッチン』『暗黒鍋』『病院が来い』『♪テーレッテレー　まずい！』などというひどいものばかりだった。なんなら、後で観てみるか？」

「え、遠えん慮りよしておくよ。そのタグだけで内容がだいたいわかった気がする……」

　いつ聞いても秋しゆう馬ましゃんは美声ですよね～……って、うっとりしてる場合じゃありません！

「に、逃げなきゃ！」

　このまま廊ろう下かに出たら鉢はち合あわせしてしまう。

　反対側にある窓の方へと駆かけ寄よった。大おお慌あわてでガラス窓を開いて琴こと音ねは固まる。

「ダメです！　窓からも出られません！　ここは三階でした～！」

　部室には、他に出入り口はない。隠かくれられるような場所もなかった。

「ふゎ～ん、どうしましょう～っ!?」

　口元に手を当て、琴こと音ねは涙なみだ目めでオロオロすることしかできない。

　バカっ！　琴音のバカっ！　ダイエットを失敗させるためにお茶ちや菓が子しトラップを仕し掛かけるつもりが、まんまと秋しゆう馬ましゃんのジャージの罠わなに引っかかってしまいました～！

　悔くやむお嬢じようさまの目の前で、まるで地じ獄ごくの門が開放されるかのように。

　ゆっくりと部室のドアが開いた──。
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　ダイエット部の扉とびらを開いた瞬しゆん間かん──じゅわわわぁっ。

　僕の口の中に唾だ液えきが沸わき出だした。

　お菓子の甘い香かおりが鼻をくすぐったんだ。

　焼き菓子の香ばしさに加えて、フルーツ、カスタード、ハチミツ、バター、シナモン、ナッツ、バニラ、チョコなどなど。スウィーツに使われる定番食材の芳ほう醇じゆんな香りがハラペコな僕を誘ゆう惑わくしてくる。この世にあるどんな香こう水すいよりも魅み力りよく的てきな匂いだと思った。

　香りの出所は──テーブルの上だ。カラフルな紙箱が並んでいて、中にはさまざまなお菓子が入ってる。ちょっとした洋菓子店のような品しな揃ぞろえだ。

　我を忘れてお菓子を貪むさぼり食くいたいところだったけどグッと堪こらえて（すぐ近くに来くる海みもいるしね）、首を傾かしげる僕。

　いったい誰だれがこんなものを置いていったんだろう……？

　その疑問は一いつ瞬しゆんで氷解した。

「はゎゎゎゎゎゎゎゎゎ……」

「琴音さん……？」

　聖しよう護ご院いん琴音さんが両手を上げて壁かべにぴとっと張り付いてたんだ。まぶたを閉じて、プルプル震ふるえてる。

「そんなとこで、なにしてるの……？」

　バツが悪そうに壁から離れた琴音さんは消え入りそうな小声で呟つぶやいた。

「か、壁と同化できないかと……」

「かべとどうか？」

「いえ、なんでもありませんっ！　こっちの話ですっ！」

　顔を真っ赤にして、琴音さんはうつむいてしまう。

　と、後ろから来海におしりにキックされた。

「ちょっと、秋しゆうちゃん！　入り口で立ち止まらないでよ！　そんなでっかいカラダで通せんぼされちゃ、中に入れないでしょ!?」

「あ、ごめんごめん」

　慌あわてて部室の中に入る僕。

　ダイエット部の面々も部室に入るなり感かん嘆たんの声を上げた。

「わあ、なにこれ？　すっごくイイ匂においがする～！」

　瞳ひとみを♡形にした幼なじみの隣となりで、めったに表情を変えない神かん林ばやしさんがメガネの下の瞳をわずかに見開いた。

「お菓か子しがこんなにたくさん。しかも、見たところ全て手作りのようですね」

「んんっ？　そこにいるのは、聖しよう護ご院いん家けのお嬢じようさまじゃないか。……ひょっとして、きみがこのお菓子を持ち込んだのか？」

　二戸にのへさんに問われて、琴こと音ねさんは躊躇ためらいがちに頷うなずく。

「そうです。あの、みなさんで食べていただけたらと思いまして……」

　美お味いしそうなお菓子にテンションが上がっていた来くる海みの表情が、みるみる険しくなっていく。眉まゆを吊つり上あげ、口をへの字にして。見るからに敵意剝むき出だしって感じの顔だ。

「ちょっと！　あんた誰だれよ!?　なんで勝手にウチの部室に入ってんの!?　まさか、ドロボーじゃないでしょうねっ!?」

「怒ど鳴なるなよ、来海。琴音さんが、そんなことするはずないだろ」

「秋ちゃんはこの女のコト、知ってるの？」

「むしろ、琴音さんを知らないのは学校中で来海だけだと思うよ」

　来海が転校してきて、まだ間もないから知らなくても無理もないだろうけどさ。

　僕は来海に琴音さんを紹しよう介かいしてあげた。

「よ、よろしくお願いしますね、朝あさ凪なぎさん」

　琴音さんが挨あい拶さつをしても来海の表情は硬かたいままだった。腕組みをして、お嬢さまを睨にらみ続つづけてる。

「この間、秋ちゃんが大食い大会に出ることになったのは彼女を助けるためだったのね……」

　嫁よめイビリをするお姑しゆうとめさんみたいな眼まな差ざしで来海は琴音さんをジロジロと眺ながめ回まわした。

「琴音さんって、すっごい美人ね。そりゃ助けたくもなるわよね！」

「痛たたたたっ!?　スネを蹴けるなよっ！　なにを怒おこってるんだ!?」

「怒ってなんかないし！　勘かん違ちがいしないでよね！　秋ちゃんのバカっ！」

　むくれたみたいにほっぺが膨ふくらんでる。なんだよ、もう。明らかに怒ってるじゃないか。

　琴音さんはポンと両手を合わせた。まるで、今思いついたみたいな口調で付け加える。

「そ、そうなんですっ。秋しゆう馬ましゃんには危険なところを助けていただきました。そのお礼代わりに手作りのお菓か子しをお持ちしたんです。みなさまでお召し上がりくださいっ」

「琴こと音ねお嬢じようさまお手製のお菓子か……。ファンクラブに所属する男子生徒に販はん売ばいしたら一財産築けるかもしれないな。では、遠えん慮りよ無く」

　そんな軽口を叩たたきつつ、二戸にのへさんがチョコチップクッキーに手を伸のばした。

　一口囓かじった瞬しゆん間かん、まるで稲いな妻ずまに打たれたかのように全身が震ふるえる。

「うンまっっっっっっっっ!!」

「そんなに美お味いしいのですか？　では、私も一つ頂いてみます」

　興味を惹ひかれたように、神林さんもマドレーヌに手をとった。一口食べた途と端たん、

「……はうっ」

　委員長の細っこいカラダが強い目眩めまいを感じたかのようによろめく。

　慌あわてて駆かけ寄より、肩を支えてあげた。

「大だい丈じよう夫ぶか、神林さん！」

「あ、あまりの美味しさに……気が遠くなってしまいました……」

　リアクションに乏とぼしい神林さんが、こんな反応を示すなんて！　どんだけ美味しいの!?

「んもう～、二人とも大げさすぎよっ！　そんなに美味しいワケないじゃないっ！」

　訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せて、来くる海みがテーブルに近づいた。マカロンを口に放り込んだ刹せつ那な、強ばっていた表情が幸せそうに緩ゆるみまくってしまう。

「おいすぃ～～～～～～っ♡」

　そんな絶賛を聞かされまくったら我が慢まんできるハズがないよね。

「あ、コラ！　秋しゆうちゃんはダメよ！」

「ごめんね、一口だけ味見させてくれ！」

　来海の制止を無視して箱に入ったオレンジタルトに手を伸ばした。

　素早く口に押し込んで、一口嚙かんだ直後──ふわり。

　僕のカラダが天空へと舞まい上あがった。いや、本当に空を飛んだワケじゃないけど、なんていうか、気分的に？

「うンまあああああ～～～いっ!!」

　琴音さんの作ったオレンジタルトはトリップしちゃうぐらい美味だった。

　洋菓子店が開けるほど──いや、お菓子の世界大会で優勝できるレベルだと思う。少なくとも高たか森もり町ちよう商店街で売られてるどのお菓子よりもうまい。

「すごく美味しいよ、琴音さん！」

　お嬢さまは春の女神を思わせるような温かな笑みを浮うかべた。

「秋しゆう馬ましゃんの美味しそうな笑顔を見られて、私も幸せです……♡」

「驚おどろいた。琴音お嬢さまには、こんな特技があったのだな」

　二戸さんの言葉に、神林さんが頷うなずいて。

「趣しゆ味みの域を越えていると思います。特別なお勉強をなさっているのですか？」

「お父さまの言いつけで、子どもの頃から先生についてお料理を習っているんです」

　琴こと音ねさんは華道や茶道のお稽けい古こもしていて、自分の流派を開けるほどの腕前だと聞いたことがある。それだけじゃなく、料理もプロ級だったとは。完かん璧ぺき超人にもほどがあるよ。

　面白くなさそうに唇くちびるを尖とがらせて、来くる海みが小声で文句を言う。

「フーンだ。来海だってちっちゃい頃ころから習ってれば、これぐらい作れるようになるしっ。全然すごくないもんっ」

　なにを張り合ってるんだよ──ツッコミを入れようと思ったとき、僕の脳裏に名案が浮かんだ。

「琴音さんって、確かなんの部活にも入ってなかったんだよね？」

「はい、そうですが……」

　彼女はスポーツ万能だ。なおかつ、文化系の能力も抜ばつ群ぐん。だから、さまざまなクラブから勧かん誘ゆう合戦が行われたって噂うわさを聞いたことがある。習い事が忙しいからって琴音さんは全ての勧誘を断ったらしいけど。

「あのさ、もしよかったらダイエット部に入ってくれないかな？」

　琴音さんは驚おどろいたように目を丸くする。

「わ、私がですかっ？」

「うん。できたら、僕たちに料理を教えて欲しいんだ。どうやったらお料理がうまくなるのか困ってたところなんだよ」

「それはとてもいいアイデアです」

　いつも通りの無表情のまま、神かん林ばやしさんが僕の後押しをしてくれた。

「ダイエットと食事は切っても切り離せません。料理の得意な方がお手伝いしてくださるなら、今後の指導がとてもスムーズになります」

「私も琴音お嬢じようさまが入部してくれるなら大だい歓かん迎げいするぞ！」

　二戸にのへさんがどこからともなくビデオカメラを取り出して構える。

「我がクラブは貧乳が多すぎるからな。巨きよ乳にゆう成分が増えれば動画の幅が広がる。アクセス数も大おお幅はばアップが望めるぞ！」

　頼むから、二戸さんは黙だまってて欲しいな。話がややこしくなるから。

「で、ですが……」

　琴音さんは迷っているように視線を巡めぐらせた。僕のオナカと壁かべに貼はられた体重の推移表とを交互に眺ながめてる。

「もちろん無理にとは言わないよ。来られるときだけ来てくれればいいんだ。どうせ僕たち、暇ひまなときは部室でお茶飲んでダベってるだけだからさ」

「はぅっ……！」

　心臓を矢で打ち抜かれたみたいに胸元を手で押さえ、琴こと音ねさんがよろめいた。聞こえないくらいの小声で呻うめく。

「秋しゆう馬ましゃんと放課後にお茶したり、お喋しやべりしたり……そんなのご褒ほう美びすぎますぅ♡」

「それで、どうかな？　琴音さんに手伝ってもらえたら、すごくうれしいんだけど……」

「私が……ダイエット部に……」

　悩んでるみたいに視線を彷徨さまよわせたり、指先をモジモジさせたり。

　琴音さんは長い間逡しゆん巡じゆんしていたんだけど、やがて小さく頷うなずいた。

「わかりました。私でよければお手伝いいたしますっ」

「おお、やったぞ！　五人目の仲間だ！」

「とても心強いですね。食事の質の改善を進めることができそうです」

　二戸にのへさんと神かん林ばやしさんも口々に喜びの声をあげる。

　料理の問題は万事解決だね。僕はホッと胸を撫なで下おろろした。

　ところが、だ。

「ちょっと待ちなさいよ……！」

　ドスの利いた声が部室に響ひびいた。来くる海みが般はん若にやのような恐おそろしい形ぎよう相そうになってる。

「部長である来海を差し置いて、なに勝手に話を進めちゃってるワケ!?　部員を増やすなんて許可できないわよ！　入部は認めないわ！」

　へ？　むしろ、来海も大だい歓かん迎げいすると思ってたんだけど……？

　戸と惑まどいつつ、僕は幼なじみに問い返す。

「琴音さんに教えてもらえるなら最高じゃないか。なんでダメなの？　料理の勉強したいって来海も言ってたじゃないか」

「この女に教えてもらう必要はないって言ってるの！　お料理の本とか読めば余よ裕ゆうだし！」

「ちっとも余裕じゃないと思うけどなぁ。作ってくれたお弁当はメチャクチャひどかっただろ。独学じゃ無理だよ」

「次はうまくいくもんっ！　こんなデカチチ女に教えてもらうより、自分で勉強した方が上達は早いわよっ！　部員になるなんて認めないーっ！」

　うーん、来海のヤツ、どうしたんだろ？

　ダイエット知識が豊富な神林さん相手には、入部してくれるように必死に頼み込んだってのに。お料理が得意な琴音さんの入部はどうして嫌いやがるんだ？

　琴音さんが苦手なのかな……って、そんなはずないよな。二人は初対面なんだし。

　ともあれ、せっかく琴音さんが協力してくれるって言ってるんだ。なんとか来海を説得しなきゃ。

　口を開き掛けたとき、二戸さんが僕の肩に手を置いた。

「ダイソン、ここは私に任せておけ。このゆっきー☆に策がある！」

　ヌコ厨ちゆうなクラスメイトが、来くる海みの前に歩み出た。

「くるみん。ここは一つ、料理対決で決着を付けてみてはどうだ？」

「あのおじょーさまと来海が勝負するの……？」

「いや、ダイソンと対決するんだよ」

「秋しゆうちゃんと？」

「うむ。ダイソンは琴こと音ねお嬢じようさまに教わりながら料理を作る。くるみんは料理本を見ながら作る──それで、どちらの料理が美お味いしいか勝負するんだ。ダイソン＆琴音お嬢さま組が勝利したら入部を認めてやってくれ」

　なるほど。琴音さんに教わりながら作った僕の料理の方が美味しかったなら、来海も入部を認めざるを得ないよね。

「面白いじゃない。受けて立つわ！　デカチチ女なんて必要ないって証明してやるわよ！」

「どうだ？　ダイソンと琴音お嬢さまは勝負をするか？」

「もちろん、戦うよ。琴音さん、協力してくれるかな？」

　僕の問いかけに、琴音さんはなぜかときめいているみたいに瞳ひとみをキラキラさせた。

「秋しゆう馬ましゃんのお役に立てるなら、喜んでお手伝いさせていただきます！」

「では、料理対決開かい催さい決定だな！　神動画を撮さつ影えいできる予感がビンビンするぞ！」

　って、動画が撮りたいだけなの!?　ナイスアイデアだなぁって感心したのに！

　でも、琴音さんの入部を認めてもらうためには、二戸にのへさんの提案は渡りに船だった。

「琴音さん！　絶対に勝とうねっ！」

「はいっ。頑がん張ばりますっ」

　お嬢さまも両肩の辺りで拳こぶしを握にぎりしめて、可愛かわいらしく気合いを入れる。

　そんな僕たちのやり取りも、来海は気にくわなかったらしい。

　オデコに血管の四つ角が浮かんでいく。極限まで眉まゆを吊つり上あげ、レーザーでも発射しそうな勢いでこちらを睨にらみ付つけてきた。

「秋ちゃんなんて大だい嫌きらいっ！　このブタ野や郎ろう～～～っ！」

「痛──っ!?」

　僕のスネを思い切り蹴けり上あげて、部室から走り去っていく。

「大だい丈じよう夫ぶですか、秋馬しゃん！」

　うずくまる僕に駆かけ寄より、琴音さんが蹴られたスネを優しく撫なでてくれた。

　琴音さんは優しいなあ。来海とは大違いだよ。

　こんなに性格が良くてお料理も上手な琴音さんの入部を拒こばむなんて、来海はなにを考えてるんだろう？　僕にはサッパリわかんないよ……。

　まあ、こんなのは序の口で。

　その日の夜には、もっと理解不能な事態が起こったんだけどね。







　夜の九時ごろ。高たか森もり町ちよう商店街。僕の家。

「ふぃ～、イイお湯だった」

　エレベータから降りた僕は、バスタオルで濡ぬれ髪かみをふきながらしみじみと呟つぶやいた。

　自宅にエレベータがあるのは僕ンちが豪ごう邸ていだからってワケじゃない。商店街にある四階建ての小さなビルが我が家なんだ。一階には父さんが経営する洋食屋『大おお村むら亭てい』が入ってる。僕の部屋は三階だ。

　あ、ちなみに、お料理対決は大村亭のキッチンと客席を使って開催されることになった。定休日である木曜なら、キッチンを使ってもいいって父さんが許可をくれたんだ。使った後は綺き麗れいに店を掃そう除じするって条件付きで。

　決戦は明後日。料理のテーマは和風定食にすると二戸にのへさんから事前に通達があった。

　まあ、僕は琴こと音ねさんに教わりながら料理をするだけだから、気楽なモンだけどね。

「おーい、来くる海みー。お風ふ呂ろ空いたぞー」

　隣りん室しつの幼なじみに声を掛けて、部屋に戻もどろうとしたら。

「秋しゆうちゃん、ちょっと来なさい！」

　来海の部屋のドアが開いた。幼なじみに腕を引っ張られ、無理矢理に部屋に引きずり込まれてしまう。

　物置として使っていた空き部屋は、今やすっかり女の子っぽい空間に変わってた。

　パステルカラーのシーツが掛かったベッド。クローゼットの上には、犬やら猫やらのぬいぐるみがいくつも並んでる。昔から来海はぬいぐるみが好きなんだ。幼稚園の頃ころは、このぬいぐるみを使っておままごとをさせられたっけ。

　窓辺に家族やアメリカの友だちや、ちっちゃい頃に僕と二人で撮とった写真が飾かざられていた。こういうとこも女の子らしいなと思う。男はあんまり部屋に写真を飾ったりしないもんね。

　──いやいや！　いやいやいや！　冷静に部屋を観察してる場合じゃないだろ！　もっとツッコミをいれるべき点がある！

　一番の問題は、幼なじみの格好だ。

　来海はなぜか、メイド服に身を包んでいたんだよ！

　黒いワンピースと白いエプロン。頭にはフリルのついたカチューシャ。超ミニ丈たけのスカートから黒いストッキングに包まれた脚あしが伸のびている。

「遅かったわね、秋ちゃん。待ちくたびれたわ」

　ギロリ☆──そんな擬ぎ音おんをつけたくなるような恐おそろしい眼まな差ざしで睨にらみ付つけてくる。

　ヒラヒラかつフリフリな可愛かわいらしい格好をしてるってのに、表情は正反対。まなじりを怒いからせ、ムスッとしたように口をへの字にしてる。

　細っこい美び脚きやくを優ゆう雅がに組んで、ベッドに腰掛けた。

　そして、顎あごでしゃくるようにして床ゆかを指し示す。

「そこに寝ねなさい」

「そこって……床に？　なんでまた？」

　腕組みをしてそっぽを向いた来くる海みは、面白くなさそうな声で答える。

「オナカのお肉をマッサージするのもダイエットに効くんだって」

　来海が調べてきたところによると、オナカを揉もむことで脂し肪ぼう細さい胞ぼうに刺し激げきを与えれば脂肪が消費されやすくなるらしい。

「ダイエットについて調べてるとき、『瘦そう身しんマッサージ』ってエステのメニューがあるって知ったの。エステティシャンがオナカを揉みまくって脂肪を減らすみたい」

　来海はフンと鼻を鳴らしつつ、自分のカラダを見下ろした。

「マッサージに適したコスチュームをゆっきー☆から貸りたの。今日は秋しゆうちゃんのオナカを来海が揉んであげる。感謝しなさいよね！」

　メイドマッサージなんてサービスが秋葉原にはあるらしい。だから、メイド服は適した格好と言えなくもない、のかな。

「ほら、さっさと寝て！　仰あお向むけよ！」

　首を傾かしげた僕を急せかかすように、来海はマクラを床の上に放り投げた。マットの代わりなのか毛布も用意されている。

　ダイエットに関しては来海は本気だからね。逆らったら蹴けっ飛とばされてしまうだろう。

「お手て柔やわらかに頼むね……」

　大人しく床に毛布を敷しいて上に横たわる僕。フカフカの布地を通して、フローリングの床の堅かたさを背中に感じる。

「それじゃ、はじめるわよ！」

　幼なじみはおもむろにブーツを脱ぬぎはじめた（来海は家の中でも、いつも靴くつを履はいてるんだ）。

　ストッキングに包まれた両方のつま先を僕のオナカに載のっけて──ぎゅむっ！

「痛たたたたたたっ!?」

　オナカの肉をつねるみたいに、つま先で挟はさみこんだ。

「すごく痛いんだけど!?　っていうか、足でマッサージするの!?」

「おデブな秋ちゃんのオナカを手で触さわるなんて虫むし酸ずが走るわよ！　足で十分だわ！　痛いぐらいが効くんだから我が慢まんしててっ！」

　ぐにぐに。むにむに。ふみふみ──まるでおモチをこねるみたいに黒ストに包まれたつま先で僕の腹肉を踏ふみまくる。

「オナカの肉がヤバすぎ！　プニプニじゃない！　秋ちゃんってば本当にブタ野や郎ろうなんだから！」

　しかも、メイド姿の美少女に罵ば倒とうされまくるというオプション付き。

　特とく殊しゆな性せい癖へきを持ってるヤツなら、大喜びしちゃうシチュエーションかもしれない。

　あいにく僕にはそんな趣しゆ味みはないから、ちっともうれしくないんだけどさ。

　むぎゅぎゅ～っ！──腹肉を足の指先でつねりあげられた。

　痛いってば！　もう少し、優しくやってよ！

　注文を付けようと、ベッドに腰掛けてる来くる海みの方に顔を向けて。

「──なッ!?」

　危うく、心臓が口から飛び出るかと思った。

　ミニ丈たけのメイド服に身を包んだ来海は、ベッドに腰掛けて、僕のオナカをつま先で揉もんでいる。

　僕は彼女の足下に寝ねそべって、踏んづけられてる状態。

　幼なじみの衣装。位置関係。僕たちのポーズ──。

　さまざまな不運が重なった結果、来海のスカートの中が丸見えになっていたんだ。

　ひらひらしたスカートの奥、黒いストッキング越しに、フリルのついた可愛かわいい白いぱんつがハッキリと透すけている。

　黒いストッキングのベールに包まれていると、白いぱんつも趣おもむきが変わるものだなあ。色っぽさが増量中って感じだ。ニーソックスもいいけど、ストッキングも悪くないよね！　……って、バカ！　僕のバカ！　感心してる場合じゃなーい！

「んしょっ、んしょっ！」

　小さく掛け声をかけつつ、来海は一生懸命僕のオナカを揉んでくれてる。

　下着が見えてるって気付いてないのか……。

　うーん。やっぱり、黙だまってるのはよくないよな……。

　大きく息を吸って、吐はいて。気持ちを落ち着けた。

　決死隊の如ごとき悲ひ壮そうな覚かく悟ごで、幼なじみに教えてあげる。

「あのさ、来海？」

「ん？　どしたの？」

「マッサージをしてくれるのはありがたいんだけどさ……」

　赤くなってしまった頰ほおを人差し指で搔かきつつ、僕は言葉を続ける。

「……ぱ、ぱんつが見えちゃってるから、隠かくしてくれないかなっ」

　すぐさま両腕で頭を抱え、衝しよう撃げきに備えた。

『なに見てんのよ！　この変態ブタ野や郎ろう！』なんて罵倒と共に、ストンピング攻こう撃げきされちゃうと思ったんだ。

「……あれ？」

　いつまで経ってもキックが飛んでこないぞ。

　それどころか来くる海みはスカートの裾すそを押さえようともしない。

「……フンっ」

　小さく鼻を鳴らしただけ。相変わらず、黒スト越しに白い布地がチラ見えしたままだ。

　ギュッと唇くちびるを引き結び、真しん剣けんな表情でマッサージを続けてる。

　変化と言えば、頰ほおがピンク色に染まったくらいだろう。

「聞こえなかったかな？　来海のスカートの中が見えちゃってるんだってば」

「き、聞こえてるわよっ！」

　ぎゅむぎゅむ！──僕のオナカを踏ふんづけつつ、来海は小声で付け加えた。

「今日はいてるぱんつは、来海が持ってる中でも特に可愛かわいいのだからっ」

「……そっか」

　いや、納得してどうする！

　可愛いヤツだから、なんなの!?　ちっとも答えになってないよ!?

　慌あわてふためく僕に、来海がさらに追い打ちを掛かけてきた。

「あふー、足が疲れちゃったかもー」

　芝しば居いがかった棒読みでそう言うと、幼なじみはベッドに腰掛けたまま片方の膝ひざを両手で抱かかえたんだ。

　そんなポーズをとったら、余計にぱんつが見えちゃうワケで！

「うにゅにゅにゅ～……」

　きっとすごく恥ずかしいんだろう。

　来海のヤツ、耳の先まで真っ赤になってる。

　テンパリまくってるみたいに、瞳ひとみはグルグル。唇はあゎあゎ。肩がプルプル。

　たっぷり三〇秒ほど、ベッドの上で片膝を抱えてた来海は──

「にゃーっ！　もう無理ーっ！　恥ずかしすぎて死んじゃうー！」

　勢いよく足を閉じた。スカートの裾を両手でしっかりと押さえる。

　じっと僕のようすを窺うかがっていた幼なじみは、唇に人差し指を当てて首を傾かしげた。

「秋しゆうちゃん……。ドキドキした？」

「そ、そりゃまあ……ちょっとは……」

　本当のコトを言えば、心臓が爆ばく発はつしそうなぐらいに高鳴ってるんだけど。

「そっか、ちょっとだけかぁ……」

　残念そうに肩を竦すくめる来海に、恐おそる恐おそる尋たずねてみた。

「あの……今のはいったい……？」

「あ、あのね……」

　来海は両手の人差し指を突つき合あわせて、消え入りそうなほどの小声で答える。

「……来海はおっぱいがちっさめなの。成長途と中ちゆうだから、今はまだ残念な感じなのよね」

　来くる海みはスカートの上からストッキングに包まれたふとももを撫なでた。

「でもね、おっぱいはちっさいけど、わりと脚あしはきれいかなーって思うの。ゆっきー☆にも褒ほめられたしっ。だから、あのっ、そのっ……」

　羞しゆう恥ち心しんがレッドゾーンに達してるんだろう。来海の顔から湯気が噴ふん出しゆつして見えた。

「秋しゆうちゃんがどうしてもって言うなら……ちょっとだけなら見せてあげてもいいっていうか……。おっきな胸にドキドキするぐらいなら、来海を見てドキドキして欲しいっていうか……。なんていうか……うにゅぅぅぅ……」

　そこで、幼なじみに限界が訪れたようだ。

　極限まで全身を朱しゆに染めた来海は、勢いよく立ち上がった。

　キッと僕を睨にらみ付つけて怒ど鳴なり散らす。

「なんでもないっ！　今見たものはぜーんぶ忘れてっ！」

　──どふぅっ!!

「ぐぼあっ!?」

　僕のオナカを踏ふんづけて来やがった!?

「歯磨き粉のチューブみたいに中身がにゅるんと出ちゃうって！　ごぶぅっ!?　うぶぅっ!?」

「いっそ脂し肪ぼうごと全部出しちゃえばいいのよっ！　さっさと来海の部屋から出て行きなさ～～～いっ！」

　ツイストを踏むように僕のオナカに踵かかとを突つき刺さして、怒鳴り散らす。

「きみが無理矢理引っ張り込んだんだろ!?」

「うっさいうっさいうっさいっ！」

　マクラやぬいぐるみを投げつけてくる。

　来海の部屋から逃げ出し、這ほう々ほうの体ていで自分の部屋へと飛び込んだ。

「やれやれ……。ひどい目にあったなぁ……」

　ドアにもたれかかって、額の汗を拭ぬぐう。

「全身汗だくになっちゃったよ……」

　黒いストッキングに包まれた来海の美び脚きやくや、チラッと見えてしまった白い布地が脳裏に蘇よみがえると──カラダがさらに熱くなってヘンな汗が噴き出してきた。

　風ふ呂ろ上がりの火ほ照てりを冷ますために、その夜は莫ばく大だいな時間が必要になってしまった。







　意味不明な行動の裏側で、幼なじみなりにすっごく悩んでいたことに。

　このときの僕は気付いてやることができなかったんだ──。
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　同時刻。聖しよう護ご院いん家けの屋や敷しき。浴室。

「うふふふふふふ……♡」

　幸せそうな声がお風ふ呂ろに響ひびいていた。

　バスタブで膝ひざを抱かかえて浸つかっている琴こと音ねが、蕩とろけそうな笑顔を浮うかべていたのだ。普ふ段だんは乳白色の入浴剤の入れられたお湯と同じぐらい白いお肌はだが、ほんのりとピンク色に染まっている。優美な丸みを帯びた頰ほおにも、お湯からぷかりと浮かんでいる大きめな胸にも、微かすかな汗の雫しずくが浮かんでる。

　琴音は、かれこれ三十分ほど湯船で微笑ほほえみ続けていたのだ。それでも頰が緩ゆるんでしまうのを止められなかった。

「はぁ、秋しゆう馬ましゃんが部活に誘さそってくださるなんて……琴音は世界一の幸せものかもしれません……♡」

　秋馬のオナカに一ひと目め惚ぼれしたのは高校の入学式の日だ。

　その日以来、ずっと彼のことを遠くから見つめ続けてきた。

　もちろん、声を掛けることなんてできない。廊ろう下かですれ違うだけで息が止まりそうだった。ぽよよんと揺ゆれる愛らしいオナカを、ただ眺ながめることしかできなかったのだ。

　見つめているだけでも幸せだったけど。

　少しだけ。ほんの少しだけ。

　卒業するまで、このままなのかなって。

　ただ遠くから見つめているだけで高校生活は終わっちゃうのかなって。

　ココロのどこかで寂さみしく思ってた。

　ところが、最近になって急に距きよ離りが縮まった。

　一いつ緒しよに食事をし。廊下ですれ違ったら、挨あい拶さつをするようになり。

　今日はついに、『同じ部活に入らないか』なんて誘われてしまったのだ。

「もしも入部したら……放課後になるたびに秋馬にゃんに会えるんですよね。いっぱいお喋しやべりもできちゃうかもしれません……」

　お喋りどころか、もっともっとすごいことだって起こっちゃうかもしれない。

「例えば、夕暮れに染まる部室で……私が秋馬しゃんにお茶をいれて差し上げるんです。お茶ちや菓が子しが用意されてないと気付いた秋馬しゃんは『おや？　こんなところに美お味いしそうなグミキャンディがあるじゃないか……いただきます！』なぁんて言いながら私の唇くちびるを奪って……きゃああんっ、私ってばなんて大それたことを考えてるんでしょうか～～～っ！」

　真っ赤になった顔を半分お湯に浸け、両脚をジタバタさせる。

　幸せな妄もう想そうに浸ひたりまくってしまう琴こと音ねだったが、全てが順じゆん風ぷう満まん帆ぱんではない。

　問題は、誘さそわれている部活が『ダイエット部』であるということだ。

　秋しゆう馬まのオナカを守るためにダイエットを成功させるワケにはいかなかった。

　お湯の中でぶくぶくと息を吐き出しながら、ココロの中で呟つぶく。

　いいえ、逆に考えましょう。

　むしろダイエット部に入部できるのは好都合です。協力するフリをして近づきつつ、ダイエットの邪じや魔まをするのです。獅し子し身しん中ちゆうの虫。虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得ずですっ。

　私ったら悪いコですよね。秋馬しゃんに嫌きらわれちゃうでしょうか……？

　ぷはっとお湯から顔を上げた琴音は大きく首を横に振ふった。

「ううんっ。嫌われたりしませんよね。秋馬しゃんの素す敵てきなオナカを守るためなんですから！　正義はこちらですっ！」

　そして、大きな問題がもう一つ。

　エネミーさんこと朝あさ凪なぎ来くる海みさんが入部を拒こばもうとしている点だ。料理対決に勝利しなければ、入部が認められない。

「どうして入部を断られてしまったのでしょう？　私の本心を見破られてしまったのでしょうか……？」

　わからないけれど、朝凪さんの動向には注意をした方がいいだろう。やはり、彼女は敵だ。エネミーさんめ！

「なにはともあれ、まずはお料理対決に勝利しなければはじまりませんっ！」

　お湯から勢いよく立ち上がり、琴音は拳こぶしを握にぎりしめた。大きめな胸元が、彼女の決意を示すようにぽよよんと元気に揺れる。

「秋馬しゃんと力を合わせて、絶対に勝利してみせますっ！　頑がん張ばれ、琴音っ！」
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　そして、決戦の日がやってきた。

「これより『琴音お嬢じようさま争そう奪だつ！　くるみんＶＳダイソン、お料理大決戦！』を開始するッ！」

　僕ンちの一階にある洋食屋『大おお村むら亭てい』の店内に、二戸にのへさんの声が響ひびき渡わたる。クマの被かぶりものを装着しているにもかかわらず、よく通る美声だった。

　一いつ瞬しゆん遅れて、ド派手なファンファーレと大だい歓かん声せい、そして万ばん雷らいの拍はく手しゆが洋食屋の店内を揺ゆるがした。まるで数万という観客が競技場を埋め尽くしているような感じ。

　まあ、ギャラリーなんて一人もいないんだけどね。

　木製のドアには『ＣＬＯＳＥＤ』の札が揺れてる。今日は定休日だ。

　お店の中はガランとしてる。テーブルや椅い子すが店の隅すみに寄せてあるから、余計に閑かん散さんとして感じられた。

　さっき聞こえた歓かん声せいはＳＥだ。客席の隅すみっこに無表情で座ってる神かん林ばやしさんが、タブレットＰＣを一本指で操作してる。きっと二戸にのへさんの指示で効果音を出すように指示されてるんだろう。

　委員長が不慣れな手付きでＰＣを突っつくと、軽快なＢＧＭが流れ出した。

　三さん脚きやくに固定されたカメラを操作しつつ、二戸さんが司会進行する。

「まずは選手の紹しよう介かいだー！」

　赤い布で飾かざられたテーブルにライトが当たった。客席をくっつけて調理台にしてるんだ。

「赤コーナー！　ダイエット部部長にして、一四歳の高校一年生！　荒あらぶる貧乳！──くるみんー！」

「ちょっとー、誰だれが貧乳よー！」

　拳こぶしを振ふり上あげて抗こう議ぎする来くる海みを軽やかにスルーし、二戸さんは選手紹介を続ける。

　僕の立ってる青いテーブルがスポットライトで照らされた。

「青コーナー！　食べるのが得意な男は、果たして作るのも得意なのか!?　吸引力の変わらないただ一人の男──ダイソン！」

　コールに合わせて僕が手を上げると、一層大きな歓声と拍はく手しゆが響ひびき渡わたる。まるで、本当に大観衆がいるみたいだ。去年、高たか森もり町ちようフードファイトの決勝に出場したときのことを思い出すよ。

「そしてそしてー！　高森第一高校イツコーが誇る伝説の美少女！　ファンクラブ会員は二〇〇人を突とつ破ぱ！　完かん璧ぺき超人！　聖しよう護ご院いん琴こと音ねお嬢じようさまー！」

「はゎゎゎゎ……そんな紹介はやめてください！」

　滅めつ相そうもございません！──そう言いたげに、琴音さんは両手を振った。

　彼女は控ひかえめな性格だから、褒ほめちぎられるのは苦手なんだろうな。

「では、ルールを説明するぞ！　料理のテーマは『和風定食』だ。ごはん、野菜たっぷりの味噌汁、肉ジャガ、焼き魚。以上の四品を作ってもらうぞ。くるみんは料理本を見ながら、ダイソンは琴音お嬢さまに教わりながら、それぞれ調理してくれ。材料は中央に用意してあるから、各自で調達するんだ」

　お店のフロアの中央辺りにテーブルが据すえられていた。氷の上に、さまざまな野菜やお肉が並ぶ。

　隣となりに置かれたタライでは新しん鮮せんそうな魚が泳いでいた。あれはイワナかな？　ヤマメかな？

「業務用のコンロは我々が使うには危ないから、双そう方ほうの調理台に小さめのコンロを用意したぞ。水道を使う場合は、キッチンの流し台を使うようにな」

　赤と青の調理台の上には、まな板や包丁などの調理器具が整せい頓とんされて並んでいる。

　隣には、どこから調達してきたのか炊すい飯はんジャーやカセットコンロが用意してあった。ちょっとした料理番組みたいなレイアウトだ。

　これらの準備は、昨日の夜。閉店後の我が家に二戸さんがやってきて、たった一人で行ったんだ。

　動画の再生数を稼かせぎたいっていう動機はともあれ、凄すさまじい行動力だと思う。

「タイムリミットは一時間。勝敗はレンレンが試食をして決定するぞ！」

　神かん林ばやしさんのメガネがキラリ☆と輝かがやいた。

「……公正な判定を心掛けます」

　来くる海みがフンと鼻を鳴らす。

「いーんちょなら安心ね。ひいきとかしそうにないから」

「ダイソン＆琴こと音ねお嬢じようさまチームが勝利した場合は、琴音お嬢さまのダイエット部への入部が許可されるぞ。説明は以上だ！　なにか質問はあるかね？」

「さっさとはじめましょ！　来海の本気ってヤツを見せてやるんだからっ！　使えそうなお料理のテキストもいっぱい用意したしっ！」

　幼なじみはこちらを睨にらみ付つけながら、赤いテーブルの上に置かれた分厚い料理本の束をバシバシと叩たたく。

「絶対に勝ちましょうねっ、秋しゆう馬ましゃん！」

　琴音さんが小さくガッツポーズをして気合いを入れる。やる気十分みたいだね。

　テンションが上がってる二人には申し訳ないんだけど……僕はおずおずと手を上げた。

「あのー、ちょっといいかな……？」

　勝負をはじめる前に、どうしても質問しておかなきゃいけないことがあったんだ。

「どうした、ダイソン。なにか疑問点があるかね？」

「あるよ！　ありまくりだって！」

　僕は四人の女の子たちを順番に見渡して──顔が熱くなるのを感じた。

「なんできみたちはそんな格好してるんだよ!?」

　ダイエット部の面々＆琴音さんは、一言で表現するなら『水着エプロン』とでも言うべき格好だったんだ!!

　来海のヤツはリボンのついた可愛かわいいピンクのビキニ。

　琴音さんは清せい楚そな雰ふん囲い気きすら漂ただよう純白のビキニ。

　二戸にのへさんは競泳水着で、神林さんはスクール水着。

　それぞれが違った水着の上に、メイドさんがつけるようなヒラヒラした白いエプロンを着けてる。

　エプロンの横からは胸の膨ふくらみが見えちゃうし、後ろを向けば水着に包まれたおしりが揺ゆれてるし。綺き麗れいな背中や脚線美が全開だし。ただの水着姿よりもエプロンを着けてる方が色っぽい気がする。目のやり場に困りすぎるって！

　競水＋ヒラヒラエプロン＋巨きよ大だいなクマヘッド＋マイク。統一感という概がい念ねんを銀河系の彼方かなたへ放り投げたような格好の二戸さんが、僕の方を向いた。心なしかクマのかぶり物がドヤ顔をしているように見える。

「せっかくだから、料理対決に相応ふさわしい格好をしてもらったのだ」

「どの世界の価値観だよ!?　料理するときの服装と言えば、普ふ通つうは僕みたいな格好だろ！」

　僕は父さんのお下がりのコックコートを着てる。太り気味の僕にはサイズが合わないからピチピチだけどね。

　恥ずかしそうに頰ほおを染めて、琴こと音ねさんが胸の前で手を組み合わせた。

「秋しゆう馬ましゃんがとても喜ぶと二戸にのへさんが仰おつしやっていたので着てみたんですが……ヘンだったでしょうか？」

「まさか、全然ヘンじゃないよ！　すごく似合ってると思う！」

　むしろ、似合いすぎだから困るんだって！

「はぁ、よかったです……。思い切った甲か斐いがありました」

　安心したように、琴音さんは胸を撫なで下おろろしてる。

　こんなリアクションを取られたら『着替えてくれ』とは言いづらい……！

「よぉし、準備はいいようだな！」

　小指を立てて、マイクを握にぎり直なおす二戸さん。カメラに向かい高らかに声を張り上げる。

「それでは、勝負開始～～～～～っっっ!!」

　銅ど鑼らの音が轟とどろいて、お料理対決がスタートしてしまった。

　ええい、こうなったら仕方ない！　いろいろツッコミたいところはあるけど、今はやるしかないよな！

　頰を叩たたいて、気合いを入れた。

　琴音さんには、ぜひダイエット部に入部してもらいたい。来くる海みには悪いけど、本気でやらせてもらうぞ！　集中しろ、大おお村むら秋馬！

　しかしながら。

　調理をはじめて、僕はすぐに気付いた。

　このお料理対決に集中するなんて不可能だったんだ。

　少なくとも健全な男子高校生には絶対に無理だと断言できる。

「え～っとぉ～……え～っとぉ～……」

　お料理本をめくってうなり声をあげてる来海を横目に、琴音さんの指示に従って必要な食材を調理台に運んだ。

　キッチンの流し台でお米を研いで炊すい飯はんジャーにセット。ついでに、野菜類についた泥どろを洗って調理台に戻もどる。

「それでは、お野菜を切りましょう。包丁の扱あつかいには気をつけてくださいましね」

　ステーキを食べるためにナイフとフォークを握ることはあるけど、包丁を使うことは滅めつ多たにない。軽く緊きん張ちようしつつ、味噌汁に入れるキャベツを切ろうとした。

　左手で野菜を押さえ、右手の包丁を突き立てようとした途と端たん、琴こと音ねさんにダメ出しされる。

「あっ、いけません。それでは指をケガしてしまいますっ」

　僕の左手に、右手を重ねてきた。

「こんな風に左手の指は丸めてください。猫の手みたいにするんです」

　僕の指を丸めるように、ギュッと手を握にぎってくる。

　女の子に手を握られちゃうなんてドキドキだ。琴音さんみたいな絶世の美少女ならなおさらだよ。

　そのうえ、さらにドギマギせずにはいられない事態が起こった。

「包丁の握り方も違います。秋しゆう馬ましゃんの持ち方はお食事に使うナイフの持ち方です。お野菜を切る場合は違う握り方がいいですよ」

　真しん剣けんな表情で、琴音さんは僕の右手にも後ろから手を伸のばしてきたんだ。

　僕はちょっぴり太めだから、胴どう回まわりもデカい。そんな僕の両手に後ろから手を重ねようとしたら、抱だきつくような体勢になっちゃうんだ。

　もにゅにょんっ♡──必然的に琴音さんの胸も押し当てられちゃうワケで！

　琴音さんはスタイルがいい。胸の感かん触しよくはつきたてのお餅もちよりも柔やわらかかった。刃は物ものを使ってるってのに、全神経が背中に集中してしまう。

「野菜を切るための『菜な切きり包丁』は、押すようにして切るんです。さあ、やってみてくださいましっ♪」

「あ、あのっ、琴音さん？」

「はい。どうしました？」

「む、胸が背中に当たっちゃってるんだけど……」

　耳の先まで真っ赤に染めて、琴音さんは飛び退いた。

「も、申し訳ございませんっ。説明に夢中になってしまって……。不快な思いをさせてしまいましたか？」

「そんなことないって！　むしろ、とっても気持ちよかっ──ぶごっ!?」

　向かい側にある赤い調理台から、ジャガイモが飛んできた。僕の鼻っ柱にめり込む。

「なにするんだ、来くる海み……！」

　瞳ひとみから怪かい光こう線せんでも発射しそうな勢いで、来海がこっちを睨にらみ付つけていた。

「フン、秋しゆうちゃんの鼻の下が伸びまくってたから、元に戻もどしてあげただけよ。感謝してよね」

「意味がわからないよ。つーか、食べ物を投げるなよな！」

「フン、ちゃんと食べるから平気よ。秋ちゃんが！」

「僕が食べるのかよ！　信じられない！　そんなのご褒ほう美びじゃないか！」

「喜ぶな、このブタ野や郎ろうーっ！」

　料理を教わるためとはいえ、スタイル抜ばつ群ぐんな琴音さんと密着することになっちゃったら、男なら誰だれだってドキドキしちゃうよに決まってる。料理に集中なんてできないよ。

　そんな僕に、さらに追い打ちを掛けるように、とんでもないハプニングが発生した。

　焼き魚の準備に取りかかったときのことだ。

「まずは、お魚をボウルに移してくださいまし」

「ＯＫ、僕に任せておいてよ！」

　コックコートを腕まくり。タライに張られた水に手を突っ込み、泳ぎ回る魚を摑つかむ。

　持ち上げようとした途と端たん、ヤマメは元気よく暴れまくって──とぅるーんっ！

「──わっ、しまった！」

　刺身を食べるのは得意だけど、生きた魚なんて摑むことがめったにないからね。手を滑すべらせちゃったんだ。

　僕の手から勢いよく逃げ出したヤマメは、放物線を描いて宙を舞まった。

　そして、吸い込まれるように──琴こと音ねさんのエプロンの胸元にダイブ！

「きゃあああんっ！」

　ビチビチビチビチっ！──魚が胸の谷間に頭を突っ込んで暴れ出す。

　よりによって、なんつートコに飛び込んでるんだよ!?　さては、あのヤマメ……オスか!?

「はぅぅぅぅ……！」

　慌あわてて振ふり払はらいたいのを堪こらえるみたいに、琴音さんはギュッと目を閉じて、両肩の横で手を握りしめた。背を反らすようにして、僕の方に胸を突き出してくる。

「と、取ってください、秋しゆう馬ましゃん～っ！」

「ええっ、僕が!?」

「ヘタに動いては床ゆかに落としてしまうかもしれませんし！　お魚さんを潰つぶしてしまうかもしれませんし！　──やんっ、暴れてますぅっ！　秋馬しゃん早くぅ！」

　エプロンの中に飛び込んでしまった魚を取り除くってコトは──そこに僕が手を突っ込まなきゃいけないってコト!?　それはマズいよ、いろいろと！

「やんっ、ダメっ！　奥おくまで入っちゃいますぅ！」

　胸の谷間に挟はさまれたヤマメは、ピチピチと尾おびれを振りつつ奥へ奥へと潜もぐり込こんでしまう。

　濡ぬれた魚が冷たいのかな。琴音さんはプルプルと肩を震ふるわせる。巨きよ乳にゆうがプリンみたいに揺ゆれまくった。

「素晴らしい！」

　三さん脚きやくからビデオカメラを取り外して構え、二戸にのへさんが興こう奮ふんの声をあげた。

「えっちなハプニング映像を頂きだっ！　さすがはダイソン！　良い仕事をするな！」

「だあああ！　わざとじゃないよ！　人聞きが悪いことを言うなっ！」

　魚を取り逃がしたのは僕なんだ。責任を取らなきゃいけない。

「琴音さん、ごめん！　後で僕をぶん殴なぐってもいいから、今は耐たえてね！」

　全力で謝りつつ、琴こと音ねさんのエプロンの首元から胸の谷間に手を突っ込んだ。

　──むにむにっ♡

「おうふ……♡」

　手ての甲こうに琴音さんの胸が触ふれてしまって、あまりの柔やわらかさに気が遠くなってしまう。

　女の子のカラダってどうしてこんなに柔らかいんだろう？　僕のオナカも割とプニプニしてるけど、比較にならない触り心地の良さだ。

　食べられそうになったヤマメが、ココに逃げ込もうとした理由が僕にわかるよ。琴音さんの巨きよ乳にゆうに挟はさまれたなら、幸せに昇しよう天てんできるに違いもんね。思わず納得。

「すぐに捕まえるから、もう少しだけ我が慢まんして！」

　ビキニの間に手を突っ込みヤマメを捕まえようとする。

　ダメだ、指先が尾おびれに触れたけれど滑すべってしまって持ち上げられない。

「……はうっ♡」

「ちょっ、ヘンな声出さないでよ、琴音さん！」

「ごめんなさいっ。くすぐったかったんです」

「ああ、ちくしょうっ！　逃げられた！」

　胸の谷間をくぐり抜ぬけ、ヤマメはさらに下へと移動したようだ。

　オナカの辺り、白いエプロンの布地が膨ふくらんでモゴモゴ動いてる。

「おへそのところまで落っこちちゃいましたっ。ヌルヌルしますぅ！」

　不快感を堪こらえるみたいに、小刻みな足あし踏ぶみをしていた琴音さん。

「──はゎっ!?」

　大きく目を見開き、潤うるんだ瞳ひとみで僕を見つめた。

「ど、どうしたの……？」

「も、もっと下までお魚さんが潜もぐり込こもうとしてます……」

「おへそよりも下っていうと……えええええっ!?」

　そこにあるのは、ビキニのボトムなワケで。

　どわああ、それはマズい！　猛もう烈れつにマズいよ！　いくらなんでもそこには手を入れられない！　急がなきゃ！

「秋しゆう馬ましゃん、助けてください！」

「わかってる！　もうちょっと我慢してて！」

　もはや躊躇ためらってる場合じゃない。

　僕は琴音さんが着けてるエプロンの脇わき腹ばら辺りから手を突っ込んだ。

「コイツめ、大人しくしろ！」

　暴れまくる魚を、なんとか手探りで捕まえようとする。

　スベスベしたオナカの辺りをまさぐりまくっちゃった気がするけど……不ふ可か抗こう力りよくなので勘かん弁べんしてください。

「よし、捕つかまえた！　もう逃がさないぞ！」

　ヤマメの胴どう体たいを引っつかむ。

　エプロンの中から慎しん重ちように取り出し、ボウルに放り込むことに成功した。

　ヤマメのヤツ、心なしか幸せそうな顔になってる気がする。

　やっぱりコイツは、オスだな。

　安あん堵どの息を漏もらして、琴こと音ねさん優しげな笑顔を浮うかべた。

「大切な食材が床ゆかに落ちてしまったりしなくてよかったです」

「本当にごめんね。僕の不注意のせいで、その……とんでもないことしちゃった」

　琴音さんのエプロンに手を突っ込んで、ビキニの上からいろんな柔やわらかい部分に触ふれちゃった気がするよ。琴音さんのファンクラブ会員に知られたら半殺しにされかねないだろう。

　大きく首を横に振った琴音さんは、唇くちびるをあゎあゎさせてうつむいた。

「謝らないでくださいっ。ワザとじゃないってわかってますから！　秋しゆう馬ましゃんは私を助けてくださったんですしっ！」

　両方の人差し指を突き合わせて、口の中でゴニョゴニョと呟つぶやくようにお嬢じようさまは続ける。

「秋馬しゃんに触れられるなら平気ですと申しますか……むしろ、むちむちした秋馬しゃんの太い腕がいっぱい感じられて私も幸せでした……♡」

　と、すぐ後ろから大きな咳せき払ばらいが聞こえた。

　振り返ると、ムカついたような表情の来くる海みが腕組みをして立っていた。眉まゆ根ねは寄せられ、片方のほっぺが膨ふくらんでる。

　……ん？　なんだ？

　幼なじみのエプロンの胸の辺り。オレンジ色のなにかが突っ込まれてる。

　コレは……ニンジンだね。

　腕組みをすることによって、辛かろうじて視認が可能となった胸の谷間。

　来海のヤツは、その微かすかな隙すき間まに無理矢理にニンジンを挟はさみこんでいたんだ。

　仄ほのかにピンク色に染まった頰ほおを見られたくないみたいにそっぽを向いて、幼なじみは唇を尖とがらせる。

「……来海の胸にもニンジンが挟まっちゃったんだけどなっ」

「いや、その設定は明らかに無理があるだろ。自分で入れたんじゃないの？」

「うっさいうっさい！　そんなことどうでもいいわよっ！　来海も秋しゆうちゃんに取って欲しいのっ！　ほら、早くっ！」

　薄っぺらな胸を、全力で僕の方に突き出してくる。

　……まあ、いいけどね。

　自分の頰ほおを人差し指で搔かきつつ、僕はニンジンを取ってやろうともう片方の手を伸のばした。

　僕の指がニンジンに触ふれる刹せつ那な、来くる海みは組んでいた腕を緩ゆるめた。

　幼なじみとはいえ、男の子の指が胸元に近づいてきて緊きん張ちようしたのかも知れないね。

　ことんっ。ころころころ……。

　当然だけど、胸の谷間は消しよう滅めつ。乾かわいた音を立てて、ニンジンが床ゆかに転がった。

　びみょ～～～な静せい寂じやくが大おお村むら亭ていの店内を包み込む。

　たっぷり三〇秒ほど続いた沈ちん黙もくを打ち破り、カメラを構えていた二戸にのへさんが申し訳なさそうに声を掛けた。

「なあ、くるみん。ダイソンをドキドキさせたかった気持ちはわかるが……ぺったんこなくるみんの胸にニンジンを挟はさんでおくなんて物理的に不可能だぞ？」

「うにゅ～～～……！」

　涙なみだ目めになって、来海は地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「別に秋しゆうちゃんは関係ないし！　っていうか、ぺったんこって言うなー！　秋ちゃんのバカぁ！」

「なぜ、僕!?」

　幼なじみの意味不明な行動はさておき。

　この時点で僕はもう一生分のドキドキ感を味わったような気がしていた。

　と・こ・ろ・が。

　さらなるハプニングが料理対決の終了間際に待ちかまえていたんだ。

「制限時間、残り一〇分！」

　マイクに向かって、二戸さんが叫さけぶ。

　僕＆琴こと音ねさんチームは、既すでに調理を終えていた。

　琴音さんはお料理にとっても詳くわしくて、しかも教え方もすごく上手だったんだ。普ふ段だんからほとんどごはんを作らない僕でも、きちんと和風定食を完成させることができたからね。

　ごはんはふっくら艶つややかに炊たけたし、焼き魚は抜ばつ群ぐんの焼き加減。肉ジャガの野菜がちょっと不格好だけど、味付けは悪くないと思う。我ながらうまそうだ。

　対面にある赤い調理台では、涙目でお料理の本をめくりながら来海が右往左往してる。焼き魚からは黒煙があがり、炊すい飯はんジャーからは泡あわが漏もれていた。

「ふゎーん！　間に合わないかもー！　……ああーっ、肉ジャガなのにジャガイモ入れ忘れちゃった！　ま、いっか。今から入れちゃえ！」

　皮を剝むかないまま、お鍋なべにジャガイモを放り込んでる。

　来海のヤツ、困ってるみたいだなぁ……。

　手伝ってやりたいとこだけど……僕が手を出したら料理対決の意味がなくなっちゃうもんな。我が慢まん我慢。

　琴音さんが入部してくれれば、きっと来海も料理上手になれると思うし。

「秋しゆう馬ましゃん、お料理が終わったらテーブルをきれいにしましょう。片付けを終わるまでが、お料理なんですよ」

「う、うん。そうだね……」

　琴こと音ねさんの言葉に頷うなずいて、調理台の上を片付けはじめる。

　使ったまな板や調理器具をキッチンの洗い場へと持って行った。

　片付けをしつつも、幼なじみのことを気にしてたのがよくなかったのかもしれない。

「……あ、痛っ」

　調理台の上に乗った包丁を片付けようとした拍ひよう子しに指先を切っちゃったんだ。人差し指の先せん端たんから、じんわりと血が滲にじんでくる。

「秋しゆうちゃん、ケガしちゃったの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　すぐさま来くる海みが駆かけ寄よってくる。大おお慌あわてで料理をしてたはずなのに、幼なじみは僕のケガに真っ先に気付いてくれたようだ。

「どうってことないよ。指先をほんのちょっとかすっただけだから」

「いいから、見せてみなさい！　あーあ、血が出ちゃってるじゃない！」

　僕の手を持ち上げて、眉まゆをひそめる。

「んもうっ、秋ちゃんってばドジなんだからっ」

　そして──ちゅっ♡
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　来くる海みは僕の指を口に含んだ。傷口を舐なめたんだ。

「お、おい、来海っ！」

　柔やわらかい唇くちびるの感かん触しよくを指先に感じて血圧が上がってしまう。余計に血が噴き出しちゃいそうだよ。

「な、なにをなさってるんですかーっ!?」

　お店の調理場にいた琴こと音ねさんが、血相を変えて戻もどってきた。

「秋しゆうちゃんがケガしちゃったみたいだから、手当てしてあげてんのよ」

　──んちゅぅ～っ♡

　チュッパチャプ○でも舐めるみたいに来海は僕の指をペロペロする。

「や、やめろって！　恥ずかしいだろっ！」

「いいじゃない。いつもやってたことだもん」

　お嬢じようさまの顔が、みるみるうちに真っ青になってしまった。

「い、いつもこんなことを、なさっているんですか……？」

「ちっちゃいときの話だよ。僕たちは幼なじみ同士だからね」

　小学校の低学年の頃ころ、僕がケガをするたびに来海が手当てしてくれたんだ。『消毒だからガマンして！』って言われて、しょっちゅう傷口を舐められたっけ。その後は絆ばん創そう膏こうをベタベタ貼はりまくられるんだ。

　僕の言葉に、琴音さんはなぜかもっとショックを受けたみたいだ。貧血を起こしたみたいに、微かすかによろめく。

「お二人は、長い時間を一いつ緒しよに過ごしてらっしゃるんですね……」

　その間も、来海は僕の指をしゃぶり続けてた。

　子どもの頃ならともかく、高校生にもなって同じことをされるのは照れくさい。

「もう大だい丈じよう夫ぶだから。離してくれよ」

　指を来海の口から引き抜こうとした。『逃がさないからね！』と言いたげに、来海が僕の腕を抱きしめる。

「ダメよ！　ばい菌きんが入っちゃったらどうすんの？」

　指先を舐められてる妙みような感触に加えて、腕に来海のカラダの柔らかさまで感じてしまう。水着エプロンを通して、幼なじみのささやかな二つの膨ふくらみが押し当てられて──指だけじゃなく鼻からも出血しちゃうだろ!?

「むむむむ～～～っ……」

　いつもニコニコしている琴音さんが、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。お嬢さま然としたおしとやかな彼女にしては、鬼き気き迫せってみえる表情で僕たちに詰つめ寄よる。

「あとは私がやりますぅっ！」

　そして──もぎゅっ♡

　来くる海みとは反対側から、琴こと音ねさんが僕の腕に抱だきついてきた。

　ソフトな二つの物体に僕の上腕が包み込まれる。幼なじみとはボリューム感が全く違うよ！

「秋しゆう馬ましゃんは私とチームを組んでるんです。お料理中に怪け我がをしたなら、それを治ち療りようするのも私の役目なんですぅっ！」

「秋しゆうちゃんがケガしたら、いつも来海が治してあげてたの！　あんたこそ引っ込んでてよね！」

　来海と琴音さんが僕の腕を左右から奪うばい合あう。

　──もにもにっ♡　ふにょんふにょん♡

　──ぷゅふゅっ♡　ぽよよんっぼよよんっ♡

　ぬわあああ、明らかに軟なん度どの違う膨ふくらみが押し当てられまくってるよ！

「おおっとー！　お料理対決の真っ最中に期せずして指チュパ対決が勃ぼつ発ぱつしたぁ！」

　ミュージカルスターみたいに空中で回転しながら、二戸にのへさんが近寄ってきた。ビデオカメラを華か麗れいなポーズで構える。

「これはえろい！　まさに神展開と言わざるを得ない！　ハァハァ、ハァハァ！」

「撮さつ影えいしてないで二人を止めてよ！　つーか、今のワンアクションいらないだろ！　テンション上がりすぎだ！」

　審査員席に大人しく座ってようすを見守っていた神かん林ばやしさんは、真っ赤に染まった顔を両手で覆おおってる。ものすごくウブな委員長らしい反応だ。指の隙すき間まから涙目で僕を睨にらんで

「男の子の指に……ち、ちゅーするなんて破は廉れん恥ちすぎると思いますっ！　大おお村むらくんのえっち！」

　いや、ちょっと待って！　どうして僕が怒おこられてんの!?　僕、悪くないよね!?

　ココロの中でツッコミを入れまくってる僕の鼻に、キナ臭くさい匂においが届いた。

「どわあっ、来海！　魚が焦こげてるよ！　鍋なべも噴ふきこぼれまくってる！」

　赤い調理台の上。焼き魚は消し炭と化し、お鍋からは白煙が立ち上っていた。

「きゃーん！　お料理中なの忘れてたーっ！」

　幼なじみは飛び上がって、半ベソでコンロに駆かけ戻もどる。

「タイムアップ！　制限時間終了ーっ！」

　二戸さんの声が無情にも響ひびき渡わたって。

　あまりにもグダグダな感じで、お料理対決は幕を閉じたんだ──。




　　　　[image: 区切り]




　夜一〇時ごろ。大おお村むら亭ていのキッチン。洗い場。

　蛍けい光こう灯とうの明かりで洗ったばかりのお鍋の底を照らした。

「よし、綺き麗れいになったな」

　丹たん念ねんに磨みがきまくったおかげで鍋底にこびりついていた焦げ付きは落ちていた。水を切って、シンクに裏返しに置いておく。

「これで全部終わりかな？」

　洗い物を終えた僕はキッチンを抜ぬけ、客席のあるフロアへと向かった。

　料理対決をするために移動していたテーブルも全て元に位置に戻もどしてある。床ゆかもモップで念入りに掃そう除じした。

　お店の設備を貸してもらうための条件は『使い終わったら掃除しておくこと』。

　父さんとの約束を守って、店中を綺き麗れいに片付けたんだ。

「今日は疲れちゃったよ……。さんざんな料理対決だったなぁ……」

　客席の椅い子すに腰掛けて一息ついた僕は、料理対決の結末を思い返した。

　対決の結果は、もちろん僕と琴音さんチームの勝利。

　来くる海みの料理は大失敗だったからね。神かん林ばやしさんが審査をするまでもなく、アイツは負けを認めたんだ。

『来海の負けよ。入部を認めてあげるわ』って呟つぶやいたときも、すごく悔くやしそうな顔でずっとうつむいてたっけ。

　一方の琴音さんはうれしそうだった。

『これから、よろしくお願いしますっ。お料理のことなら任せてくださいねっ』

　花が咲さき誇ほこるような満面の笑みを浮うかべてた。

　あ、そうそう。入部が決まった直後に、二戸にのへさんたちとこんなやり取りがあった。




雪ゆき乃の「入部が決まったのだ。いつまでも『琴音お嬢じようさま』なんて呼んでいては他人行ぎよう儀ぎだからな。……うむ。これからはきみのことを『琴にゃん』と呼ぶぞ！　私のことはゆっきー☆と呼んでくれたまえ！」

琴音「琴ことにゃん、ですか……？　はぅぅ……（涙）」

憐れん「はっ、聖しよう護ご院いんさんが涙を浮かべています。イヤならイヤと言ってもいいんですよ？　私はレンレンなどと呼ばれていますが、すごくイヤです」

琴音「イヤではありません。むしろ、うれしいです。私、今まで一度もあだ名を付けられたことがなくて……」

雪乃「そんなに喜んでもらえるとは……私も名付けた甲か斐いがあるな。よし、せっかくだからいっぱい呼んでやろう。琴にゃん琴にゃん琴にゃーん！」




　ニックネームで呼ばれるたびに、こそばゆそうに涙目で微笑ほほえんでる琴音さんは、身み悶もだえするぐらいに可愛かわいかった。

　ファンクラブに入る男子生徒の気持ちが僕にも理解できた気がする。

「……って、ぼんやり回想してる場合じゃないよな。最後の片付けを終わらせなきゃ」

　客席のテーブルの上。お皿に料理が盛られている。

　……いや、これを料理と呼んでいいのかわからないな。

　糊のりみたいにベチャベチャなごはん。毒の沼地みたいな色合いの味噌汁。完全に炭化した焼き魚。そして、クリーチャーと化して今にも動き出しそうな不気味な見た目の肉ジャガ。

　来くる海みが作った和風定食風のなにか、だ。

　一口も食べずに捨てちゃうのはもったいないからね。来海にナイショで、こっそり食べることに決めたんだ。

　お箸はしを取り、手を合わせた。

「いただきます！」

　食べることが大好きな僕でも、コイツを口にいれるのは勇気がいるなぁ……。

　まずは味噌汁に手を付ける。お椀わんを持ち上げ、少しだけすすった。

　口に含んだ瞬しゆん間かん、後頭部をバールのようなもので殴なぐられたかの如ごとき衝しよう撃げきが走った。

「ま、マズイなんてレベルじゃないな……」

　舌がびりびりと痺しびれてる。なにを入れたらこんな味になるんだろ。

　焼き魚は完全に炭化していて嚙かんだ瞬間に崩くずれ去さった。口の中に炭の苦みが広がる。

　ごはんはネバネバしすぎて飲み込めないほどだった。

　気合いを入れて、料理を睨にらみ付つけたとき。

「ダイエット中なのに、こんな遅くにごはん食べちゃダメじゃない……。秋しゆうちゃんのバカっ」

　いつの間にお店に降りてきたんだろ。来海がキッチンの陰かげからこっちを見ていた。

　客席に入ってくる来海に向かって、僕は肩を竦すくめる。

「捨てちゃうのはもったいないだろ。来海が作った料理を頑がん張ばって食べてるんだから感謝して欲しいくらいで……おわっ!?」

　そこから先の言葉は口に出来なかった。

　来海が駆かけ寄よってきて、僕の背中に後ろから抱だきついてきたんだ。まるで怖こわがっているみたいに、華きや奢しやなカラダが震ふるえてる。

「どうしたんだよ？　テレビでホラー映画でも見ちゃったの？」

「……違うもんっ」

　首の辺りに手を回して、僕のうなじに顔を埋めてくる。

　そのとき、気付いた。

　──もにゅっ♡

　背中に押し当てられた来海の胸が存在感を増していたんだ。

　普ふ段だんはもっと慎つつましやかなのに。

「来海は、おデブなんて大だい嫌きらいよっ。おデブはウザいし、キモいし、ブサイクだもん！　さっさと瘦やせなきゃ、秋ちゃんとは絶交よ！　でもね……」

　もにもにと胸を押し当てながら、来くる海みは言いい募つのる。

「秋しゆうちゃんは来海のコトを嫌いになっちゃダメっ！　来海を一番に想ってなきゃダメなのーっ！」

「えっ？　突とつ然ぜんなに言ってるんだよ？」

　驚おどろいて振ふり向むいた僕は、息を吞のんだ。

　来海の胸がとんでもなく大きくなってたんだ。Ｔシャツがはち切れてしまいそうなぐらいに膨らんでる。

　そして、それ以上に僕を驚かせたのは幼なじみの瞳ひとみが真っ赤になっていたこと。目元が腫はれぼったくなってる。

「ひょっとして泣いていたのか？」

「……泣いてないしっ。来海が泣く理由がないじゃない。くすん、くすん……」

　だったらどうして、鼻をすすってるんだよ。

　鈍どん感かんな僕でも、噓うそだってわかる。今までずっと泣きじゃくってたんだな……。

「ねえ、秋ちゃん。正直に教えて欲しいの……」

　客席の向かい側に腰掛けた来海は、真しん剣けんな口調で尋たずねてきた。

「秋ちゃんは、聖しよう護ご院いんさんのことが……好きなの？」

「……はぁ？」

　あまりにも意外な問いに驚いて、箸はしをテーブルに落としてしまった。

「秋ちゃんはあの人がピンチのときに駆かけつけてあげたのよね……？」

「うん。そうだよ」

「そんな聖護院さんに、今度はお料理教えて欲しいって……部活に入って欲しいって言い出したじゃない……。あの人のコトが好きだから、そんな提案をしたんじゃないのっ？」

　普ふ段だんは強気で暴力的な来海が、雨に濡ぬれた捨て犬みたいに震ふるえていた。今にもこぼれ落ちそうなぐらいに涙なみだの雫しずくが浮うかんでる。

「聖護院さん、すっごい美人だって認めるわ……。来海じゃルックスは敵かなわないかもしれないけど……えっくひっく……」

　しゃくり上げながら、大きく膨らんだ胸元を見下ろす。ウエストが細いせいでバストが余計に巨きよ大だいに見えた。

「来海はまだまだ成長期なんだもん……。スタイルだったら追いつく可能性はあるわ。胸だって、これぐらいおっきくなると思うし……。今はニセチチだけど……」

「それ、なにか詰つめてるの？」

　来海はＴシャツの襟えり元もとから手を入れる。中から引っ張り出したのは、ぬいぐるみだった。

　犬やら猫やら、クマやらウサギやら。森のゆかいな仲間たちがテーブルに並んでいく。総勢八体。詰めすぎだろ。

　ふと思い出して、尋たずねてみた。

「この間、瘦そう身しんマッサージのついで美び脚きやくアピールしてたのは……」

　スネたみたいに唇くちびるを尖とがらせて、幼なじみは小声で白状する。

「来くる海みのナイスバディにメロメロになっちゃえば、あんな人に惑まどわされずに済むっていうか、なんていうか……ゴニョゴニョ……」

　言葉を濁にごした来海は、誤ご魔ま化かすようにテーブルを叩たたいた。料理の載のったお皿が飛とび跳はねる。

「そんなことはどうでもいいの！　さっさと答えてよ！　秋しゆうちゃんは聖しよう護ご院いんさんが好きなのっ!?」

　……なるほど。そうだったのか。

　このところ来海のようすがヘンだったのは、これが理由だったんだね。

　僕が琴こと音ねさんに恋してるんじゃないかって。

　彼女を好きだから、部活に誘さそったんじゃないかって。

　そんなことをずっと悩んでたんだ。

　僕の口から出た答えは──

「……ぶっ」

「ぶ？」

「ぶはははははははははっ!!」

　ただただ、爆ばく笑しよう。笑うしかないよね、こんなの。

「なんで笑ってんの!?　来海は真しん剣けんに聞いてんだけど！」

「勘違いしすぎだって！　確かに琴音さんは美人だし、スタイルも抜ばつ群ぐんだよね。性格もすごくいいと思う。でも、彼女とお近づきになりたくて部活に誘ったワケじゃないよ」

「ウソ言わないで！」

「ウソじゃないってば。純じゆん粋すいに来海に料理を教えてもらいたいと思って、琴音さんに部活に入ってもらったんだ」

　肉ジャガの盛られたお皿から、皮ごと放り込まれたジャガイモをつまみ上げた。

「ダイエットに成功したら、ご褒ほう美びとして結けつ婚こんしてくれるつもりなんだろ？」

「……そうよっ。イヤだけど、お嫁さんになってあげるわ！　約束だもん！」

「というコトは、だよ」

　ガリッ──ジャガイモを囓かじる。生煮えどころか完全に生の状態。あまりの固さに歯が欠けそうだ。

　しかも、味付けは最悪。焦こげ臭くささとエグみと苦みが口いっぱいに広がる。

　ハッキリ言って、激マズだった。

「僕は、来海の料理を毎日食べるようになるかもしれないんだ」

　来海が本気で僕と結婚する気なのかはわからない。コイツは、僕を振ふり回まわして楽しんでるフシがあるからね。壮そう大だいな冗じよう談だんだって可能性もあると思うよ。うん。

　でも、世の中には万が一ってコトがある。

「『お料理上手になってもらわなくちゃ困るな』って、そう思ったんだよ」

　食べるのが大好きな僕としては、死活問題だもんね。

　来くる海みは口をぽかんと開けた。ちょっぴり頰ほおを染めて、問い返してくる。

「それじゃ、秋しゆうちゃんは……来海に花はな嫁よめ修業して欲しくて、聖しよう護ご院いんさんを部活に誘さそったってコトなの……？」

「んー、まあ、そんなとこかな。それからもう一つ。来海はとんでもない勘かん違ちがいをしてると思うよ」

　サクサク新食感の焼き魚を口に運んだ。無論、びっくりするほどマズい。

「いくら大食漢な僕でも、これほどひどい料理は好きこのんで食べたりしないよ。頑がん張ばって食べてるのは、来海が作ってくれたからなんだぞ」

「……ほぇ？　どゆ意味？」

「嫌きらいなヤツの料理を、こんなに無理して食べたりしないってコト。だから、嫌われちゃうかもーなんて心配しなくてもいいって」

　幼なじみの表情にみるみる変化が起こった。

　涙なみだに濡ぬれていた顔が、真っ赤に染まっていったんだ。こみ上げる衝しよう動どうを堪たえるみたいに両目を閉じて、あゎあゎと唇くちびるを震ふるわせる。

　幼なじみの口から飛び出た言葉は──

「……ばっ」

「ば？」

「バっカじゃないの!?」

　両脚をジタバタさせて怒ど鳴なり散らす。

「ホント、秋ちゃんはバカよ！　バカバカバカバカバカっ！　来海は秋ちゃんに嫌われちゃうかもなんて心配したりしないわっ！　言ってみただけだし！」

「……え？　そうなの？」

「聖護院さんを好きじゃないってコトも知ってたもん！　秋ちゃんの気持ちなんて全部お見通しなのよ！　勘違いしないでよね！」

「さっきまで泣いてたような気がするんだけど……？」

「な、泣いてないもん！　人聞きの悪いコト言わないでよね！　秋ちゃんてばヘンなコトしかいわないんだからっ！」

　そっぽを向いた来海は、テーブルに置かれた犬のぬいぐるみを抱だっこした。顔を隠かくすようにわんこの後頭部に埋うめる。

「……特に最悪なのが『結けつ婚こんしたら毎日おいしいごはん作って欲しい』って言葉よねっ」

　ちっちゃな声で、ゴニョゴニョと続ける。

「そ、そんなの、まるでプロポーズの言葉みたいじゃないっ」

　僕の方を窺うかがう幼なじみの表情は、トロけたアイスみたいなっていた。ニヤけてしまうのを必死に堪こらえているように、ほっぺがヒクヒクしてる。

「そ、そんなうれしいコト言うなんて、秋しゆうちゃんのクセにナマイキよっ」

　犬のぬいぐるみを抱だきしめて、来くる海みは決意に満ちた顔で頷うなずいた。

「ダイエットにも役立つみたいだし、お料理上手になれるようにお勉強してみるわ！　聖しよう護ご院いんさん──ううん、琴ことにゃんに美お味いしいお料理をいっぱい教えてもらわなきゃ♪」

　よくわかんないけど、来海の機き嫌げんはよくなってるみたいだ。ニコニコ笑顔に変わってる。泣き顔や怒り顔よりも、笑ってる顔が一番来海らしいな、なんて。ノンキなコトを思ってしまった。

「うん。期待してるよ」

「えへへ、安心したらオナカ空いてきちゃった。今日は夕ご飯食べてないし」

　テーブルから割り箸を取った。肉ジャガの中に入ったジャガイモをつまみ上げる。

「来海も手伝うわ！」

　口に放り込んだ瞬しゆん間かん、うめき声を上げた。

「まっずぅぅぅぅ～い！　なによこれ！　ひどすぎる！」

「あははは、自分で作ったんだ。責任とって一いつ緒しよに食べようね」

「今日だけは秋ちゃん、多めに食べていいわよ！　はい、あーんってして！　口を開けなさいッ！　ほらほらっ！」

「ぐあっ、口に料理を押し込むなよ！　げぼあっ!?」

　やっぱり、来海の料理は殺人的なマズさだったんだけど。

　一人で食べるよりも二人で食べてるときの方が、ほんのちょっぴりマシかもしれないななぁんて思ったりする、僕なのだった。






結婚まで──あと五五kg












　☆☆☆神かん林ばやし憐れんのワンポイントアドバイス☆☆☆







　今回は空腹対策についてお話しました。

　せっかくですので、『空腹感を抑おさえやすい食材』についてもお教えしておきましょう。

　空腹を抑えるために効果的な食材は、以下のようなものがあります。





　糖分を摂とる：あめ玉




　よく嚙かむ：スルメ　酢すこんぶ　ガム




　オナカを膨ふくらませる：炭酸飲料（カロリーのないもの）




　胃を温める：白さ湯ゆ　温かいお茶　お味噌汁






　細かい説明は省きますが、これらの食材を摂ると人間のカラダが満腹を感じるためのシステムが働くのです。

　食べ過ぎに注意しつつ、オナカが空いて我が慢まんができないときに少量だけ摂せつ取しゆしてみてください。きっと効果があると思います。

　ダイエットは空腹との戦いです。

　正しい知識を身に着けて、苦しい空腹感を乗り越えてくださいね。









[image: ダイエット部の日常──新入部員は学園のアイドル]







　琴こと音ねさんが入部して三日目。昼休み。ダイエット部の部室。

「すごーい！　豪ごう華かすぎ～～～っ！」

　来くる海みの歓かん声せいが古ぼけた部室棟の建物を揺るがした。

　蒔まき絵えの施された豪華なお重じゆうが五つ、テーブルに載のっている。中に詰つめられているのは、いわゆる『松しよう花か堂どう弁当』だ。

　だし巻き玉子、鱈たらの西京焼き、味み噌そ田でん楽がく、お麩ふの入った煮に物もの──和風のおかずが彩いろどりも鮮あざやかに詰め込まれてる。

　お重が小さめなのも相まって上品な雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。少なくとも高校生のお昼ご飯としては豪華すぎると思う。

　じゅるりとヨダレを拭ぬぐって、僕も幼なじみに同意した。

「こんな豪ごう勢せいなお弁当がお昼から食べられるなんて夢みたいだねぇ」

　お嬢じようさまが胸の前で手を組み合わせ、照れくさそうにはにかんだ。

「みなさんに食べてもらえると思ったらうれしくて……張り切りすぎてしまいました」

　ダイエット部に入部した琴音さんは、週に三回ほど僕のためにお弁当を作ってくれることになった（習い事が忙しくて、毎日は無理みたい）。

　さらに、放課後に来海のためにお料理教室を開いてくれる予定らしい。

　んで。

　今日はお待ちかねの琴音さん手作りのお弁当の日なんだ。

　僕の分だけじゃなく、部員全員のお弁当を作ってくれた。だから、部室でみんなでお昼を食べようってコトになったってワケだ。

　お湯が切れてたから、二戸にのへさんと神かん林ばやしさんが給湯室にポットにお湯を汲くみに行ってくれてる。

　早く戻もどって来ないかな。僕はもうオナカペコペコだ。

　お弁当からはイイ匂においが漂ってる。だし巻き玉子が『わたしを食べて♡』とセクシーな声で誘ゆう惑わくしてるような気がした。

　……ちょっとだけ、先に味見されてもらおうかな。

　指を伸のばそうとしたら──バシッ!!──来海に思い切り手をはたかれた。

「つまみ食いはダメよ！　みんなが来るまで待つのっ！」

「もう待ちきれないよ～！　こんなに美お味いしそうなお弁当を前におあずけさせられるなんて拷ごう問もんだって～！」

「秋しゆうちゃんが早食いだから、つまみ食いをはじめたらあっという間に食べ終わっちゃうでしょ!?」

　すると、琴音さんはポンと手を叩たたいて。

「その点は大だい丈じよう夫ぶですよ！　秋しゆう馬ましゃんのお弁当箱だけ、他のみなさんよりちょっとだけ大きめですから！　気付かないうちに秋馬しゃんは多めにカロリーを……」

「大きめのお弁当が、なぁに？」

　来くる海みが問い返すと、琴こと音ねさんはブルブルと首を横に振ふった。

「ななな、なんでもありません。こちらの話ですから気にしないでくださいましっ」

「ヘンな琴ことにゃんね～？」と幼なじみは首を傾かしげた。

　そのとき、部室のドアが勢いよく開いた。

　てっきり二戸にのへさんと神かん林ばやしさんが戻もどってきたかと思ったら、違った。

「失礼する!!」

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうの男子生徒が部室に入ってきた。

　……ってか、この人、誰だれだろ？　上うわ履ばきの色から言って、二年生かな（学年ごとに色が違うんだ）。

　背が高くて、瘦やせマッチョ体型。面識はないけど、えらくイケメンだった。見るからにモテそうな雰ふん囲い気き。

　彼の後ろにも男子生徒が山を為なしてる。誰もが敵意剝むき出だしの顔をしてた。

「えーっと、どなた様ですか？」

　返事の代わりに、イケメンはハチマキを巻いた。

　書かれていた言葉は、『琴音、命！』。

「俺おれは『聖しよう護ご院いん琴音さんの幸せを祈いのる会』二年生支部、副支部長の近こん藤どうと言うものだ！」

「二年生支部？　琴音さんのファンクラブがあることは知ってたけど、二年生だけの支部があるんだ……」

　どんだけ大規模な組織なんだろ。

　近藤と名乗った生徒は、親の仇かたきでも見るような眼まな差ざしで僕を睨にらむ。

「もう我が慢まんならん！　聖護院さんを開放してもらうぞ！」

「琴音さんを開放……？」

「そうだ。無理矢理に入部させたんだろうッ!?」

　琴音さんは、これまでずっとクラブには入っていなかった。

　スポーツ系の部活はマネージャーになってもらうために、イケメン部員を揃そろえてお願いしに行ったらしいし。

　剣けん道どう部ぶや華か道どう部ぶ、茶道部はプロ級の腕前を持つ琴音さんを欲しがって、顧こ問もんの先生が直じき々じきに頭を下げたそうだ。

　それでも、彼女は全ての勧かん誘ゆうを断り続けて来た。

　きっと琴音さんはどこの部活にも所属しない──そんな風に思われていた矢先、三学期なんて中ちゆう途と半はん端ぱな時期に、突とつ然ぜんお嬢じようさまが部活動をはじめた。

　それだけでも驚おどろきなのに、入ったクラブがダイエット部──正式名称『大おお村むら秋しゆう馬まをダイエットさせて格好良くしちゃうぞ♡部』だったから、全校生徒がびっくり仰ぎよう天てん。学校中で話題になってるらしい。

　来くる海みが辟へき易えきとしたようすで肩を竦すくめる。

「ま～た、あんたたち？　いい加減にしてよね……」

「彼らが来たのは初めてじゃないの？」と僕。

「コレで三度目。一回目は三年生の支部が文句言いに来て、次は他校の支部員が怒ど鳴なり込んできたわ。もう最悪っ」

　ちなみに、入部希望者も殺さつ到とうしたそうだ。来海が『琴ことにゃん目当ての男どもは入部させませーん！』って、部長権限で全員断ったんだって。

「はゎゎゎゎゎゎ……」

　琴こと音ねさんは、どうしていいかわからないって感じで唇くちびるを震ふるわせていた。

「怯おびえないでください、聖しよう護ご院いんさん。俺おれが救い出しますから」

　近こん藤どう先せん輩ぱいは、姫ひめを守るナイトのようなキザな笑みを浮かべた。

「おい、大おお村むら秋しゆう馬まとか言ったな」

　僕に歩み寄ってきて──んぐっ!?

　いきなり胸ぐらを摑つかみ上あげてきた。く、首が絞しまって、息が苦しい!?

「おおかた、おまえが聖護院さんの弱みを握にぎって無理矢理従わせたんだろう!?」

　後ろに控ひかえてる野や郎ろうどもが、「そうだそうだ！」と声を揃そろえる。

「そ、そんなことするワケないですよ」

「ウソをつくな！　大食いの世界じゃ有名なのかもしれんが……」

　僕の顔を見て、イケメンなセンパイは鼻で笑った。

「おまえみたいなデブなブサイクと一いつ緒しよにいることを、聖護院さんが望むとは思えん!!　聖護院琴音さんの幸せを踏ふみにじるヤツは誰だれであろうと許さんぞ!!」

　デブなブサイクって、ひどいなぁ……。

　睨にらみ付つけてくる近藤先輩は、ジャニー○にだって入れそうなぐらい格好いい。

　あなたと比べたら、そりゃあ僕は格好悪いかもしれないけどさ……。

「ちょっと、あんた……!!」

　心底ムカついた顔で来海が立ち上がろうとした──その刹せつ那な。

　さっきまで震ふるえていた琴音さんが僕に歩みよって来た。

　僕の襟えり首くびを摑んでいた近藤先輩の手に、そっと手を添そえる。

　直後、先輩が後ろに吹っ飛んだ。

「あひんっ!?」

　情けない悲鳴をあげて、野郎どもの人ひと垣がきの中に突っ込む。

　琴音さんはホコリを払はらうように手をはたいた。

「……私は合気道も習っているんです。その気になれば肩を外してしまうことだってできたんですよ？」

　眉まゆを怒いからせて、琴こと音ねさんが先せん輩ぱいを睨にらみ付つける。……と言っても、元がホンワカした美少女だから、あんまり怖こわくないけど。

「私がダイエット部に入ったのは、脅おどされたからでも、弱味を握にぎられたからでもありません。自らの意思で入部を決めたのです！　部活動の邪じや魔まをしないでください。もしも、あと一言でも秋しゆう馬ましゃんに悪口を言ったら、そのときは──」

　両手をグーにして、目をギュッと閉じて。

　全身で怒りを露あらわにしたお嬢じようさまが、大きな声で言い放った。

「みなさんのこと、嫌きらいになっちゃいますからねっ!!」

　近こん藤どう先輩や、その後ろにいる『聖しよう護ご院いん琴音さんの幸せを祈いのる会』のメンバーが、ポッと頰ほおを染めた。

「「「聖護院さんは怒おこった顔も可か憐れんだ……♡」」」

　琴音さんが、ファンクラブの連中にきちんと怒ってくれたおかげかな。

　その日以来、部室に押し掛けられることはなくなった。学校のアイドルとの平へい穏おんな（？）部活動の日々を送れるようになったんだ。
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　おしとやかで、奥おくゆかしい。お上品なお嬢じようさま。

　聖しよう護ご院いん琴こと音ねのことを、周りの人間はそんな風に呼んで褒ほめ称たたえる。

　しかし、琴音の自己評価は真逆だった。

　引っ込み思案で、臆おく病びようで。ただニコニコしてるだけの弱虫な女の子──それが、私。

　自分を変えたいと思ったことは、一度や二度じゃない。

　夜、お布ふ団とんに入るたび、いつも思う。

　あんな風に言えばよかった。こんな風にすればよかった。

　でも、ダメ。

　一歩を踏み出そうとするたびに、ココロの奥底に住んでいる弱虫な自分が叫さけぶのだ。




　──そんな大それたことをしてはいけません。




　──無理無理！　絶対に無理！




　弱虫な自分の声に、生まれかけの勇気は搔かき消けされてしまう。

　結局、なに一つ変えられないまま。




　だけど、いつの頃ころからだろう。




　ココロの中から、もう一つの声が聞こえるようになっていた。




　──頑がん張ばれ！




　──負けるな、琴音！




　小さな。あまりにも小さな。

　でも、確かな、声が。
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　大食い大会で町おこしに成功した高たか森もり町ちようにおいて、僕、『大おお村むら秋しゆう馬ま』の名前を知らないヤツはいないだろう。

　高森町フードファイトで連れん覇ぱを達成し、無敵のチャンピオンと呼ばれるようになったんだ。

　商店街のほとんどの飲食店には、僕のサインが飾かざってある。家の近所を歩いてると観光客から『一いつ緒しよに写真撮とってくださーい』なんて頼まれることもしばしば。

　そんな僕の人気にあやかって、町長である大だい五ご郎ろうのおっちゃんが『秋しゆう馬ま君の似顔絵を高たか森もり町ちようの公式キャラクターにしたいんだ。協力してくれないかね？』なぁんて、お願いしてきたこともあった。

　イラストが得意な町役場の職員の人が描いたっていうキャラクターのデザイン画は、モデルである僕に驚おどろくほどソックリ。僕の顔って似顔絵が描きやすいらしい。

　まあ、僕の似顔絵が町中に飾られるなんて、さすがに恥ずかしい。だから、公式キャラになるのは勘弁してもらったんだけど。

　何種類かのキャラデザを見せてもらって気付いたことがあった。

　それは、どのデザイン画でも僕の顔がホンワカした笑みを浮うかべていたこと。

　どうやら、僕には『いつでもどこでも幸せそうにニコニコしてる』ってイメージがあるみたいなんだ。

　──前置きが長くなっちゃったね。

　二月一〇日。放課後。ダイエット部の部室。

「♪ふふふふーん」

　楽しげに鼻歌を唄うたいつつ花か瓶びんに花を生けてる琴音さんの背中を、僕は椅い子すに腰掛けてぼんやりと眺ながめていた。

　来くる海みや神かん林ばやしさんはまだ来ていない。部室には琴音さんと二人きりだ。

　食べられるもの以外にはあまり興味がないから、お花の善し悪しなんて僕にはわからない。そんな門外漢な僕ですら、琴音さんの生けた花は綺き麗れいだと思った。ちっちゃい頃ころから華か道どうを習ってて、今や家元にだってなれる腕前ってのは伊だ達てじゃないんだなぁ。

　テーブルに頰ほおをつけて突っ伏しつつ、琴音さんに声を掛けた。

「楽しそうだね、琴音さん。花をいじるのが好きなの？」

「はいっ。お花があると、雰ふん囲い気きも華はなやぎますし。心が豊かになるような気がします」

「イイ匂においもするよねぇ～」

　漂ただよう香かおりを胸一杯に吸い込む。

　赤やピンク色の鮮あざやかな花々と一緒に生けられた菖しよう蒲ぶにも似た細長い葉っぱから、レモンみたいな清すが々すがしい匂いがする。なんだかオナカが空いてきちゃう。ああ、レモンスカッシュを飲みながら、レモンステーキ（佐さ世せ保ぼ名物の激ウマ肉料理）を貪むさぼりたい。

「普通は生け花には使わないレモングラスというハーブを一緒に生けてみたんです」

　じゅるりと唾だ液えきを拭ぬぐう僕を見やって

「レモングラスの放つ柑かん橘きつ系けいの香りには食欲を増進する効果があるそうです。題して『お花の香りでオナカペコペコ大作戦』ですっ。良い香りに誘さそわれた秋馬しゃんはついついつまみ食いを……」

「ん？　花の香かおりで……なんだって？　ごめんね、お肉のコトを考えてたからちょっと聞いてなかったよ」

「あ、いえ、なんでもありません！　こっちの話ですっ！」

　あたふたしながら片付けをはじめた琴こと音ぬさんは、ちらっとこちらに顔を向けた。たちまち形の良い眉まゆをハの字にする。

「……はう。秋しゆう馬ましゃんはあまりお花は好きではなさそうですね」

「へ？　そんなことないよ？　華か道どうのコトはこれっぽっちもわからないけど、単純に綺き麗れいだなーって思うし。花よりも食べられる野菜の方が好きなのは否定しないけど」

　片付けを終わらせた琴音さんが隣となりの椅い子すに腰掛けた。心配げにこちらを見つめてくる。

　女の子の前でいつまでも突っ伏してるのは格好悪いよな。のろくさと身体を起こす。

　そんな僕のようすを見つめて、琴音さんは胸の前で手を組み合わせた。

「ひょ、ひょっとして……私と一いつ緒しよにいては楽しくありませんか……？」

「それこそ、まさかだよ。そんなワケないって」

「はぁ、よかったです……」

　胸を撫なで下おろしたけれど、琴音さんは不安そうな表情のままだ。憂うれいを帯びた眼まな差ざしを僕に向けてくる。

「では、どうして、そんなに暗い顔をなさっているんです？　秋馬しゃんはいつも素敵な笑みを浮うかべてらっしゃるのに……」

　僕のトレードマークとでも言うべき、脳天気な笑顔が消えてしまってるんだ。

　うーん……。できるだけ、いつも通り過ごしてたつもりなんだけどなぁ……。

「普ふ段だんと変わらないってば。お気楽極楽なのが僕の取とり柄えだからね。あははは」

　心配を掛けたくなくて、作り笑いを浮かべてみる。

　でも、琴音さんには通用しなかった。余計に心配しちゃったように眉まゆ根ねを寄せる。

「無理して笑ってらっしゃるように見えますぅ……。はゎっ、ひょっとして秋馬しゃん……？」

　琴音さんが僕の方に身を乗り出し、顔を近づけてくる。

「ちょっ、琴音さん……!?」

　情けないくらい、キョドった声を漏もらしてしまった。

　残念ながら、僕は女の子にモテるタイプじゃない。ファンレターをもらうことはあっても、ラブレターをもらった記き憶おくはとんとないんだ。

　幼なじみである来海を除けば、女の子と接近遭そう遇ぐうする機会なんてめったにないんだよ。

　我が校でも一番可愛かわいいって言われてる美少女の顔が迫せまってくれば、そりゃドギマギもするって！

「ななな、なにをするつもりなのかな？」

「しーっ。静かにっ。動かないでくださいましっ」

　自分の前まえ髪がみを手で押さえ、まるでキスでもするみたいには顔を近づけてきて──こつんっ。

　僕の額にオデコを押し当ててきた。

「ひょ、ひょっとして……熱を測ってくれてるのかな？」

「はい。お身体からだの具合が悪いのではないかと思いましてっ」

　真しん剣けんな顔で、グリグリとオデコを押しつけてくる。

　琴こと音ねさんの顔がほぼゼロ距離。長いマツゲや桜色の唇くちびるが目の前にある。

「お熱が高いようですね。どんどん上がっているようです。風か邪ぜをひいてらっしゃるのかもしれませんね……」

　いや、そんな風に熱を測られたら、誰だれだって体温上がっちゃうよ。

　シャンプーのいい匂においがふわりと僕の鼻をくすぐって顔が火ほ照てってしまう。冬場だってのに背中には汗が滲にじんできた。

　女の子といつまでも額をくっつけあってるのもどうかと思う。顔を離そうと琴音さんの肩に手を掛けた──そのときだ。

「秋しゆうちゃん、お待たせー！　今日もビシバシっとダイエットに励はげもうねー！」

　勢いよく扉とびらを開けて、来くる海みが部室に飛び込んできた。
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　椅い子すに座ってオデコをくっつけ合ってる僕たちを見て、幼なじみの時間が止まる。

「秋しゆうちゃんと琴ことにゃんが、ちゅーしてる……？」

　うわ、とんでもない勘違いをされた!?

　貧血でも起こしたみたいに、来くる海みは床ゆかにヘタりこんでしまった。

　信じられないと言いたげに真っ青な顔で首を横に振ふる。

「ば、ばばば、バカねえ。来海というものがありながら、秋ちゃんが別の女の子とちゅーなんてするワケないじゃない。そう、これは夢よ！　来海ってば夢を見てるに違いないわ！　きっとそうよ！」

　もにーっ！──幼なじみは思いきり自分のほっぺをつねった。

「んにゃー、めっちゃ痛いし!?　……え？　これは夢じゃないの!?　秋ちゃんが琴にゃんと、本当にちゅーしちゃってるの!?　やっぱり秋ちゃんは……!!」

　来海の大きな瞳ひとみをうるうるさせて、呆ぼう然ぜんと僕たちを見つめてくる。

　ほぼ同時に部室に入ってきた神かん林ばやしさんは額を密着させてる僕たちに気付くと──ぼふんっ。

　湯気が出そうな勢いで顔を真っ赤に染めた。

「大おお村むらくんと聖しよう護ご院いんさんが……キスを……？」

　メガネの下の瞳ひとみがグルグルと渦うず巻まかせ、油が切れたロボットみたいなぎこちない動きで部室から出て行こうとする。

「は、初めてキスシーンというものを見てしまいました……。男女が手を繫つないでいる姿だって恥ずかしいのに唇くちびるを合わせているなんて……私には刺激が強すぎます……」

　後ろに立っていた二戸にのへさんは、二人とは違うリアクションを取った。瞳が獲え物ものを狙ねらう肉食獣のように輝かがやいたんだ。トレードマークのクマ形ヘッドセットも心なしか悪っぽい顔になる。

「おやおやーん？　ダイソンと琴にゃんがお楽しみの最中だとは思わなかった。そういうことなら、お邪じや魔ま虫むしは退散させてもらおう。三〇秒だけ時間をくれ。すぐに準備を終わらせる」

「って、定点カメラを用意しようとしないでよ！　コラ、ＣＣＤを部室に仕掛けるな！」

　琴こと音ねさんからカラダを離し、慌あわてて弁明した。勘違いされたままじゃ、琴音さんだって迷めい惑わくだろうからね。

「いかがわしいコトはしてないよ！　琴音さんは僕の体調を気き遣づかってくれただけなんだ！」

　あたふたと両手を動かして、琴音さんも一いつ緒しよにフォローしてくれる。

「そそそ、そうなんです！　秋しゆう馬ましゃんの体温を測って差し上げてたんです！」

「ほぇ……？　顔をくっつけてたのは、お熱を測ってただけなのっ……？」

　来海の問いに、琴音さんは恥ずかしそうにうつむく。

「お母さまが私のお熱を測るとき、いつもオデコで測るのです。秋馬しゃんが心配でついつい同じようにしてしまいました。申し訳ありません」

　余り気味の袖そでで瞳に溜まった涙なみだを拭ぬぐいつつ、来海は立ち上がる。

「そ、そういうコトなら早く言ってよね！　ヘンな勘かん違ちがいしちゃったじゃない！」

　スカートのホコリを払はらいつつ、幼なじみは肩を竦すくめる。

「ま、よくよく考えれば当然よね。おデブな秋しゆうちゃんとちゅーする人なんて、この世にいるワケないしっ！　デブ男とキスするなんて罰ばつゲームみたいなもんよ！」

　さらっと暴言を吐はいてるし。しかも、ひどいことを言いつつ、来くる海みは椅い子すを引っ張ってきて僕と琴音さんの間に腰掛けた。どうしてわざわざ狭いトコに座るんだろ。

「ふぅ、口づけではなかったのですね。心臓が止まるかと思いました」

　未いまだに赤いままの頰ほおに手ての甲こうを当てつつ、神かん林ばやしさんが尋たずねてくる。

「それはそうと、大おお村むらくん。体調を崩くずしているんですか？　身体に異変があるようなら、すぐにダイエットを中止します」

　タブレットＰＣを起動してヌコヌコ生放送の枠わくを取ろうとしていた二戸にのへさん（なにを配信するつもりだったの？）が、ぴたりとその動きを止めた。

「体調不良か。どんな症しよう状じようがあるんだ？」

　素早くスマホを操作して、『ご家庭の医学』なんてアプリを起動させる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。体調が悪いワケじゃないって」

　僕の顔を見つめて、来海は「にゅーん……」という奇き妙みようなうなり声を出した。

「元気がないのは間違いないみたいね。いつもと雰ふん囲い気きが違うもん」

「言われてみれば、確かにそうだな。脳天気な笑顔が失われている」

　腰に手を当てて、二戸さんも眉まゆをひそめてる。

　しまった。二人にもバレちゃったか……。

「なにかあったのですか？　異変があるなら、どのようなことでも話してください」

　委員長の問いかけに「大したことないよ。ただ、ちょっとさ……」と答えつつ、僕は部室の壁かべに視線を移した。

　そこには僕の体重の推移表『秋ちゃんのダイエットのキセキ！』が貼はり付つけてある。

　体重を示す折れ線グラフは、順調に下降を続けていた。

　グラフによればダイエット開始から三週間ほどで僕の体重は一〇キロ以上落ちたってコトになるんだけど。

「食事制限を続けてるのに、ここんとこちっとも体重が減ってないんだよね……」

　ここ数日、右肩下がりだったグラフも水平になっていた。

「すごくキツい思いをしてるのに、全然効果が現れなくて辛つらいんだ……」

　徒労感っていうのかな。無む駄だなことをしている気分に苛さいなまれて、ダイエットを続けるのが苦痛だった。

　正直言うと、ぜーんぶ放り出して大食い大会に出場したい。脂あぶらっこい料理を食べまくりたいよ。揚げたての唐から揚あげなんて最高だよね。サクサクの衣を嚙かみしめた瞬しゆん間かんに、口の中に広がる鶏とり肉にくのジューシーな旨うま味み。ああ、唐揚げ食べたい。

　ぶゎゎゎっ！──琴こと音ねさんの瞳ひとみが涙なみだで潤うるんだ。

「秋馬しゃん、可哀かわい想そうです……。ダイエットなんてやめてしまえばいいのに……」

「ダメよ！　やめるのは絶対にダメ！　秋しゆうちゃんには瘦やせてもらわなきゃ困るの！」

　幼なじみは鋭するどい口調で怒ど鳴なった。でも、その表情は不安げだ。僕の苦しい気持ちを、コイツも少しはわかってくれたのかな。

「ねえ、いーんちょ！　なんとかしてあげてよ！　ツラそうな秋ちゃんなんて見てられないわ！」

　来くる海みに詰つめ寄よられても神かん林ばやしさんは落ち着き払っていた。

「ついに来ましたか……」

「いったいなにが来たって言うのよ!?」

「……大おお村むらくんはダイエットをする上での最大の敵と対たい峙じしているのです」

　授業をはじめる教師みたいな感じでホワイトボードの前に立つ。二戸にのへさんと来海にも席に着くよう促うながした。

「いーんちょの雰ふん囲い気きからヤバそうな感じビンビン伝わってくるんだけど……。そんなにヤバい敵なの……？」

「はい。対処法を間違えれば、大村くんのダイエットも失敗に終わるでしょう」

　僕の隣となりに座る幼なじみのほっぺが引きつりまくった。怪かい談だんでも聞いたみたいに蒼そう白はくになってる。

「ほほぅ。ダイエット失敗の最大の原因か。面白そうだな」

　テーブルのお誕生日席に着いた二戸さんは興味を惹ひかれたように身を乗り出した。

　ダイエット動画を作ろうとしてるみたいだから、重要なネタを聞きき漏もらすまいとしてるのかな。

「秋馬しゃんのダイエットが失敗してしまうだなんて素敵……じゃなくて、困っちゃいますね♡」

　琴音さんはと言えば──来海とは対照的に瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせる。妙みようにうれしそう。

「それで……最大の敵って、なんなの？」

　恐おそる恐おそる僕が尋たずねると、神林さんのメガネのレンズが冷たい光を放った。




「その敵の名は──停滞期です！」
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　神かん林ばやしさんがホワイトボードに書いた説明を読んだ二戸にのへさんは、すぐに計算をした。彼女は暗算が得意なんだ。

「ダイソンはダイエットの開始時が一二六キロ。今は一四キロ減ってるから一一％減だ。停滞期になる条件を満たしているな」

「五％はあくまで目安です。もっと少なくても停滞期が起こり得ます。最大の敵と表現した理由がおわかりいただけましたか？」

　神林さんの問いかけに、僕は力一杯頷うなずいた。

「停滞期のせいでダイエットをやめる人が多いのもわかる。心を折ろうとしてるとしか思えないよ！」

　ダイエットを挫ざ折せつさせるために、仕掛けられた罠わなみたいだ。

「どうして、こんなひどいことが起こるワケ!?　許せなーい！」

　いつもながらの冷静な無表情のまま、神林さんが説明を続ける。

「では、今から停滞期の発生するメカニズムをご説明します。原理を理解していただくと、対処もしやすくなるでしょう。少し難しい話になりますが頑がん張ばってついてきてくださいね」

　ホワイトボードに向かい、クラス委員長はペンを走らせた。

「停滞期が起こる原因は、人間のカラダが持つ、この特性によるものです」

　書き込まれた言葉は──ホメオスタシス。

「日本語では『恒常性』といいます。以前、『人間の身体は原始時代と同じ』というのがダイエットにおける重要な原理であることは話しましたね」

　人類は長い間、食しよく糧りよう不足の時代を生き抜いてきた。だから、人間のカラダは『飢うえ』に対する多くの防衛機能を持ってるんだ。その防衛機能について正しく理解していないと苦しいばかりで効果のないダイエットになってしまう──それが、神かん林ばやしさんの教えだった。

「『ホメオスタシス』は、過か酷こくな環境を生き抜くために人類が獲かく得とくした最強の防衛機能なのです。人類が地球上で繁はん栄えいできたのも、ホメオスタシスという性質おかげと言っても過言ではありません。言いづらいですので『ホメ夫』と呼ぶことにしましょう」

　神林さんはホワイトボードにイラストを書き始めた。ドラク○のスライムに手足が生えたような奇き妙みような生き物。額に『ホ』と書かれてる。意外と上手だ。

「みなさんのカラダの中に、不思議な力を持つ妖よう精せい『ホメ夫』が住んでいると思ってください。ホメ夫の持つ能力を一言で説明するなら『現状維持能力』です」

「現状維持？　それが最強の防ぼう御ぎよなの？」

　キョトン顔で首を傾かしげる幼なじみに、僕も同意。

「あんまりスゴい能力には聞こえないね」

「……では、ホメ夫の力を実際に発揮させてみましょう。みなさんは椅い子すに座っていてくださいね」

　神林さんが自らのバッグに歩み寄り、白いマフラーとミトンの手て袋ぶくろをつける。コートも羽は織おって防寒対策バッチリな格好になった。

　部室棟は古ぼけた建物だけど、いちお暖だん房ぼうが効いている。上着なんて必要ない。どこかに出掛けるつもりなのかな、と思ったら違った。

「しばらく耐えてくださいね」

　抑よく揚ように乏とぼしい声でそう言うと、神林さんは窓を全開にしたんだ。

　刺さすように冷たい真冬の空気が吹き込んでくる。暑がりな僕にとっては気持ちいい風だ。でも、女の子たちには厳しかったみたい。

「寒ーいっ!!　なにすんのよ、いーんちょ！」

　自分の肩を抱だいて、来くる海みが怒ど鳴なる。

「はゎゎゎゎゎ……！」

　琴こと音ねさんはギュッと目を閉じて、微かすかに震ふるえ出だす。寒さに弱いのか、すぐに歯の根が嚙かみ合あわなくなってしまった。

「ぐぅっ、あまりの寒さに耳たぶが切れそうだ！」

　両耳を手で押さえ、二戸にのへさんが身み悶もだえる。

　素そ朴ぼくの疑問が僕の脳裏に浮うかぶ。

「二戸さんはヘッドセットつけてるから耳は守られてるんじゃないの？　クマの飾かざりがモフモフして温かそうだよ」

「私は耳が感じやすいんだっ！　はぅーん、らめぇ♡」

「まったく答えになってない！　ってか、ヘンな声を出さないでよ！」

「寒くて死んじゃうってば！　窓閉めてー！」

　来くる海みは制服のミニスカートから伸のびた脚あしを手でさする。冷気を浴びたせいで絶対領域に鳥とり肌はだが立っていた。

「……失礼しました」

　窓を閉めて、神かん林ばやしさんはコートを脱ぬぐ。ミトンとマフラーを外しつつ。

「たった今、みなさんのカラダに起こっていた変化こそが、ホメ夫の能力によるものです」

「「「「どゆこと？」」」」

　神林さん以外の四人が同時に首を傾かしげた。

「暖かかった室温が、窓を開けたために急激に下がりました。しかし、気温が低下しても、みなさんの体温がすぐに下がってしまうことはありません。ホメ夫が『寒い！　体温を維い持じしなきゃ！』と判断し、それに従ってカラダはさまざまな方法で体温を一定に保ってくれるのです」

　鳥肌が立ったり、身体が震ふるえたり、耳や手足が冷たくなったり。

　委員長によれば、これらの行動は体温を上げるために行われてるらしい。

　鳥肌が立つのは、肌を収縮させることで皮ひ膚ふの面積を狭くして、毛細血管から体温が逃げていくのを防ぐため。

　身体が震えるのは、全身の筋肉を小刻みに動かすことで温度をあげるためだ。寒い日でも運動すると温かくなるよね。それと同じだ。

　耳や手足が冷たくなるのは、末まつ端たん部分の血の巡めぐりを敢あえて悪くすることで、身体の中心に血液を集めて体温の低下を食い止めるんだって。

「ほえー」と感かん嘆たんの声を上げる来海。

「寒いときに無意識にやっちゃう行動にも、そんな意味があったんだ～」

　我が意を得たりって感じで、神林さんが人差し指を立てる。

「そう。『無意識に』というのが重要なポイントです。みなさんが意識せずとも、ホメ夫が自動的に周りの環境に合わせて現状維持をしてくれるのです。今でこそ私たちは空調が効いた建物で暮らしていますが──」

　部屋の空気を感じようのするみたいに、神林さんは両手を広げた。

「長い間、人間はさまざまな気候変化に晒さらされてきました。暑い日もあれば、寒い日もある。そんな過か酷こくな環境を生き抜いて来られたのもホメ夫のおかげなのです」

「ふむふむ。ホメ夫というのは、人間にとって無くてはならない性質なのだな」

「しかしながら、ダイエットをする場合にはホメ夫が敵になってしまいます」

「ああ、そういうことか！　だから、僕の体重が減らなくなっちゃったんだね！」

　鈍どん感かんだって言われちゃうことがある僕でも、ここまでの説明を聞いてれば察しがつくよ。

「え？　来くる海みはまだよくわかんないんだけど？　説明しなさいっ！」

　来海が僕の襟えり首くびを摑つかみ、ガクガクと揺ゆさぶってきた。

「ホメ夫の持つ能力のおかげで、寒くても、すぐには体温が下がらない。暑すぎる日も、ホメ夫ができるだけ平熱を保とうとしてくれる。暑い日に汗をかいたりするのは、たぶんそういうことだよね」

　コクリと頷うなずく神かん林ばやしさんを横目に、幼なじみに解説を続ける。

「ダイエットはカラダにとってみれば『食べ物が少ない』状態だろ？」

　ダイエットの食事制限は、カラダにとっては飢き餓がと同じ。神林さんは『飢餓状態こそが動物にとって最大の危機である』って、前に説明してくれた。

「飢餓というピンチに対応するために、ホメ夫の能力が発揮されちゃうんだよ！」

　納得したように、来海が大きく手を叩たたいた。

「あっ、なるほど～！　ようやく来海にもわかったわ！　ホメ夫が『ヤバい！　ごはんが食べられない時期が来ちゃった！　これ以上瘦やせたら危ないかも!?』なぁんて勘かん違ちがいして、勝手に現状維い持じしちゃってるのね！」

　神かん林ばやしさんはホワイトボードに書かれた『停滞期』の文字と『ホメ夫』のイラストをイコールで結んだ。

「その通り。停滞期というのはすなわち、『ホメオスタシスが働いたために、体重が自動的に維持されている状態』なのです。ご理解いただけましたか？」

　アカベコみたいに何度も頷く僕と来海。

「停滞期の原因を理解したところで、次は対処法をお教えしましょう。まず最初に行うべき対策は、これです」

　──ぱちぱちぱちぱちっ。

　直後、耳に届いた音を聞いて、呆気にとられた。

　神林さんが真面目な顔で手を叩きはじめたんだ。乾かわいた拍はく手しゆの音が部室に響ひびき渡わたる。

「おめでとうございます、大おお村むらくん」

「って、お祝いされる意味がわからないよ？」

「おいおい、レンレン！　ジョークがキツいぞっ！」

　これは珍めずらしい。二戸にのへさんが神林さんに注意した。

「どんな悩みがあろうと一口ごはんを食べれば全てを忘れると言われた、あのお気楽極楽なユルキャラであるダイソンが停滞期に苦しんでいるんだ。真しん剣けんに教えてやってくれ」

　いや、それは言い過ぎだよ。僕だって、悩むことぐらいある。ダイエットをはじめる前は『おやつはなにを食べようかな～』とか毎日のように苦く悩のうしてたからね。

　拍手をやめた神林さんは、一切表情を変えずに手ての甲こうでメガネを上げた。

「冗じよう談だんではありません。これもれっきとした対処法の一つなのです」








○停滞期の対処法！　─その１─




　停滞期が来たら、お祝いしよう！









「停滞期が来たら憂ゆう鬱うつになってしまいがちです。でも、本当は停滞期が来るのは喜ばしいことなんですよ。なぜなら、停滞期が来るのは『ダイエットが順調に進んでる証しよう拠こ』ですからね」

　ダイエットってのは『体重が減る→停滞期→体重が減る→停滞期……』というサイクルを繰くり返かえすものらしい。

　停滞期は遅かれ早かれ、必ず来るものなんだ。

　だったら、停滞期が来たことをヘコむよりもお祝いして楽しい気分になった方が乗り越えやすいよねってことらしい。

「停滞期のはじめと終わりに、ご自分になにかご褒ほう美びをあげるのもいいですね。停滞期を楽しいイベントに変えてしまうんです」

「だったら、自分にご褒美ってコトで特大のステーキをあげようかな。それが僕にとって一番うれしいものだから──どぶぁ!?」

　すぐさま僕の脇わき腹ばらに来くる海みの肘ひじが突つき刺ささった。

「ダメに決まってるでしょ！　停滞期は太りやすいって言ってたじゃない！　ご褒美は食べ物以外よ！」

「食べ物以外のご褒美と言ったら、一つしか考えられないな！」

　二戸にのへさんが来海に耳打ち。

　最初は興味深そうに「ふんふん」と聞いていた幼なじみの顔が、ゆっくりと赤くに染まっていった。

「そ、そんなえっちなご褒美あげられるわけないでしょ!?」

「しかし、ダイソンは大喜びするに違いないぞ！　見た目は人じん畜ちく無害なホンワカキャラだが、中身は相当なムッツリスケベだからな！」

　椅い子すに座ったまま、来海は涙なみだ目めで僕のスネを何度も蹴けり上あげてくる。

「そんなコトで喜ぶなんてダメよ！　秋しゆうちゃんのえっち！　このエロブタ野や郎ろう～～～っ！」

「なんで僕が怒られるの!?　二戸さん、ヘンなコトを吹き込むのはやめてよ！」

「あ、あの～……」

　と、これまであまり発言をしなかった琴こと音ねさんがおずおずと手を上げた。

「こ、これ、ご褒ほう美びの代わりにはなりませんか？」

　ピンク色の封筒を神かん林ばやしさんに手渡す。

　中に入っていたものは──ピンクゴールドに輝く神々しい一枚のチケット。

　これは……ホテルの宿泊券かな？

「おお、コイツはすごい！　人気のリゾートホテルの宿泊券じゃないか！　スウィートルームに泊まれるようだ！　これは大変お高いぞ！　こんなものもらっていいのか、琴ことにゃん？」

　タブレットＰＣを操作して、二戸さんはホテルのサイトを表示させる。

『ビューティー＆スパリゾート・時雨しぐれ平だいらホテル』という名前のリゾートホテル。

　二戸にのへさんによれば、『泊まってみたいホテルランキング』で上位にランクインする人気のホテルらしい。

　大きな温泉や室内プール。スポーツジムにエステサロン。スキー場まで完備されてるそうだ。サイトを見るだけでも高級だってのがわかる。

　両手の人差し指を突き合わせて、琴こと音ねさんが恐る恐る尋たずねてきた。

「ここは母が経営しているホテルなんです。ぜひみなさんを誘さそいなさいと言われまして……。もしよろしければ、今度の連休にでもいかがでしょうか？」

　二月一三日～一五日は土日＆創立記念日で、我が校は三連休だ。

「……ダメ、ですか？」

「素敵なリゾートホテルに秋しゆうちゃんと一いつ緒しよに旅行……♡」

　幼なじみの瞳ひとみがキラキラと輝いてた。

「ぶ、ブタ野や郎ろうとお出かけなんかしたくないけど……どうしてもって言うなら行ってあげなくもないけど～……」

　口ではそんなことを言ってるけど、『行きたーい♡』って顔に書いてあるね。

　ホテルのホームページを眺ながめていた神林さんが真しん剣けんな表情で意見を述べた。

「とてもよいと思います。ダイエットに役立ちそうな施し設せつがたくさんありますね。停滞期の対処法について解説がしやすそうです」

「プールに温泉にスポーツジム……。素晴らしいシチュエーションだな。神動画が撮れる予感がする！」

　ヌコ厨ちゆうのテンションも上がりまくっていた。

「よーし、決まりねっ！」

　ぴょんと飛び上がって、来くる海みはうれしそうな声で宣言をする。

「ダイエット部の緊きん急きゆう冬合宿を行うわよ！　停滞期なんて、ぶっ飛ばしちゃいましょ!!」
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「ふぅ～～～～……」

　聖しよう護ご院いん家けのリムジンに乗り込んだ琴音は、深い深い安あん堵どの息を漏もらした。

　夕方の六時。車窓の向こうには、下校中の生徒の姿が見える。

　送り迎えのリムジンの車内でも、普ふ段だんの琴音なら気を抜いたりしない。ピンと背筋を伸のばしてお行ぎよう儀ぎ良く座っているのが常だ。

　しかし、今日はダメだった。緊きん張ちようの糸が切れたように後部座席に力なくカラダをあずけてしまう。

「よかった……。秋しゆう馬ましゃんを無事に誘さそうことができました……」

　未いまだに心臓がバクバクと音を立てているのが自分でもわかった。

　ダイエット部のメンバーも一いつ緒しよとはいえ男の子を旅行に誘うなんて、琴音にとってはあまりにも大それた行為だ。話の展開に恵めぐまれたとはいえ、よくぞ切り出せたと思う。

「秋馬しゃんと一緒に旅行に行けるなんて、夢のようです……♡　お母さまには感謝しなければなりませんね」

　琴こと音ねは母がホテルの宿泊券をくれたときのことを思い返した。

　あれは、二日ほど前のことだ──。







『出たーっ！　ダイソンの必殺技・バキューム食いだ！　アツアツの小シヨウ龍ロン包ポウが口に吸い込まれていくっ！　彼こそが、吸引力の変わらないただ一人の男、ダイソンだ～～～っ！』

　聖護院家の屋や敷しき。琴音の部屋に、二戸にのへ雪ゆき乃のの実じつ況きようが響ひびき渡わたった。

　おすもうさんのクッションにちょこんと正座して、琴音はＰＣのモニタを食い入るように見つめる。

　再生中の動画は『【大食い】高たか森もり町ちようフードファイト！　野良試合　小龍包一〇〇個完食バトル！【デカ盛】』というタイトルだ。琴音のお気に入り作品の一つだった。

　動画の中、流れるような動作で秋馬は小龍包を食べ続ける。彼のテーブルの上には蒸籠せいろの山が築かれていった。

　他の挑ちよう戦せん者しやに圧倒的大差で一〇〇個の小龍包を食べ終えた秋馬は、勢いよく立ち上がった。弾はじけるような笑顔を浮うかべて、力一杯叫さけぶ。

『この小龍包、うンまあああ～～～いっ！　嚙かんだ瞬しゆん間かんに飛び散るアツアツのスープ！　薄手の皮とアンの織りなすハーモニー！　コレ、最高だよー！　おかわりくださーい！』

　幸せそうな表情。そして、ぷよよんと揺ゆれている素敵なオナカ。

　琴音も我が慢まんできずにため息を漏らしてしまった。

「はぁ、秋馬しゃんのオナカは、どうしてこんなにプリティなのでしょう……」

　私は小龍包より秋馬しゃんのオナカをかぷっと甘あま嚙がみみたいです♡　きっと幸せの味がすると思いますぅ♡

「……琴こと音ねちゃん、ヨダレ出てるわよ？」

　突とつ然ぜん、後ろから声を掛けられた。

「きゃああああああっ!!」

　あまりの驚きに、正座したままクッションごと飛び上がってしまう。

「お、お母さま!?」

「久しぶりね、琴音ちゃん」

　琴音の母、聖しよう護ご院いん笙しよう子こがイタズラっぽい笑顔を浮かべていた。

　シルバーフォックスの毛皮。大きく胸元の開いた赤いドレス。目映まばゆい宝石のちりばめられたネックレス──パーティに招待されたハリウッドセレブのような格好だ。

　日本人離れしたダイナミックなボディと彫ほりの深い顔立ちをしている母には、そんな派手な格好がよく似合っていた。年齢は三〇代後半だが、二〇代でも通りそうな若々しさを保っている。

「というか、お母さま！　部屋に入るときはノックをしてくださいっ！」

「あらあら、一か月ぶりにママが帰ってきたのに、ひどい口ぶりねぇ。どうしましょう、琴音ちゃんが反抗期になっちゃったわ」

　母はリゾートホテルチェーンを経営している。父の経営する不動産会社やファミリーレストランとは別の会社だ。元々は母の実家の家業であったらしい。

　この不ふ況きようの最中にあって、いくつものホテルの新規開業を成功させており、敏びん腕わん社長として経済雑誌に取り上げられることもしばしば。本社のある東京を中心に世界中を飛び回っているため、家を空けていることが多かった。社長業と高たか森もり町長を兼務する父と同じくらい──いや、それ以上に多忙だろう。

　悲しそうな顔で泣きマネをした母は、すぐにペロッと舌を出す。

「……まあ、ノックはしなかったんだけどねっ♪」

　母は動画が再生されたままのモニタを見やって。

「で、琴音ちゃんが好きになった男の子って、この太ったコかしら？　彼が大おお村むら秋しゆう馬まくん？」

「なななななっ!?　なにを仰おつしやってるんですかっ！　私には好きな人なんていませんっ！」

「誤ご魔ま化かさなくてもいいのよ。例の事故があって以来、琴音ちゃんったら太った男の子に目がないものね。お部屋も趣しゆ味み丸出しだわ」

　芝しば居いがかった動作で、母は琴音の部屋に首を巡めぐらせた。壁かべには巨きよ漢かんレスラーや関取のポスター。書しよ棚だなには『月刊大おお相撲ずもう』が並んでいた。

「こ、コレは剣けん道どうのお稽けい古この一いつ環かんとして、武道の研究をしているというか、なんというか、はゎゎゎゎ……」

「ウソおっしゃい。琴音ちゃんのことなら、ママはなんでもお見通しなのよ」

　口に手を当てて高笑いをしたお母さまは、マニキュアの塗ぬられた爪つめの先で琴こと音ねの頰ほおを突っついた。

「大だい五ご郎ろうさんから聞いたの。『最近、琴音が秋しゆう馬まくんの話ばかりするんだ』って」

　かあっと顔が熱くなる。

　そのリアクションは肯こう定ていをしたのと同じだった。

「うふふ、引っ込み思案な琴音ちゃんに好きな人ができるなんて……ママうれしくって、シンガポールからチャーター便を飛ばして帰って来ちゃった♪」と、母はハンドバッグを探って。

「はい、コレ。琴音ちゃんにあげる」

　ピンク色の封筒を取り出し、琴音に渡わたしてきた。

「ママが経営するホテルのＶＩＰ招待券よ。スウィートルームに泊まれるわ。彼を誘さそって行ってきなさい」

「秋馬しゃんを旅行に……？　そそそ、そんなの無理に決まってますぅ！」

「無理じゃないわよ。ママなんて、中学生の頃ころに大五郎さんを旅行に誘ったのよ？　一いつ緒しよに混浴しちゃったんだからっ♡」

　お母さまが、手短にお父さまとの馴なれ初そめを話してくれた。

　遠縁の親しん戚せきだった幼い頃の母は、聖しよう護ご院いん家けのパーティで出で逢あった二〇歳以上も年が離れた父に一ひと目め惚ぼれ。

　母の実家で経営していたリゾートホテルに父を招待して、果か敢かんにアタックをしまくり──ついには結けつ婚こんを果たしたのだという。

「はゎゎゎ……お母さま、大だい胆たんすぎます……。私にはとても無理です……」

　最近になって、ようやく秋馬とお喋しやべりができるようになったのだ。ドキドキしてしまって、未いまだに五秒以上は顔を見つめていられない。

　そんな秋馬を旅行に誘うなんて、引っ込み思案な琴音にはできそうもなかった。

「二人きりで行くのが恥ずかしかったら、お友だちも誘えばいいわ。スウィートルームにはベッドルームがいくつもあるから。みんなで泊まれるわよ」

　母は琴音の肩に優しく手を置いた。

「琴音ちゃんに、とっておきの作戦を教えてあげるっ」

「作戦、ですか？」

「大好きな大五郎さんを落とすために、ママはいろんな作戦を繰くり出だしたのよ」

　琴音も秋馬のダイエットを邪じや魔まするために、さまざまな作戦を立案している。そういう部分は母に似たのだろうか？

「時雨しぐれ平だいらホテルには仕掛けがあるの。どんな男の子でも落とせちゃうマル秘作戦が決行できちゃうわ！」

　母が耳打ちしてくれた『作戦』は、あまりにも凄すさまじいものだった。

「中学生のときに、お母さまはそんなすごいことをしたんですか!?」

「そうよ～。大だい五ご郎ろうさんと仲良くなりたくて必死だったんだもん」

　琴こと音ねの髪かみを愛おしげに撫なでて、母は優しい微笑ほほえみを浮うかべた。

「秋しゆう馬まくんって、大五郎さんも認めるぐらいの素敵な男の子らしいじゃない。ママも全力で応おう援えんしちゃうわ。頑張って、琴音ちゃん。後こう悔かいだけはしないようにね♪」

　イタズラっぽくウインクをして、母は琴音の部屋を後にした。ほどなく、ドアの向こう側から『大五郎さん、いっぱいイチャイチャしましょ～♡』なんて甘い声が聞こえてくる。恥ずかしくなるぐらい、両親はラブラブなのだ。

　呆ぼう然ぜんとヘタりこんでいた琴音は、母から渡された封筒を見つめた。

「む、無理です！」

　ブンブンと首を横に振ふる。

「秋馬しゃんを旅行に誘さそうなんて絶対に無理無理！　私にはできるワケがありませんっ！」

　だけど、ココロの奥おく底そこにいる、もう一人の琴音が小さな小さな声で呟つぶやいた。

（でも、お母さまの教えてくれた作戦が成功したら、秋馬しゃんとの仲が縮まるかもしれませんよ……？　勇気を出して、誘ってみたら……？）







　再び、リムジンの後部座席。

　シートにもたれかかったまま、琴音は鼓こ動どうの高鳴りを押さえるように手を胸元に当てた。

「今は地味なダイエットお邪じや魔ま作戦しかできないけれど、秋馬しゃんと仲良くなれれば『瘦やせないで！』って言えるでしょうか……？」

　ううん。それだけじゃない。

（お母さまの教えてくれた作戦を決行したら、秋馬しゃんとラブラブになっちゃうなんてこともあり得ますよ！　お父さまとお母さまみたいに！）

　車窓の向こう側に流れていく街並み。帰宅中の高校生カップルが手を繫つないで歩いていた。

　幸せオーラに包まれてる。息が白むほど外は寒いのに二人の周りだけは暖かそうだ。

「私と秋馬しゃんも、あんな風に手を繫いで歩けるかもしれません。秋馬しゃんのプニプニした指に私の指を絡からめて……きゃあああんっ、想像しただけでドキドキですぅ♡」

　自分の妄もう想そうに照れてしまって、思わず両脚をジタバタさせてしまった。

　と、運転手さんがバックミラー越しに琴音を見ているのに気付く。

「琴音お嬢じようさまが暴れてらっしゃるような……？」

　身み悶もだえるお嬢さまの姿が信じられないのか、初老のドライバーは幾いく度ども目を擦こすっていた。

　慌あわててシートに座り直し、ピンと背筋を伸のばす。

　コホンと咳せき払ばらいをして、慌てて誤ご魔ま化かした。

「あ、足のストレッチは気持ちいいものですね」

　そして、ココロの中でコッソリと気合いを入れるのだった。

（どんな形であれ、チケットを渡わたすことができたんです。第一関門突とつ破ぱですよ！　合宿に行って、きっと秋しゆう馬ましゃんと仲良くなってみせます！　頑がん張ばれ、琴こと音ねっ！）
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　高たか森もり町ちようから電車に乗り、特急電車に乗り換えて二時間半ほど。さらに、駅から送迎バスに揺ゆられること三〇分あまり。

　お喋しやべりしたり、二戸にのへさんのオススメ動画の鑑賞会したり。道中は退たい屈くつはしなかったんだけど……三時間の移動は結構大変だった。ちょっぴり太めな体型が影えい響きようしてるのか、僕は長時間椅い子すに座ってるのが苦手なんだよね。腰が痛くなっちゃうんだ。

　でも、合宿の舞ぶ台たいとなる時雨しぐれ平だいらホテルのスウィートルームを見た瞬しゆん間かん、疲れなんて吹き飛んでしまった。

「部屋、広～～～いっ♡　きれ～～～いっ♡」

　来くる海みが飛び上がって歓かん声せいを上げる。赤いチェックのミニスカートを翻ひるがえり、二つに結わえている髪かみも楽しげに揺れる。

　スウィートルームにはベッドルームが二つ。それぞれの寝しん室しつに、王おう侯こう貴族が使うような天てん蓋がい付きのベッドが二つずつ用意されてる。

　バーカウンターだのジャグジーだの。映画でしか観たことがない施し設せつまであった。

　リビングルームはバスケットボールの３ｏｎ３の試合が出来そうなくらいに広くて、天てん井じようも高い。白大理石張りの床ゆかは鏡のようにピカピカ。見るからに高級そうな革張りソファの前には部室にあるホワイトボードみたいな大きさのテレビが鎮座してる。

　さりげなく飾かざられている花か瓶びんや、壁かべに掛かってる絵もきっと高価なものなんだろうな。壊こわしたり汚したりしないように注意しなきゃ。

「ベッドもフカフカだよ～～～♡」

　ベッドにダイビングした来海は、トランポリンみたいに跳はね回まわってる。

　来海とはちっちゃい頃ころに何度か家族ぐるみで旅行してる。ホテルに到とう着ちやくするなり、コイツがはしゃぎ回るのは、いつものことなんだ。

　僕にとっては旅行の風物詩と言っても過言じゃないだろう。なんだかこっちまで楽しい気分になっちゃうよ。

「よーし、私も!!」

　二戸さんは来海の隣となりのベッドにダイブ。釣つり上あげられたカジキマグロみたいに横たわったまま跳ね回る。

　黒いタイトミニのスカート＆赤いコートという服装のせいか、二戸にのへさんのクール系美女な雰ふん囲い気きが増量中だ。だから、はしゃでる姿にはちょっぴり違和感があった。

「……うむっ！」

　ベッドに腰掛けた二戸さんは、グッと拳こぶしを握にぎりしめた。クマ形ヘッドセットの瞳ひとみがキラリ☆と輝かがやく。

「このベッドのスプリングの柔やわらか具合は……実にえろいな！」

　うん。相変わらず意味不明だ。でも、そーゆーアダルトな発言をしたら、神林さんが照れまくっちゃうんじゃないかな？

　委員長の方を見やって驚おどろいた。

「……ふかふかっ」

　来くる海みの寝ね転ころがってるベッドの隅すみっこ。白い毛糸の帽ぼう子しを被かぶった、ロングスカート姿の神かん林ばやしさんがちんまりと正座していた。心なしか、ちっこいカラダが上下に揺ゆれてる。

「神林さんまで!?」

　僕に指し摘てきされた瞬しゆん間かん、クラス委員長の頰ほおが微かすかに朱しゆに染まった。

「た、楽しいそうでしたから、つい……」

　いつのながらの無表情だったけど、神林さんなりにテンションが上がってるのかもしれないね。

「喜んでくださったようでなによりです」

　春の女神を思わせるような笑みを浮うかべて、琴こと音ねさんが胸の前で手を組み合わせた。

「ありがとう、琴ことにゃん！　すごくイイ部屋だわ！」

　ベッドに俯うつぶせになり両手に顎あごを乗せて、来海は足をパタパタ。ご機き嫌げんなのが一目でわかるよ。

「そう言ってくださると母も喜ぶと思いますっ」

「ねえ、琴音さん。僕はどこで寝ねたらいいのかな？」

　寝しん室しつは二つ。それぞれ二つずつあるベッドは、四人の女の子たちが使うだろう。

　琴音さんよりも早く、来海が質問に答えてくれた。

「ふふーん、ちゃんと秋しゆうちゃんの寝る場所も準備してもらったわよ。部屋の間取りをネットで調べて、秋ちゃんに一番お似合いの寝ね床どこを来海が選んであげたから！」

　エキストラベッドって言うんだっけ？　追加のベッドを用意してくれたのかな？

「秋ちゃんはココで寝なさい！」

　来海に手を引っ張って案内されたのは──クローゼットだった。

　三畳ほどもあるウォークインクローゼット。Ｔシャツだったら何百枚だってしまうことができそうだ。太り気味の僕でも余よ裕ゆうで横になれるよ。ちゃんと小さなベッドも置いてあるし。お客のどんなワガママにも対応してくれるなんて、高級ホテルは伊だ達てじゃないなぁ──って、おーいー！

「僕はクローゼットで寝ねるの!?　コレはちょっとひどいんじゃない？」

「女の子と同じ部屋で寝泊まりするワケにはいかないでしょ？　廊ろう下かやベランダじゃないだけ感謝しなさいよねっ！」

「あ、あのっ、私とベッドを交こう換かんしてもいいですよ？　秋しゆう馬ましゃんをこんなところで寝かせるなんて申し訳がありません！」

　琴こと音ねさんがそう提案してくれたけど──ま、いっか。

「ありがとう、琴音さん。やっぱり、僕はココでいいよ」

　考えてみれば、来海の言うとおりだもんね。

　人じん畜ちく無害と言われる僕だけど、いちお男だ。女の子の隣となりで眠ねむるのは、いろいろとマズい気がする。

　荷物をクローゼットへと運び込む僕に、来海が声を掛けてきた。

「秋しゆうちゃんはリビングには入ってもいいけど、ベッドルームには入っちゃダメよ！　寝しん室しつは女の子のナワバリなんだからねっ！」

「わかった。気をつけるよ」

　コホンと咳せき払ばらいをした幼なじみは、そっぽを向きつつ続ける。

「……このクローゼットに来海がちょくちょく入いり浸びたると思うけど気にしないでねっ。上着を掛けたりするために仕方なく入るだけだから」

「クローゼットに入り浸るって、ヘンな表現だね？」

「こ、言葉のアヤってヤツよ！　それじゃ、さっさと支し度たくしてよね！　ダイエット合宿はもうはじまってるんだから！」

　勢いよく来海はベッドルームの方へ駆かけていった。

　ジャンパーを脱ぬぎつつ用意されたベッドに寝ね転ころがってみる。

　……クローゼットに置かれたエキストラベッドの方が、僕ンちの布ふ団とんよりも寝ね心ごこ地ちがいいってのは、ちょっぴり複雑な気分だった。

　それはさておき、ダイエットだ。

　リビングルームで合宿初日のメニューについて、神かん林ばやしさんが解説をしてくれた。

　眠ねむたそうな半眼でソファに座ってるダイエット部の面々を見み渡わたした委員長は、抑よく揚ように乏とぼしい声を発する。

「……停滞期対策の第二弾をお教えします」








○停滞期の対処法！　─その２─




　これまでとは違うダイエット方法にチャレンジしてみよう！









「これまでとは違うダイエット法？」

「今は食事制限しかしていませんね。停滞期が来たら、それにプラスして別の方法を試してみるんです。極きよく端たんに厳しいものでなければ、どんな内容でも構いません。無理なく取り入れられるダイエット法を追加してみましょう」

「なんでもいいから、ちょっと試しにやってみろってコトか……？　そりゃまたずいぶんアバウトなアドバイスだな」

　二戸にのへさんは呆あきれたような声を出したけど、あくまでも神かん林ばやしさんは真しん剣けんそのものだ。

「ダイエットの失敗の原因は多々あると思いますが、突つき詰つめれば『ダイエットをやめてしまうから失敗する』のです」

「そりゃそうよね。ちゃんとごはんを減らしてる限り、体重が元に戻もどっちゃうことはあり得ないはずだもん。バクバク食べたりしなきゃ、デブったりしないのよ！」

　腕組みをした来くる海みが僕の出っ張ったオナカを睨にらみ付つけてくる。視線がおっかないよ。怒るのは本当にバクバク食べたときだけにして欲しい。

「停滞期は食事制限をしても体重が減りません。結果が出ないにもかかわらず地道な努力を続けねばならないのです。大たい抵ていの人は、そこで心が折れてダイエットをやめてしまいます。そして、体重が元に戻ってしまうのです」

「新しいダイエット方法を試したところで停滞期中は効果が出ないんじゃないか？」

「ホメ夫が頑がん張ばっちゃうせいで体重が落ちにくい状態になってるんだもんね」

　二戸さん＆来海の指し摘てきを、神林さんは否定しなかった。

「はい。体重は減りません。ですが、今までと違う方法を試せば、しばらくの間は新しん鮮せんな気分でダイエットに取り組めませんか？」

「それじゃ、これまでとは違う方法にチャレンジしようっていうのは……？」

　僕の言葉を、神林さんが継ついだ。

「そう。ダイエットをやめないため、です。『三日坊主』という言葉がありますが、裏を返せば新しいことをはじめたら三日間くらいは興味が持続するってことですよね。飽あきたら、また別の方法を試してみましょう。体重の減らない停滞期中でも、ダイエットに対するモチベーションを維い持じし続けられる、かもしれません」

　なるほど。思い当たるフシがあるよ。

　僕と過去に対戦したフードファイターの中に、マイ調味料を持ち込んでる人がいた。

　同じ料理を食べ続けると、どんなに美お味いしくても辛つらくなってくる。でも、調味料で風味を変えると再び食べられるようになるんだ。

　新しい刺し激げきを受けると、人間ってのは興味を持続させられるのかもしれないね。

　僕が思いついた的確な事例を口にする前に、二戸にのへさんのアホ毛がピコンと立ち上がった。

「つまり、倦けん怠たい期きを迎えたカップルでも、刺激的なプレイを取り入れれば再びラブが燃え上がっちゃうというのと一いつ緒しよだな？」

　ぼふんっ！──スイッチを切り替えたみたいに、神かん林ばやしさんの顔が赤くなる。

「だ、男女の仲についてはわかりかねますっ。いかがわしいたとえ方はやめてください」

　あゎあゎなってる委員長を軽やかにスルーして、二戸さんは来くる海みに耳打ち。

「くるみんも倦怠期には気をつけるんだぞ。ツンばかりじゃなく、たまにはデレないとダイソンに飽あきられてしまうだろう。合宿に備えてこの私が可愛かわいいコスプレ衣装を大量に用意した。存分に活用してダイソンにデレたまえ。ついでに、セクシー動画を撮とらせてもらえると、ゆっきー☆的に大変ありがたいです！」

　二戸さんの発言は相変わらずツッコミどころが多すぎる！　どこからツッコミを入れていいか見当も付かないから、一つにまとめさせてもらうね！　アホか！

　と、僕の隣となりに座っている琴こと音ねさんが、真っ青な顔で震ふるえているのに気付いた。

「も、もしかして……秋馬しゃんと朝あさ凪なぎさんは交際なさってるんですか……？」

「か、勘かん違ちがいしないでよ、琴ことにゃん！」

　勢いよく立ち上がって、来海は僕を指さす。

「秋しゆうちゃんはただの幼なじみよ！　こんなおデブと付き合うなんて、そんなことあり得ないわっ！　付き合ってないから、ケンタイ期にもならないしっ！　ゆっきー☆もヘンなこと言わないようにっ！」

　胸を撫なで下おろして、琴音さん「よかったぁ」と安あん堵どの息を漏もらした。

　首を傾かしげつつも、僕は強引に話を戻もどした。逐ちく一いち全てにツッコミを入れてたら、合宿の初日が終わっちゃいそうだったからね。

「新しいダイエット方法を試したりして、モチベーションを維持し続けると、停滞期を乗り越えやすいってのはわかったよ。でも、なにをしたらいいの？　今日は実際にやってみるんだよね？」

「そうです。ダイエットが本題です」

　赤くなった頰ほおに手ての甲こうを当てて火ほ照てりを冷ましつつ、神林さんはなにかを取り出した。

　ホテルの館内図のようだ。温泉やスキー場、エステやマッサージサロンなどなど。広大な敷しき地ち内ないに、さまざまなビューティースポットが用意されてるらしい。宿泊者なら、お安い価格で利用できるみたいだね。女性に人気なのも頷うなずけるよ。

「ココに行ってみませんか？」

　神林さんは、館内図の『リフレッシュゾーン』と書かれた一いち隅ぐうを指さした。

　そこにはプールやスポーツジムがある。

　キラリ☆──メガネのレンズが輝かがやいた。

「大おお村むらくんも、少しだけ運動を取り入れてみましょう」




　　　　[image: 区切り]




　僕みたいなぽっちゃり系の人間は、およそ二種類に分類される。

　すなわち──動けるデブか、動けないデブか。

　太めだからって運動が苦手とは限らない。意外とスポーツが得意な太っちょというのは確かに存在する。柔じゆう道どうの選手やプロレスラーには、太ってるのに驚おどろくほど身のこなしが軽やかな人っているよね。

　んで。

　僕はどちらかというと『動けるデブ』の方にカテゴライズされると思う（って言うほど太ってないけど）。

　秋に行われた運動会でも大だい活かつ躍やく。一いち躍やくヒーローになったしね。『パン食い競走』と『アメ探し』の二つの種目で僕に勝てるヤツはいないだろう。

　ともあれ、カラダを動かすこと自体は嫌きらいじゃないせいもあって、時雨しぐれ平だいらホテルのスポーツジムで汗を流すのはすごく気持ちよかった。エアロバイクを漕こいだんだけど、いつまでだって続けられそうだったよ。

　どんな状じよう況きようで僕がトレーニングをしていたかを聞けば、どんなモノグサ人間でも運動してみようって気になるんじゃないかな。

　具体的に素晴らしい点をあげるとしたら──まずは設備の良さだ。

　スポーツジムは改装されたばかりらしくてピカピカ。トレーニングマシンも最新式のものばかり。

　午後三時という時間のせいか僕たち以外の利用者はほとんどいない。ほぼ貸し切り状態で運動器具が使いたい放題だった。もちろん、インストラクターが常じよう駐ちゆうしていて、器具の使い方をちゃんと教えてもらえる。

　ウチの学校にも体育館の中にトレーニング室とかいう部屋があって、筋トレ用のマシンが置いてあるけど……そこのボロさと比べたら天国と地じ獄ごくぐらいの差があるに違いない。

　加えて、運動を開始する前にしてくれた神かん林ばやしさんの解説はとてもためになった。




　──以前も言ったかと思いますが、ダイエットを開始した直後は運動をしなくても構いません。食事制限さえきちんと行えば瘦やせることができます。

　ダイエットが進んできたら積極的にトレーニングを取り入れていきますが……今は無理に行う必要はないです。『リフレッシュ』や『モチベーションアップ』のオマケとして、ちょっぴり脂し肪ぼうが燃焼できる。そのぐらいの軽い気持ちでカラダを動かしてみましょう。

　さて、実際に行う運動の内容についてですが、『有酸素運動』というものを行ってもらいます。

　有酸素運動とは、わかりやすく言うと『しばらく動き続けること』だと思ってください。マラソンや水泳などですね。

　一いつ瞬しゆんで強い力を発揮するウエイトリフティングや短距離走は『無酸素運動』と言います。

　有酸素運動と無酸素運動の関係を詳くわしく説明すると混乱すると思うので、『しばらく動き続けていたら脂し肪ぼうが燃える』と単純に理解してもらえれば結構ですよ。

　それで、ですね。ここからが重要なのですが。

　大おお村むらくんのように体重の重い方は、有酸素運動の中でもまずは『飛とんだり跳はねたりしない種目』を選んでください。

　ジョギングやエアロビクスはやってはいけません。激デブさんは体重が重すぎるために、着地した衝しよう撃げきで膝ひざを痛めます。ある程度体重が減るまではやらない方がいいです。

　スポーツジムにある種目でオススメなのはエアロバイクですね。自転車を漕こぐ動作でしたら膝ひざに衝しよう撃げきが掛かりません。リカンベント形──椅い子すに腰掛けてペダルを漕ぐタイプのエアロバイクだと、なお負担が少なくて済みます。

　最初のうちは「ラクすぎるかな？」という運動レベルがちょうどいいです。お喋しやべりができるぐらいの強度で、ケガをしないように続けてみましょう。




　知らないことばかりだったから感心しっぱなし。ケガをしないように配はい慮りよしてくれてる点がなによりありがたい。

　神かん林ばやしさんの指導の元、僕はエアロバイクを漕ぐ運動を行った。僕専用のトレーナーがいるなんて贅ぜい沢たくなことだよね。

　さらに加えて。

　ダイエット部の女の子たちは、誰だれもが可愛かわいいスポーツウェアに身を包んでた。

　来海は丈の短いヘソ出しタンクトップ。ローライズでピチピチな短パン。黄色いランニングスカート。そして、猫耳（なぜ？）。

　琴こと音ねさんは、同じようにおヘソが出ている襟えり付つきの白いウェア。純白のスパッツ＆白いランスカ。ふんわりとした髪かみから犬耳が顔を出してる（どうして？）。

　運動が苦手な神林さんは、ブルマと体操服の上から運動部のマネージャーみたいな三本線のジャージを羽は織おってる。ショートカットの髪にはフェレットみたいな小さめの丸い耳（似合ってるけども！）。

　二戸にのへさんは赤いレオタードとレッグウオーマー。頭にはクマ形ヘッドセット＆尖とがったキツネ耳（どっちかにしてよ！）。

　ケモノ耳の存在感がハンパない。言うまでもなく、これは二戸さんが着けさせたものだ。曰いわく、「可愛い動物の映像は、いつの時代も大人気なのだ！　あとはわかるな？」だそうで。

　二戸にのへさんの言葉はなんの理由になってない気がするけど……ケモノ耳をつけた彼女たちが可愛かわいいのだけは間違いない。

　そんなキュートな格好の来くる海みや二戸さんが、僕と一いつ緒しよにエアロバイクを漕こいでくれた。

　猫耳をパタパタと動かしつつ、来海が元気な声を上げる。

「秋しゆうちゃん、ファイトー！　漕げば漕ぐほど瘦やせちゃうよー！　頑がん張ばれがんばれー！」

「ダイソンめ、プヨプヨした足のくせに意外と軽やかにペダルを踏むな！　私も負けないぞ！　ふぉぉぉぉ！」

　二人の声せい援えん（？）を受けてると、地味なエアロバイクの運動でも飽あきなかった。

　この調子なら、いつまでもペダルを漕いでいられそうだよ。

　なにもかもイイコトずくめ。最高の形で合宿のスタートがきれたと思ったんだけど。

　たった一つだけ問題があった。

「はうぅぅぅぅ────っ!!」

　琴こと音ねさんの奇き妙みような気合いがスポーツジムに響ひびき渡わたる。

　お嬢じようさまは、なぜか凄すさまじい勢いでエアロバイクを漕ぎまくっていたんだ。真しん剣けんな表情でペダルを踏ふみ込こみ続けてる。

　……え？　琴音さんがトレーニングに励はげんでることの、どこが問題なのかって？

　彼女は絶世の美少女なんだ。どんなアイドルよりも可愛いと断言できるようなルックスを誇ってる。犬耳＆ポニーテイルでキュートさ二割り増し！（僕、調べ）

　そんな琴音さんが、白いランスカを翻ひるがえらせてエアロバイクを漕ぎまくってるんだ。

　躍やく動どうするふともも。ぷるんぷるんと揺ゆれてる大きな胸。桜色の唇から熱い吐と息いきが漏もれている。白いウェアが汗に張り付いて、ボディラインを浮き立たせていた。煌きらめく汗の雫しずくが可愛いおへその横を伝ってく。

　声を大にして言いたい。

　運動に集中するなんて無理だよ～～～っ！

　色気より食い気な僕ですら興こう奮ふんのあまりクラクラしちゃったくらいだ。クラスの野や郎ろうどもだったらその場で昇しよう天てんしかねないだろうね。

「ええ～いっ！」

　僕に精神的ダメージを与えているとも気付かず、琴音さんは全力でエアロバイクを漕ぎまくる。鬼き気き迫せまるほどに真剣だ。

　こんなに一生懸命になってるのは、たぶん運動前のやり取りがキッカケだろうね──。







「ふぅむ。素晴らしい設備だな！　ダイソンだけに運動をさせるのはもったいないぞ！」

　最新式のマシンが並ぶジムを見み渡わたして二戸さんが提案した。

「よし、今日は我々女子部員もダイソンと共にトレーニングに励はげもうではないか！」

「とか言って、えっちぃ動画が撮とりたいだけじゃないの～？　ジムの中は『撮さつ影えい禁止！』って書いてあったわよ？」

　ジト目をする来くる海みに、ヌコ厨ちゆうなクラスメイトは「心外だ！」と腰に手を当てた。

「くるみん。このゆっきー☆を見くびらないでくれたまえ。私だってＴＰＯというものをきちんとわきまえているぞ。実に残念だが、撮影機材は部屋に置いてきた。くそう、あまりにも無念だ。断腸の思いとはこのことだ。ティウンティウンティウン……」

　謎なぞの擬ぎ音おんと共に、花が萎しおれるように頭のテッペンのアホ毛が項うな垂だれる。黒髪から伸のびる三角形のキツネ耳もペタンと寝ねてしまった。この世の終わりが来ちゃったみたいなションボリ顔だ。動画が撮れないぐらいで、残念がりすぎじゃないかなぁ。

　かと思ったら、すぐに二戸にのへさんは元気を取とり戻もどした。華か麗れいにウインクを一発。

「我々も運動をしようと提案したのは美容と健康のためだよ！　被ひ写しや体たいであるくるみんや琴ことにゃんがより美しくなれば動画の再生数も上がるだろう。言わば、未来への投資だな！」

「トレーニングをすると美容にもいいの？」

　僕の問いかけに、神かん林ばやしさんはコクリと頷うなずいた。

「適度なトレーニングは美しいスタイルの維い持じに役立ちます。運動によって新しん陳ちん代たい謝しやが活発になれば美容にも良い効果が期待できると言われていますね。お肌はだが綺き麗れいになるとか」

　二つに結わえてる髪かみを手で払はらい、来海はフンと鼻を鳴らす。

「ま、来海には必要ないわねっ。これ以上可愛かわいくなっちゃったら、ドキドキしすぎた秋しゆうちゃんに襲われちゃうかもしれないし！」

「あはは、心配しなくていいよ！　それは絶対にないから──あだぁっ!?」

　ビシッ！──すぐさま僕のスネにローキックが飛んできた。

「えっ？　なんで蹴けったの？」

「速そつ攻こうで否定されるのはムカつくっ！　来海は可愛くないとでも言いたいワケ!?」

　来海はプクッと片方のほっぺを膨ふくらませる。

「ちちち、違うって！　そうは言ってないだろっ？」

「じゃあ、秋ちゃんは来海のコト、どんな風に思ってるの!?」

「来海を襲ったりはしないよ！　でも、なんていうか、その……」

　面と向かって口にするのは照れくさいなぁ。

　両手の指をモジモジさせつつ、僕はちっちゃい声で続けた。

「ちゃんと可愛いって思ってる」

　アメリカに行ってる間に幼なじみはものすごく可愛くなった。昔はちんちくりんだったのに、今や見違えるぐらいにキュートだ。

　鼻を鳴らして、来海はそっぽを向いた。

「秋しゆうちゃんに可愛かわいいなんて言われてもうれしくないしー」

　言葉とは裏腹に、来くる海みが頭につけてる猫耳がピコピコと左右に動きまくってた。

「ニシシシー」と、二戸にのへさんがほくそ笑んで。

「くるみんが装着している猫耳は脳波に反応して動く最新型だ。喜んでいるときは動いちゃうんだよ。ダイソンに褒ほめられてうれしくて仕方ないみたいだなっ」

「ち、違っ！　喜んでなんかないもん！　バッカじゃないの!?　秋ちゃんみたいなおデブに可愛いって言われて喜ぶヤツなんているワケないでしょ!?」

「よし、もう一回言ってやれ」

　二戸さんに促うながされたから、照れくささを堪たえてもう一度褒めてみた。

「……来海は可愛いなぁ」

　──パタパタパタパタパタパタパタパタっ。

　ハチドリの羽根みたいに、猫耳が凄すさまじい勢いで羽ばたいた。

「にゃー！　これは違うんだってば！」

　顔を真っ赤にして、猫耳を両手で隠かくした。ハイキックを連発してくる。

「このブタ野や郎ろう！　からかうんじゃないわよー！　秋ちゃんに褒められたって、来海は全然ちっともこれっぽっちもうれしくないんだからー！」

「痛っ！　痛いよ！　顎あごの先を的確に狙ねらってつま先を飛ばすのはやめて！　もう二度と『可愛い』なんて言わないから！」

　──しゅーん。

　途と端たんに、荒あらぶっていた猫耳がぺたりと伏ふせてしまった。

　来海の表情はムスッとしてるのに、猫耳だけが怯おびえた捨て猫みたいな状態だ。

「ちなみに、その猫耳は悲しい気分だと寝ねてしまうんだ。ダイソンに褒めてもらえないのは切ないみたいだな」

「にゃ～～～～っ！　違うったら、違うの～～～っっっ!!」

　顔を真っ赤にして、来海は二戸さんにもだだっ子パンチを放つ。

　そんな僕たちのおバカなやり取りを、琴こと音ねさんが呆ぼう然ぜんと見つめてた。

「ごめんね、琴音さん。ヘンなトコ見せちゃって。ケンカしてるワケじゃないんだ。いつものことだから気にしないでよ」

「いつものこと、なんですか……？」

　どうしたのかな？　琴音さんはショックを受けたみたいに微かすかに唇くちびるを嚙かんだ。

　来海が落ち着いた頃ころ合あいを見計らって、もう一度二戸さんが声を掛ける。

「さあ、諸君！　運動をはじめようじゃないか！　美び貌ぼうに磨みがきを掛けて、私の動画の再生数アップに貢こう献けんしてくれたまえ！」

　しばらくの間、エアロバイクを見つめていた琴音さんは、意を決したように頷うなずいた。

　サドルにまたがるや、真しん剣けんな表情でマシンを漕こぎ始はじめる。

「おお、やる気だな！　琴ことにゃんは、ただでさえ男子生徒に大人気なんだ。これ以上の美少女になってしまったら、『花より肉団子』がモットーのダイソンですらイチコロかもしれんぞ！」

　二戸にのへさんの軽口が、さらに琴こと音ねさんに火を付けた。

「はうぅぅぅぅぅぅ～～～っっっ!!」

　ギュッと目を閉じて、超高速でペダルをこぎ始めたんだ──。







　──キコキコキコキコキコキコっ!!

　残像すら見えそうな勢いで、琴音さんはペダルを回転させる。

　女子競輪選手の練習風景と言われたら納得しそうな気き迫はく。どこからともなく風が巻き起こり、室内だってのに身に着けているランスカが翻ひるがえりまくっていた。

「ハァ……ハァ……」

　桜色の唇くちびるから漏もれる熱い吐と息いき。上気した頰ほおを伝う、煌きらめく汗。うなじに張り付いた一筋の艶つや髪がみ──懸命にトレーニングに励むお嬢さまの姿はすごく綺き麗れいだ。で、なおかつセクシー。

　いかんいかん！──首を横に振った。

　琴音さんにドキドキしてるってのがバレたら来くる海みにどやされそうだ。

『トレーニング中になに考えてんの!?　琴ことにゃんをヘンな目で見るなんて最低よー！　この変態ブタ野や郎ろう！』なんて叫さけんで、跳とび蹴げりを放ってくるに違いない。

　幸いなコトに、来海は僕の動どう揺ように気付いていなかった。

「みんなで汗をかくのも気持ちいいわね！　普ふ段だんの部活動でもトレーニングを取り入れてもいいかも～！」

　鼻歌交じりに自転車を漕こいでる。二つに結わえた髪＆猫耳がペダルの動きに合わせてリズミカルに左右に揺ゆれていた。

　落ち着け、落ち着くんだ、僕。運動に集中しろ！

　呼吸を整え、精神を落ち着けようと試みる。

　でも、ダメだった。二戸さんが邪じや魔まにしかならない発言をしやがったんだ！

「ん？　あそこにあるのは、まさか……!!」

　スポーツジムの一いち隅ぐうに並ぶマシンを指さしてヌコ厨ちゆうのクラスメイトが叫んだ。アホ毛が妖よう気きアンテ○みたいに立ち上がってる。

「伝説のトレーニング器具！　みんな大好き、乗馬マシンじゃないか！」

　僕も見たことがあるよ。揺れる椅い子すの上でバランスを取ることで、筋肉が鍛きたえられるってマシンだよね。なにが『伝説』で、どこが『みんな大好き』なのかはよくわかんないけど。

「へー、楽しそう！　やってみようよ、秋しゆうちゃん！」

　来くる海みに引っ張られ、乗馬マシンへと連行されてしまう。

　琴こと音ねさんはエアロバイクに熱中していた。

　でも、二戸にのへさんの説明を聞いて、その足を止める。

「ヌコ動でも乗馬マシンは大人気なのだ。男子をメロメロにする効果は計り知れないぞ！」

　大きく一つ頷うなずいて、琴音さんはエアロバイクを降りた。乗馬マシンへと駆かけ寄よってくる。

「わ、私もやってみますっ！」

　結局、三人並んでマシンのシートに腰を下ろすコトになった。真ん中が僕。右に琴音さんで、左側に来海。

　三台同時にスイッチオンをして──ああ、なるほど。二戸さんの言葉の意味がようやくわかったよ。

　確かに、乗馬マシンは『男子がメロメロ』かつ『みんな大好き』な『伝説のマシン』に違いない。

「これ、結構難しいですっ！」

　上下運動をするシートの上。両肩の辺りでグーを作った可愛かわいいポーズで琴音さんが懸けん命めいにバランスを取ってる。今にもまくり上がりそうなミニ丈たけのランニングスカート姿で、乗馬マシンにまたがってるのはとてつもなく色っぽかった。

　見ちゃダメだって思っていても、ついつい白スパッツに包まれた太ももや可愛いおへそに視線を奪うばわれちゃうよ。
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　特に僕を釘くぎ付づけにしたのが──たゆゆんっ♡　ぽよよんっ♡

　揺ゆれまくってる大きな胸だ！　琴こと音ねさんの胸元が、マシンの振しん動どうに合わせて上下左右に柔やわらかく飛とび跳はねまくってるよ～～～っ！

　僕のハートもロデオ状態。今にも口から心臓が飛び出して、地平線の彼方かなたまで駆かけていきそうだ。

　揺れるシートをふとももでしっかりと挟はさみ込こんでバランスを保ちつつ、琴音さんが僕の方に顔を向けた。

「慣れてくると楽しいですね。この器具はとても鍛きたえられそうで……はゎっ!?」

　口元を手で覆おおって大きく息を吞のんだ。見る間にほっぺがピンク色に染まっていく。

　……って、なんで琴音さんまで赤くなっちゃってるの？

「しゅ、秋しゆう馬ましゃんのオナカが……機械の振動に合わせて揺れてますぅ♡」

　瞳ひとみを♡形にし、物欲しそうに指先をくわえて僕のオナカを見つめる。

「あんなに柔らかそうにプルプルしてるなんて！　セクシーすぎりゅと思いましゅ♡　あのオナカにモフモフできるにゃら、琴音は死んでもいいれすぅ♡」

　後半は嚙みまくりで、なに言ってるのかわからなかった。

　琴音さんが熱っぽい吐と息いきを漏もらしてるのは……運動して息が切れてるだけだよね？　妙みようにえっちく見えるのは気のせいだよね？

　そのとき、僕の左側から咳せき払ばらいが聞こえてきた。

　来くる海みが乗馬マシンの上でジト目をしてる。

「秋しゆうちゃん、琴ことにゃんの方を見過ぎ！　鼻の下がめっちゃ伸のびてるし～！」

　うわ、バレた!?

「あんなに胸が揺れてれば、男の子だったら見ちゃうのはわかるけどぉ……」

　唇くちびるを尖とがらせて睨にらみ付つけてくる。キックは勘かん弁べんしてくれ！

　即そく座ざにガードの体勢をとったんだけど、来海の蹴けりは飛んでこなかった。代わりに飛んできたのは、わざとらしい呟つぶやき。

「来海はよゆーだから、もっとパワーアップしちゃお～っと！」

　幼なじみは乗馬マシンを操作した。座面の揺れが強くなり、細っこいカラダが上下に揺ゆさぶられる。

「きゃーん、すごーいっ」

　カラダを見せつけるみたいに、来海はちょっぴり背を反った。ぎこちなくウインクを一発。

「こんなに激しく振動したら、来海のナイスバディも揺れまくっちゃうわねっ♪　秋ちゃんはえっちだから鼻血噴ふいちゃうかも！」

　ちっちゃな声で、来海は付け加える。

「おデブに見られるなんてイヤだけど……注目してくれないのはもっとヤなのっ。だから、ちょっとだけサービスしてあげるわっ。感謝しなさいよねっ」

　首を傾かしげつつ、僕は来くる海みのカラダを眺ながめる。

　つま先から、頭のテッペンまで。くまなく見渡して、ポンと手を叩いた。

「揺ゆれてるって、どこが……？　と思ったら、なるほど！　髪かみが揺れてるんだねっ！」

「死んじゃえ！」

　次の瞬しゆん間かん、来海が履はいてるシューズのつま先が僕の鼻っ面に突つき刺ささった。

　涙なみだ目めになって、来海は僕を睨にらみ付つけてくる。

「悪かったわねー！　どうせ来海は他に揺れるとこなんてないわよ～～～っ！」

　猫耳の毛が逆立って、一回り膨ふくらんで見えた。

「ちなみに、くるみんが装着している猫耳は激げき怒どすると毛が逆立つのだ！」

　説明されなくても、わかったよ……。

　二戸にのへさんにココロの中で返事をしつつ、僕は鼻を押さえてうずくまるのだった。
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　さんざんな結果となったジムでの運動から、三〇分後のこと。

　僕たちダイエット部の一行は、ホテルにあるプールへとやってきていた。

「プールでの運動はダイエットに適しているんですよ」

　二五メートルプールの縁に腰掛けた神かん林ばやしさんが、水に浸ひたした両脚を動かす。

　泳ぐつもりはないのかな？　紺こん色いろのスク水の上にはパーカーを羽は織おったままだ。

「水は空気と比べて、八〇〇倍もの密度があるそうです。……えいっ」

　小さな掛け声と共に、細っこいナマ足で水を蹴ける。重りでもつけられてるみたいに神林さんの足の動きはゆっくりだった。

「こんな風に水中では全ての動きが重たくなります。水の中で動くとすると空気中より多くの負荷が掛かるのです。その分、運動効率があがります。しかも、浮ふ力りよくによって体重が軽減されるため関節に負担を掛けることがありません。太った方にとってはうってつけの運動だと言えるでしょう」

「──そりゃ！」

　プールの中で試しにジャンプしてみた。

　出っ張ったオナカのせいで大きな波は紋もんがプールに広がる。

　太り気味の僕が飛とび跳はねると普段なら結構な衝しよう撃げきが膝ひざに来る。体育の授業の後は節々が痛くなっちゃうこともあった。でも、水中だとほとんどショックを感じない。

「すごいや。これなら毎日でも続けられそうだよ。……ウチの近所には、こんな立派な施し設せつはないけどさ」

　首を巡めぐらせてプールを眺ながめる。

　温室みたいなガラス張りの建物には、いくつものプールがあった。

　僕たちのいる二五メートルの温水プールの隣となりには波打つプールや流れるプール。子どもたちが大はしゃぎで遊んでる。

　曲がりくねったウォータースライダーから、来くる海みと二戸にのへさんの声が響ひびいてきた。

「ゆっきー☆！　いっきまーす！」「きゃっほーい！　楽しいー！」

　ビキニ姿の幼なじみとクマヘッドを被かぶったヌコ厨ちゆうが一いつ緒しよにスライダーを滑すべり降おりてきて、プールに勢いよくダイブ！

　激しい水みず飛沫しぶきと楽しげな歓かん声せいが同時に弾はじけた。

　真夏のリゾートみたいな雰ふん囲い気きだ。外には夕闇迫る雪景色が広がってるとは思えないよ。

「このような娯ご楽らく施設ではありませんが……町営の温水プールなら高たか森もり町ちようにもありますよ。スポーツジムもあります」

「そうなの？」

「はい。健康増進のため、大たい抵ていの市町村でスポーツ施設を用意しているんです。住民であれば、お安い値段で利用できます。高森町のホームページを調べてみてください」

「へぇ～、知らなかった。わかった。後で見てみるよ」

　肩をグルグルと回しながら、プールの底を見み据すえる。

「よーし、それじゃ一泳ぎしようかな！　やっぱり、ダイエットのためにはガンガン泳ぎまくった方がいいんだよね？」

「疲れ果てるほど泳ぐ必要はありませんよ。水中をウォーキングするだけでも充分に効果があります。無理は禁物です」

　顔を上げた神かん林ばやしさんは、ほんのわずかに眉まゆをひそめた。

「アレは、少しやりすぎだと思います」

　二つほど隣のレーンで琴こと音ねさんが水泳をしていた。

　水飛沫はほとんど上がってない。無む駄だのないフォームで泳ぎまくってる。

　水泳の選手としてやっていけそうなほどのスピードだった。

「琴音さん、今日はすごく張り切ってるよねぇ」

　ほんのちょっとの休きゆう憩けいすら取らず、ひたすらにクロールを続けてる。かれこれ三〇分以上泳いでるんじゃないかな。

　エアロバイクを漕こいでるときも思ったけど、今日の琴音さんはどうしちゃったんだろ？

　まるでムキになってるみたいに運動をしまくってる。

　来海が暴走しちゃうのはよくあることだ。

　でも、琴音さんがムチャをするなんてらしくない。

「ひょっとして……」

「なにか心当たりがあるの？」

「私はそーゆー事情には疎うといです。だから、間違っているかもしれませんが……」

　実験結果を博士に伝える研究助手みたいな冷静な口調で、神かん林ばやしさんは続けた。

「聖しよう護ご院いんさんは、大おお村むらくんのコトが……好き、なのでしょうか？」

「琴こと音ねさんが、僕を……？」

「大村くんに良いところを見せたいから、頑がん張ばっている、とか……」

「あははは、そんなワケないって！　琴音さんが僕を好きになるなんてあり得ないよ。自分で言うのもなんだけど、そもそも惚れられる要素がないし」

　学校中のイケメンが琴音さんに告白して、全員が玉ぎよく砕さいしてるほどだ。

　どう考えても、僕なんかじゃ相手になんてされないと思う。

「……そういうものですか。憶おく測そくで発言をしてすみませんでした」と、神林さんは頭を下げて。

「では、運動をはじめてください。水泳でもウォーキングでも、どちらでも構いませんよ」

　精せい巧こうな人形みたいにプールサイドに腰掛け、僕を見つめてる。

　ふと気になって、尋たずねた。

「神林さんは泳がないの？　僕一人でもウォーキングぐらいできるから、みんなと一いつ緒しよに遊んできていいよ」

　ガラス玉みたいなクラス委員長の瞳ひとみが、わずかに曇くもったような気がした。

「……私は泳げないのです。水泳の授業はいつも見学しています」

　そう言えば彼女は運動が苦手だったっけ。

　秋に行われた球技大会で女子はソフトボールをやったんだけど……神林さんは見事な三さん振しんをカマしてた。『委員長、惜おしかったよー！』なんてクラスの女子たちが全力でフォローしてた記き憶おくがあるよ。

　うーん、授業ならまだしも、みんなで遊びに来ているときに、プールにも入らず見てるだけなんてつまらないよなぁ……。

　満面の笑みを浮うかべて、僕は胸を叩たたいた。

「それじゃ、僕が泳ぎ方を教えてあげるよ！」

「……え？」

「僕は割と水泳が得意だからさ！　まかしといて！」

「で、ですが……本当に私は運動音おん痴ちなんです……。大村くんに迷めい惑わくを掛けますよ？」

「迷惑だなんて思わないって。いつもダイエットについて教えてもらってるんだから恩返しをさせてよ」

「教えていただいても、泳げるようにはならないと思いますが……」

「泳げるようにはならないかもしれないけど……せっかくプールまで来たんだ。水遊びがてら、ちょっと練習してみよう！　僕もただウォーキングするより有意義だしさ！」

「……そこまでおっしゃるなら」

　何度も頼み込んだら、神かん林ばやしさんは渋しぶ々しぶ従ってくれた。

　プールサイドに綺き麗れいにパーカーを畳たたみ、その上にメガネを置く。

「では、参ります……」

　そっとつま先を水面につけた。

　熱湯風ぶ呂ろに入ろうとしているみたいに、慎しん重ちように右足を水中に沈しずめていく。

　片足がプールに入った、直後。

「……ひゃう？」

　奇き妙みような悲鳴をあげて、神林さんがプールに落ちた。

　無表情のまま水底へと沈んでいく。

「ぶくぶくぶく……」

　そのまま、浮いてこなかった。

　っていうか、いきなり溺おぼれてるー!?

「神林さん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　大急ぎで駆かけ寄よると、委員長は僕の腕にしがみついてきた。

　彼女なりにかなり慌あわてたんだろうな。

　表情に変化はないけど、抱だきついてくる力は強かった。

「……そ、想像よりも深かったです」

　ふにっ♡──分厚いスク水の布地越しに、神林さんの胸の柔やわらかさを感じる。

　見た目はスリムな体型だけど、やっぱり女の子だなぁ。くっつかれるとちゃんと柔らかいや。って、感心してる場合じゃない！

「落ち着いて。ちゃんと足がつく深さだから」

　雨に濡ぬれた捨て犬みたいに、彼女はプルプル震ふるえていた。

「こわいです。溺れてしまいそうな気がします……。やっぱり私には無理です……。プールから上がります」

「大丈夫だって！　もうちょっと頑がん張ばろうよ！」

「だ、大丈夫だなんて、そんな保証はどこにもないと思います……。私は根こん拠きよのない発言は好きではありません」

「根拠ならあるよ！」

　右手で神林さんを支えつつ、もう片方の手でポンとオナカを叩たたいた。

「ぽっちゃり系なせいか、僕は水に浮きやすいんだよね」

「確かに、脂し肪ぼうは筋肉よりも浮きやすいですが……」

「でしょ？　オナカが浮き輪代わりになる僕が、きみのそばにいるんだ。しかも──」

　神かん林ばやしさんの背中に手を回して、細っこいカラダをしっかりと支えてあげた。

「僕がいる限り、なにがあろうときみを助ける。溺おぼれさせたりしないよ！」

　安心させてあげるために、僕は神林さんに微笑ほほえみかけた。

　濡ぬれそぼった神林さんのショートカットをかき混ぜるように撫なでる。

「だから、絶対に絶対に大だい丈じよう夫ぶ！　僕を信じて！」

「大おお村むらくん……」

　高たか森もり町ちよう商店街のオバちゃんがたにも『悩んでるのがバカらしくなっちゃうわねえ』と評判の（？）笑顔を見て、委員長の不安も少しは解消できたのかな。

　神林さんのカラダの震ふるえが止まった。

「僕の腕につかまったままでいいから、プールに立ってみて」

　僕の腕にしがみついた体勢で、ゆっくりと神林さんはプールの底に足をつける。

　あっけないくらい簡単に立つことができた。

　そもそも大してこのプールは深くないんだから、当然だよね。

「ねっ？　大丈夫だったろ？　この調子で頑がん張ばっていこう！　よーし、なにから教えよう？　まずはプールの水に顔を浸つけられるようになるのがいいかな？　いやあ、僕にも神林さんに教えられることがあるなんて、なんだかうれしいなぁ。僕のコトを大村先生と呼んでもいいんだよ？」

　話しかけても、神林さんは返事をしなかった。

「…………」

　メガネを掛けていないからかな。至近距離まで顔を近づけてくる。

「ど、どしたの？」

「…………」

「せ、先生ってのは調子乗りすぎだったかな？　そこまで僕は水泳が得意ってワケでもないしね。あははは……」

「…………」

　僕の腕を抱だきしめたまま、瞬まばたきもせずに神林さんは僕を見つめてきた。

　ひょっとしてプールに降りたときに足でもくじいちゃったかなぁ？　なんて不安になった頃ころに委員長は口を開いた。

「……先ほどの大村くんの発言には誤りがあると思います」

「プールの水に顔をつけてみようってアレかな？　もう水には潜もぐれる？」

「いいえ。その部分ではありません」

　神林さんの前まえ髪がみから、プールの水が雫となってしたたり落ちる。

「『琴こと音ねさんが、僕を好きになるなんてあり得ない』という言葉です」

　大きく一つ瞬きをして、冷静な口調で続ける。

「大おお村むらくんを好きになる女の子はいると思います。私は恋愛には疎うといですが……今、確かにそう感じました」

　凍こおり付ついたように、固まってしまった。

　来くる海みに罵ののしられるのは慣れてるけど……女子に褒ほめられることなんて、ほとんどないからリアクションに困っちゃうよ……。

　僕が口を開く前に、神かん林ばやしさんに変化が起こった。

　目を大きく見開き、口元を手で覆おおったんだ。

　かああああっ！──そんな擬ぎ音おんを付けたくなるような感じで、顔が真っ赤に染まっていく。

「わ、わわわわ、私が大村くんを好きになったというワケではありませんよっ！」

　泳げないはずの委員長だけど、視線は泳ぎまくっていた。

「あ、ああああ、あくまでも客観的事実を述べただけですっ。勘かん違ちがいしないでくださいっ！」

　神林さんはギュッと目を閉じて、肩の辺りまで温水に浸つかった。

　顎あごの先を水面につけて、プルプルと悔くやしそうに震ふるえる。

「……私が水に顔を浸けられたなら、プールに潜もぐっているところですっ」

　穴があったら入りたい気分ってコトなんだろう。

　僕も激しい照れくささを感じて、後頭部を搔かいた。

「秋しゆうちゃーん！　いーんちょー！」

　と、そこへ来海が手を振ふりながら、プールサイドを駆かけ寄よってきたんだ。

　僕の腕に抱だきついてる神林さんを見て、訝いぶかそうな顔をする。

「どうしてくっついてんの？　トレーニングのため？」

「まあ、そんなところだよ。どうしたの？」

「二人も一いつ緒しよに遊ばない？　ダイエットも大事だけど休きゆう憩けいも大事だと思うのっ！　係の人に聞いたら、秋しゆうちゃんの体重でもウォータースライダー平気だって！　ね？　ね？　いいでしょ？　遊ぼーよー！」

　気持ちを落ち着けるように、胸元で手を握にぎりしめて神林さんは息を吐はく。

「……そうですね。気分転換も大事です」

「やったぁ！　そうこなくちゃ♪」

　と、来海の後ろからクマ形の被かぶり物ものを装着した水着姿の二戸にのへさんが這はうようにして近寄ってくる。ゾンビみたいにフラフラした動きだ。

「くるみん～、待ってくれ～……。今の私には素早い動きは不可能なんだ～……」

　着ぐるみのクマ頭から大量の水がしたたり落ちていた。

「クマが水を吸って、とてつもなく重い……」

「「「取れよ」」」」

　三人のツッコミが綺き麗れいにそろった。

　その後は、ダイエットはちょっとだけお休み。

　みんなで波打つプールやウォータースライダーで遊んだ。泳げない神かん林ばやしさんも楽しめるように、ちゃんと足のつくプールでね。

　もちろん、琴こと音ねさんも誘さそったんだけど……断られてしまった。

　僕たちが遊んでいる間も、彼女はずっと水泳を続けていたんだ。




　　　　[image: 区切り]




　夕食後のこと。ホテルの露ろ天てん風ぶ呂ろ。

「[image: あ]～～～～～～～～～～～～～～～～～～……」

　硫い黄おうの匂においのするお湯に浸つかった僕は、思わずうなり声をあげてしまった。

「し～あ～わ～せ～～～～～～～……」

　お待ちかねの晩ご飯は、大満足の内容だった。

　女性をターゲットに美容と健康を売りにしてるホテルだからか食事もヘルシー系。お野菜をふんだんに使った創作和食のフルコースだった。大食いの僕にはガッツリ感が足りなかったけど、運動しまくったおかげでオナカがペコペコだったからね。最高にうまかった。おかわりできなかったのが残念でならないよ。

　で、激ウマな食事の後に、こうしてゆったりと温泉に浸かる。

　超幸せだ。これを幸せと言わずになにを幸せと言おうか……。

「ん～～～～～～！」

　頭上に広がる夜空に向かって両手を突き上げ、足はつま先まで全力で伸のばす。

　家のお風呂とは違って、岩で作られた湯船はとても広い。

　運動しまくり＆プールではしゃぎまくりなせいでカラダに疲れが溜たまっていた。でも、ゆったりとお湯に浸かってると、くたびれた筋肉から疲れが抜ぬけていく気がするよ。

　神林さんによれば、事実、お風呂やサウナに入ると運動の疲ひ労ろうを減らせるそうだ。

　サウナに入って大量の汗をかくと脂し肪ぼうが燃焼されて瘦やせるような気がする。でも、実際にはダイエット効果はないらしい。

　瘦せられないのに、スポーツジムなどにはサウナが用意されてることがある。

　その理由は、サウナに入って血行がよくなり、運動によって蓄ちく積せきされる疲労物質──乳酸を押し流すことができるためなんだ。

　運動をした後はシャワーで汗を流すだけじゃなく、お風呂に入ってゆっくりと温まる方がいい。その方が運動の疲れを翌日まで残さずに済むんだってさ。

　ホント、神林さんはなんでも知ってるよね。感心しちゃうよ。

　熱いお湯を手ですくい、ザブザブと顔を洗う。

　周囲の岩場には、うっすらと雪が残ってる。見上げれば満天に輝かがやく冬の星々。牛乳みたいな乳白色のお湯。凜りんと澄すんだ冷たい空気と、漂ただよう硫い黄おうの香かおり──最高のロケーションだと思う。

　しかも、この露ろ天てん風ぶ呂ろは貸し切りなんだ。

　時雨平ホテルには露天風呂が何種類かあるんだけど、僕が今入ってるお風呂はスウィートルームに泊まってるお客さん専用だったりする。

　こんな広いお風呂を独り占めにできるなんて、なんだか申し訳ない気分になっちゃうなぁ。

　クラスの連中や、お世話になってる商店街のオバちゃんたちも連れてきてあげたいよ。ウチの近所にある定食屋の爺じいちゃんは腰痛に悩んでたから、絶対に喜ぶと思うのに。

　そんなことを考えてた僕の耳に、微かすかに女の子のはしゃぎ声が聞こえてきた。

　これは……来くる海みたちの声だね。

　僕が使った脱だつ衣い所しよの隣となりに、赤い暖の簾れんの掛かった女性用の入り口があった。たぶん、女湯も近くにあるんだろう。

　頭にタオルを載っけて、白い息と一いつ緒しよにしみじみと言葉を吐はき出だす。

「琴こと音ねさん、お風呂くらいノンビリしてくれたらいいなぁ……」

　今日の琴音さんはずっと真しん剣けんな雰ふん囲い気きだった。心配になっちゃうくらいのフルパワーで運動に取り組んでたもんね。真面目な琴音さんらしいと言えばらしいけど……あんなに張り詰めてたら疲れちゃうよ。僕のノンビリ成分をちょっとわけてあげたいぐらいだ。

　──ガラガラガラガラっ。

「……ん？　誰だれか入ってきた？」

　今まで気付かなかったんだけど、僕が入ってきた入り口とは別に、漂う湯気の向こう側にもう一つ引き戸があった。

　元気のいい声が露天風呂に響ひびき渡わたる。

「すっごーい！　広いお風呂ー！　そして、寒いー！」

　く、来海!?　どうしてアイツが入ってくるんだ!?　っていうか、来海のヤツ、すっぽんぽんじゃないか！　ほんのりとした胸のふくらみまで丸見え──見てません！　僕はなにも見てませーん！

　まさか、ココって脱衣所が男女別になってるだけで……湯船の部分は混浴なのか!!

「……硫黄の匂においがしますね」「雪の露天風呂なんてロマンチックです」

　神林さんと琴音さんも続けて姿を現す。タオルでハダカを隠かくしてるけど……風でちょっとでもタオルが翻ったら、大事な部分が見えちゃいそうだ。

　お嬢さまのナイスバディが色っぽいのは当然として、お堅かたい委員長のほっそりとした肢し体たいも凄すさまじく魅み力りよく的てきだった。真面目な二人の──なおかつタイプの違うハダカを同時に見られるなんでお得だね。ドキドキ感は二倍以上に跳はね上あがってる。って感心してる場合かああ！

　女の子たちに気付かれる前に大おお慌あわてで湯船の中にある大岩の後ろに隠れる。

　ど、どうしたらいいの!?　混浴だなんて知らなかった！

　クマ形ヘッドセットを装着したままの二戸にのへさんが、つまらなそうに唇くちびるを尖とがらせる。

「むぅ。ダイソンのヤツがいるかと期待したが……いないようだな」

「いるワケないじゃない。ココ、女湯だよ～？」

　来くる海みのヤツも、この露ろ天てん風ぶ呂ろが混浴だって気付いてない。女の子たちも知らずに入って来ちゃったのか！

　スタイルのいいカラダをタオルで隠かくそうともせず、二戸さんは腰に手を当てた。長い髪かみ＆湯気が大だい活かつ躍やくしてくれたおかげで、辛うじて危険部位は隠れてる。

「忍しのび込こんでたら面白いという意味だよ！　アイツがもっとアグレッシブなエロ男だったら、『【ラブコメの】ノゾキ魔をつかまえてフルボッコにしてみた！【定番】』なんてタイトルの動画が撮とれたかもしれないのに！　ヘタレすぎるぞ、ダイソン！」

　掛け湯をしつつ、来海が「にゃははー」と笑った。

「秋しゆうちゃんはダメなとこがいっぱいあるけど卑ひ怯きよう者ものじゃないもん。ノゾキなんて卑ひ劣れつなマネはしないわよっ」

　神かん林ばやしさん＆琴こと音ねさんも同意する。

「……そうですね。大おお村むらくんなら安心です」

「秋しゆう馬ましゃんはえっちなことなんてしませんっ！」

　岩の裏に隠れ、僕は大きなカラダを縮めこめるように膝ひざを抱かかえた。思わず、目の幅涙を流してしまう。

　うう、みんな、ごめんよー。僕ってばウッカリお風呂に入り込んじゃってるよー（涙）。

　こんな会話の後でノコノコ出て行くことなんて、僕にはできない。絶対に見つかるワケにはいかないよ！

　なんとか脱だつ出しゆつする方法がないか辺りに視線を配ってみる。

　露天風呂の周囲は高い板いた塀べいに囲まれていた。

　もしも塀を乗り越えられたとしても向こう側は雪山だ。寒さに強い僕でもハダカで突とつ撃げきしたら無事じゃ済まないよね。

　出入り口は男女別の脱だつ衣い所しよに二つ。湯船＆洗い場を通り過ぎないと辿たどり着つけない。

　彼女たちがお風呂場にいる限り、見つからずに出て行くことは不可能だろう。

　うわーん、ダメだ！　逃げる方法なんてないってー！

　来海たちが出て行くまで、こうして隠かくれているしかないの!?

　そうこうしているうちに、神林さんと琴音さんが露天風呂へと入ってきてしまった。バスタオルを外して、お湯にカラダを沈しずめる。

「はぁ……いいお湯ですね。カラダの芯まで温まりそうです……」

　しみじみと呟つぶく琴音さん。温泉を紹介するリポーターみたいだなって一いつ瞬しゆん思ったけど、考えてみればこれほど美人でスタイルのいいリポーターなんていないよな。もし彼女が温泉番組に出演していたら爆ばく発はつ的てきな視聴率を獲かく得とくしちゃうだろう。

　その隣となりで、神かん林ばやしさんは顎の先までお湯に浸かって静かに目を閉じた。メガネが微かすかに湯気に曇くもってる。

「…………」

　普ふ段だんと変わらない無表情。でも、どことなくほっぺが緩ゆるんでいる気がした。温泉を楽しむカピバラみたいで可愛い。

「きゃっほーい！」「ひーはー!!」

　来くる海みと二戸にのへさんが勢いよく湯船に飛び込む。

　結局、四人と混浴することになってしまった。しかも、女子しかいないと思ってるから、全員がハダカだし！

　えーっと、僕だっていちお男だ。えっちなものに興味がないワケじゃない。ネットで肌はだ色いろ成分の多い画像を見てドキドキしちゃったこともある。

　会ったこともない女の子のセクシーショットよりも、しょっちゅう顔を合わせてるクラスメイトのハダカの方が破は壊かり力りよくが高かった。ドキドキが止まらないよー！

　高鳴りまくる心臓の音で、僕の居所がバレちゃいそうだ。

　だだっ広い湯船の中程に据すえられた大岩の陰かげに隠かくれ、必死にカラダを縮める。

　ホラー映画のワンシーン。タンスかなにかに隠れて、怪かい物ぶつから逃れようとしてる主人公のようすを思い出してもらえれば、僕の感じてる緊きん張ちよう感かんや恐きよう怖ふを想像してもらえるんじゃないかな。だいたい同じだ。

　僕の苦く悩のうに気付かず露ろ天てん風ぶ呂ろを満まん喫きつしていた来海の口から、怪物の咆ほう哮こうよりも恐おそろしい言葉が漏もれた。

「……琴ことにゃんの胸、おっきいなぁ～」

　湯船に立ち上がった来海は、物欲しげに唇くちびるに人差し指を当てる。

　普段は二つに結わえている髪かみは、頭の上で纏まとめられていた。漂ただよう湯気の活かつ躍やくにより重要な部分は見えなかったけど……ほっそりしたボディラインが薄暗い夜の露天風呂でもくっきりと浮うき上あがっちゃってた。

　来海の視線の先にあるのは、琴こと音ねさんの胸だ。二つの豊かな膨ふくらみが、お湯にぷかりと浮かんでる。温泉が白く濁ってなかったら、僕の鼻から赤い液体が噴ふん出しゆつしていたことだろう。ライオンが口からお湯が吐き出すアレの鼻バージョンみたいな感じで。

　恥ずかしそうに両手で胸元を押さえ、おっとり系なお嬢じようさまは眉まゆ根ねを寄せる。

「大きくたってイイコトなんてありませんよ。肩が凝こりますし、なんていうかその……男の子にもジロジロ見られますし」

「なにを言うか！」と、二戸さんがお湯を手のひらで叩たたいた。

「デカい方がいいに決まってるだろう？　巨きよ乳にゆう動画はいつだって再生数が稼かせげるからな。貧乳にも需じゆ要ようはあるが、腹ぺこな青少年はデカいチチが大好きだ！」

「むー」と来くる海みは悔くやしそうに唸うなった。

「たぶん、秋しゆうちゃんもおっきい方が好きなのよね……」

　え？　そんなことないよ？　貧しくても豊かでも同じぐらいドキドキしちゃうし──って、なにを真面目に答えてるんだ、僕は。

「……フン、来海はまだまだ成長期だもん。これからおっきくなるから平気よっ」

「よし、くるみんのために、チチをデカくする方法を教えてやろう！」

「そんな方法があるの!?　教えておしえてー！」

　すると、二戸にのへさんはお湯の中を素早く移動して、神かん林ばやしさんの背後に回り込んだ。

　幸せそうにお風ふ呂ろを堪たん能のうしている委員長の胸元に手を回して──もにもにもにもにっ♡

「胸を揉もみまくると巨乳になるらしいぞ！　ほら、このように！」

「ふあっ、なにをなさるんですか？」

　神林さんは身をよじって逃げようとしたけれど、二戸さんは後ろから抱だきすくめるようにして胸を揉みまくった。

「抉えぐりこむように揉むべし！　揉むべーし！　……おおっ！　レンレンの胸は小さく見えても柔やわらかいな！　というか、全身がフニフニだ！　これは揉みがいがある！」
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「だ、ダメですっ！　やめてください！　そんなことをされては、お嫁に行けなくなりますっ！」

　胸を揉もみしだかれて、華きや奢しやな委員長のカラダがピクピクと可愛かわいらしく震ふるえる。

　感心したような表情で、来海は自分の胸元に手を伸ばした。

「へ～、揉むとおっきくなるんだ～。来くる海みもやってみようかなっ」

「うむ。特に好きな男にモミモミしてもらうと効果が高いらしいぞ！」

「しゅ、秋しゆうちゃんに胸を触さわられるなんて、そんなの無理に決まってるじゃない！」

「私は一言もダイソンに揉んでもらえなんて言ってないぞ」

「にゃにゅにゃー!?」「いい加減にしてください！」

　顔を真っ赤にした来海と神かん林ばやしさんが、二戸にのへさんにだだっ子パンチを同時に繰くり出だす。

　ぬおおおおおお……！

　毒を盛られたみたいに、空中を搔かきむしって身み悶もだえする僕。

　女の子たちの秘密のおっぱいトークなんて聞かされれば、健全な男子高校生なら誰だれだって悶もん絶ぜつしちゃうって！

　し・か・も。

　僕の全身から滝のような汗が噴ふき出だしはじめた。ライオンの口からお湯が吐はき出だすアレの毛穴バージョンみたいな感じで。

　呼吸が荒あらくなり、耳の奥おくの方でうるさいくらいに鼓こ動どうが鳴なり響ひびいていた。

「（あ、熱い……！）」

　彼女たちよりも早くお風ふ呂ろに入ってたせいで、のぼせて来ちゃったんだ。お風呂は嫌きらいじゃないけど、僕はぽっちゃり系のせいか暑いのが苦手なんだよ……。

　大岩の上に積もってるわずかな雪をかき集め、オデコに当ててみた。一いつ瞬しゆんで溶とけてなくなってしまう。

　早くお風呂から上がらせてくれ～。このままじゃ茹ゆで上あがっちゃうよ～。

　大岩の裏で茹ゆで豚ぶたを調理中だと気付かず、女の子たちはじっくりとお風呂を堪たん能のうしていた。

　いや、それどころか、さらに恐おそろしい話題でお喋しやべりをはじめたんだ。

　乳白色のお湯を手ですくって、二戸さんは自分の肩の辺りに掛けた。

「知ってるか？　この温泉は別名『桃じりの湯』とも呼ばれているそうだ」

「ももじりのゆ？」と首を傾かしげる来海。

「うむ。ここの湯は美び肌はだに効くらしい」

　化け粧しよう水すいを塗るみたいに首筋や頰ほお、クマ形のヘッドセットにも丹たん念ねんにお湯を掛ける。そのクマは肌の一部という扱いなの？

「お肌がツルスベになって、ぷりんぷりんの桃じりになってしまうんだ。くるみんは貧乳だが可愛いヒップの持ち主だからな。しっかりと浸つかればダイソンもイチコロの桃じりをゲットできるに違いない！」

　次はおしりトークなの!?　勘かん弁べんしてよ！

「なんで、そこで秋しゆうちゃんの名前が出てくるの？　関係ないでしょっ？」

　文句を言いつつも、来くる海みは温泉に肩まで入った。

「ま、桃ももじりとかは興味ないけど、ちょっと長めに入っていこうっと♪」

　話を聞いていた琴こと音ねさんは、ハッとしたような表情になった。顎あごの先までお湯に浸つかる。

「わ、私も頑がん張ばりますぅ！」

「あははは、二人とも美容に余念がないな！　よーし、私もたっぷりと湯に浸かって桃じりになるぞ！　再生アップ間違いナシだー！」

　うわーん！　なんてことを言い出すんだよ、二戸さん！　僕はもう限界なんだ！　長なが風ぶ呂ろなんてされたら命に関わるってば！

　ちょっと前に来海と一いつ緒しよに半身浴をしてフラフラになっちゃったけど……あのときとは比べものにならない暑さだ。

　半身浴はヌルめのお湯に入ってたけど、今回はアツアツの温泉だからね。のぼせるに決まってるよ！

　お願いだから、早く上がってくれ～～～っっっ!!

　必死の願いも空しく、来海と琴音さんは一向にお風呂から上がろうとしなかった。

「ふぅ……いいお湯でした。あまり長湯するのはカラダに毒ですよ？　ほどほどになさってくださいね」

　神かん林ばやしさんがお風呂から上がっても。

「ぐぬぬ、もう限界だ！　私もギブアップさせてもらうぞ！」

　フラフラしながら二戸さんが脱だつ衣い場じようへと向かっていっても。

「うにゅにゅにゅ～～～っ！」「むむむむむ～～～っ！」

　奇き妙みようなうなり声をあげつつ、二人は熱いお湯に浸かり続けていた。

「はふぅ……あふぅ……」

　来海の唇くちびるから熱っぽい吐と息いきが漏もれた。頰ほおはピンク色に染まり、汗で全身がしっとりと濡ぬれていた。

「んっ……はぅぅっ……」

　小さく唇を嚙かんで、琴音さんは熱さを我が慢まん。首筋だけじゃなく、胸元にまで大おお粒つぶの汗が光ってる。

　こんなこと言ってる場合じゃないと思うんだけど……二人のようすは凄すさまじくえっちぃ気がした。汗ばんだ美少女が、頰を染めて身み悶もだえてたら、そりゃあ色っぽく見えるよ。

「カラダが火ほ照てっちゃって……来海はどうにかなっちゃいそうだよぅ……はふぅ……」

「ハァハァ……すごいですぅ……。こんなにアツいの……初めて……」

　ゴスゴスゴスゴスゴス！──僕は隠かくれていた大岩にジャブを連打。

　二人の発言もえっちぃよ！　誰だれだってそう思うよね？　僕が特別えろいワケじゃないよね!?

　そのとき──ぐにゃり、と。

　周りの景色が歪ゆがんだ。

「……うわ、うわわわ」

　激しい目眩めまいを感じて、僕は額を手で押さえた。

　興奮しちゃったせいで、完全にのぼせちゃったみたいだ。

　頭がぐわんぐわんして立っていられない。急速に意識が遠のいていく。

　もうダメだ。これ以上は耐たえられない……。

　悪気があって混浴しちゃったワケじゃないんだ。話せばきっとわかってくれるさ……。キックの一発ぐらいで許してください……。

　最後の気力を振ふり絞しぼって大岩の陰かげから出ていこうとした、まさにその瞬しゆん間かん。

「わ、私……限界みたいです……」

　琴こと音ねさんも立ち上がった。

　タオルでカラダを隠し、温泉から出て行こうとする。

「あ、あら……？」

　でも、彼女は一歩も歩くことはできなかった。湯船の中でタタラを踏ふんでしまう。

　力が抜けるように、カラダが大きく傾いだ。

「はぅぅぅ～……？」

　呻うめくような声を漏もらして、湯船に倒たおれ込こみそうになる。

　露ろ天てん風ぶ呂ろは岩だらけだ。こんなとこで倒れたら絶対にケガするよ！

「琴音さん、危ない！」

　僕は弾はじかれたように湯船の中を走った。

　気絶寸前だったはずなのに、僕の手足は勝手に動いていた。

　お湯を蹴けって猛もうダッシュ！

　琴音さんが倒れちゃう前に、そのカラダを抱だき留とめる。

　タオルが琴音さんのハダカを覆おおい隠かくし続けてくれたことに感謝せざるを得ない！

「大だい丈じよう夫ぶ!?　しっかりしてよ！」

　お嬢じようさまはぐったりと目を閉じていた。完全にのぼせきってるみたいだ。

　白い肌はだは真っ赤に染まり、苦しそうに肩で息をしている。

「きゃああああ！　秋しゆうちゃんがどうしてココにいるのよ！　このノゾキ魔まぁ！」

　タオルで胸元を隠しながら、お湯を掛けようとしてきた来くる海みに、僕は頼たのむ。

「後でいくらでも僕を蹴っ飛ばしていいよ！　でも、今は協力してくれ！　琴音さんを助けなきゃ！」

　琴こと音ねさんをお姫ひめさま抱だっこして、僕は露ろ天てん風ぶ呂ろから駆かけ出だしたんだ──。
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「ん……うぅん……」

　微かすかなうめき声が聞こえて、ウトウトしかけていた僕は目を開いた。

　ベッドサイドの時計を見る。朝の五時過ぎか……。

　夜明けまでまだ時間があるから窓の外は真っ暗だ。微かに雪がちらついてる。

　ベッドに横たわっている琴音さんが、ゆっくりとまぶたを開く。

　ベッドサイドの椅い子すに腰掛けたまま、僕はトーンを落として声を掛けた。

「よかった。気がついたんだね」

　僕がいることに驚おどろいたのか、琴音さんは目を丸くした。

「秋しゆう馬ましゃん……!?」

　人差し指を自分の唇くちびるに当てて「しーっ」と静かにするようにジェスチャーしながら、隣のベッドを見やった。

　視線を巡めぐらせて、琴音さんも灯りが落とされた室内に目を凝こらす。

「むにゅむにゅ……再生数が伸のびないなぁ……。解せぬ……」

　クマ形ヘッドセットをつけたまま就しゆう寝しん中ちゆうの二戸にのへさんが寝ね言ごとを呟つぶやいてる。あんまり寝ね相ぞうがよくないのかな。パジャマ代わりのホテルのナイトローブが乱れてた。

　膝ひざを抱かかえて丸まり、赤ちゃんみたいに時折指をしゃぶってる。クール系美女なルックスに似合わぬ寝ね姿すがただ。寝ね顔がおもあどけなくて可愛かわいいと思った。眠ってる二戸さんのようすを動画に収めれば人気が出るんじゃないかな。

　彼女の隣となりで、来くる海みと神かん林ばやしさんも眠ねむってる。

　寝息一つ立てず大人しくおやすみ中のクラス委員長に、幼なじみは抱だきついてた。

「く～～～す～～～……むにゅむにゅ……。秋しゆうちゃんのバカ♡　抱きつくんじゃないわよ、このブタ野や郎ろう♡」

「うぅ～ん……」

　抱だき枕まくら代わりにされちゃって、神林さんはちょっぴり寝苦しそう。

　みんなを起こしてしまわないように声をひそめて、琴音さんが尋たずねてくる。

「私は、いったいどうしたんでしょうか……？」

「お風呂で倒たおれちゃったんだよ。お医者さんが往おう診しんに来てくれたけど、のぼせただけだって」

　彼女が気にするといけないから、慌あわてて付け加えておく。

「僕がお風呂からきみを部屋まで運ばせてもらったよ。でも、その、なんていうか……ハダカとかは見てないから安心してね。着替えは二戸さんたちにやってもらったから」

　来くる海みたちも三時ぐらいまでは琴こと音ねさんを心配して起きてた。力ちから尽つきて先に寝ねちゃったんだけどさ。

「はゎっ、横になったままで失礼をしました……」

　カラダを起こそうとした拍子に、琴音さんの額から濡ぬれタオルが落ちそうになる。

　のぼせた彼女は、風か邪ぜを引いたみたいに熱に浮うかされて苦しそうだった。少しでも楽にしてやりたくて、僕は氷水で冷やしたタオルをおでこに載のっけてあげてたんだ。

「無理しないで。そのまま寝てていいよ」

　琴音さんを手で制しながら、僕はタオルを交換した。氷水に浸ひたした後、固く絞しぼってもう一度おでこに載のせてあげる。

「冷たくて気持ちいいです。こんな時間まで、ずっと看病してくださったのですね……」

　横たわったまま琴音さんは僕を見つめてきた。

　瞳ひとみは潤うるみ、唇くちびるがはゎはゎと震ふるえていた。感動的な映画を観ているかのような表情だ。

「秋しゆう馬ましゃんはすごく優しいです……」

　だけど、花が萎しおれるみたいにみるみる顔が曇っていった。

「それに引き替え、私はなんてダメダメなんでしょう……」

　潤んでいた瞳が、ますます涙なみだに濡れていく。今にもこぼれ落ちそうなほどに、まなじりに雫しずくが浮うかんでいった。

「私のせいで、大変なご迷めい惑わくをお掛けしてしまいました。申し訳なさすぎて、琴音は死んでしまいそうです……」

「迷惑だなんて思ってないってば。誰だれにでも失敗はあるって！　僕なんてしょっちゅうやらかしまくりだよ！　この間もジーンズのおしりの部分が破けちゃって、すごく恥ずかしい思いをしたんだ。僕みたいなぽっちゃり系の人間はズボンが破けやすくて困る……って、なにを話してるんだろうね？」

　我ながらどうかと思うフォローだ。

　でも、琴音さんの悲しげな表情がほんの少しだけ緩ゆるんだ。

「……私に言ってくだされば、繕つくろって差し上げますよ」

「琴音さんはお裁さい縫ほうも得意なの？」

「はい。幼い頃ころから習っていますから」

　さすがだね。やっぱり琴音さんは完かん璧ぺき超人だよ。ルックスだけじゃなく、スキルも含めて一部の隙すきもない。

　思わず感心しちゃった僕は、気になっていたことを尋たずねてみた。

「そんな琴音さんにも、体型とか見た目で気になる部分があったりするのかな……？」

「え……？」

「ほら、今日は運動をすごく頑がん張ばったり、倒たおれるほどお風ふ呂ろに浸つかったりしてたでしょ？　ちょっと無茶なぐらい頑がん張ばってた。僕なりに理由を考えてみたんだけど……二戸にのへさんが『美容に効く！』なぁんて後に琴こと音ねさんは頑張りだしたような気がするんだよね」

　バツが悪そうに、琴音さんは視線を逸そらした。

　あ、無神経な質問だったかな。聞いちゃいけなかったかもしれない。

　鼻の頭を指先で搔かきつつ、僕は付け加える。

「も、もちろん、言いたくなかったら言わなくていいよ」

「…………」

「でも、悩み事があったらなんでも相談して欲しいんだ。僕たちは同じ部活の仲間になったワケだしっ！」

　琴音さんは躊躇ためらうように唇くちびるを震ふるわせた。

　ベッドサイドに置かれた氷水の入った洗面器と眠ねむそうな僕の顔を交互に見やった後で、決心したみたいに口を開く。

「……わかりました。お話しますが、笑わないで聞いてくださいね」

　幾いく度ども口ごもった後で、おずおずと言葉を紡つむぐ。

「私は、これまで美容に気を遣つかったことがありません。お化け粧しようもほとんどしませんし……。あるがままにノホホンと生きてきたのです」

「そうなんだ……！」

　高たか森もり第一高校で美少女ランキングを作ったら、琴音さんはダントツで一番になるのは間違いない。そんな彼女に『美容とは無む縁えんです』なんて言われたら、我が校の女生徒たちは絶望しちゃうかもしれないね。

「運動や温泉が美容にいいとはじめて知りまして……私も頑張ってみようかなと思った次第なのです……」

　今にも消え入りそうな声こわ音ねで、琴音さんは続ける。

「一度でいいから……私も『可愛かわいい』って褒ほめられたくて……」

「へ？　琴音さんなら、『可愛い』なんてしょっちゅう言われてるでしょ？」

　琴音さんの美少女っぷりは、他校でも知れ渡ってる。彼女を一目見ようと、放課後には校門の辺りに人だかりができることもあるんだ。

「た、確かに、私を褒めてくださる方は多いと聞いたことがあります……。男の方とお喋しやべりをすることがほとんどないので、クラスのお友だちからの伝聞ですが……」

「ほら、やっぱり。美容なんて気にする必要ないと思うけどなぁ」

「それでも、私は『可愛い』って言われてみたかったのです……」

　琴音さんは僕を真っ直ぐに見つめてきた。

　僕と目があった瞬しゆん間かん、彼女の顔が真っ赤に染まってしまう。耳の先までピンク色だ。

　え……？　まさか、『可愛い』って言われたかったのは……？

　赤くなってしまった頰ほおを埋うめるように、シーツを鼻の辺りまで持ち上げた。

　顔を隠かくしたまま琴こと音ねさんは口を開く。

「秋しゆう馬ましゃんに、『可愛かわいいよ』って言われてみたかったのです……」

「ぼ、僕に……？」

　シーツの下で、琴音さんはコクンと頷うなずく。

「どなたに『可愛い』と褒ほめられても、申し訳ない気持ちになるだけです。私はそんな大層な存在ではありませんから。でも、秋馬しゃんに褒められている朝あさ凪なぎさんが羨うらやましくて……。私も言われてみたいなって思って……それで……」

　しばらくリアクションが取れなかった。

　他の誰だれでもない。この僕に『可愛い』って言われたかったからムチャをしてしまった──そんな答えは想定してなかったんだ。

　昼間聞いた、委員長のセリフが脳内でリフレインする。




　──聖しよう護ご院いんさんは、大おお村むらくんのコトが……好き、なのでしょうか？




　まさか、本当に琴音さんが、僕のことを……？

　一いつ瞬しゆんだけ、そう思いこみかけたけど。

　って、そんなワケないよね。バカな勘かん違ちがいをしたら琴音さんにも迷めい惑わくだよ。

　すぐさまセルフツッコミを入れる。

　僕に褒められたいって言い出したのは、身近にいる男子生徒がそもそも僕ぐらいしかいないからじゃないかな。たぶん。よくわかんないけどさ。

　額に滲にじんでしまった汗を拭めぐいつつ、真っ赤になってる琴音さんを見つめた。

　シーツを被かぶってはゎはゎと震ふるえているお嬢じようさまの姿はあまりにもキュートだ。

「琴音さんは、すごく可愛いよ」

「ほ、本当ですか!?」

「こんなウソつかないって！」

　僕はあまり口がうまい方じゃない。ウソをついても来くる海みには大たい抵ていバレちゃうしね。

　そんな僕でも、食べた料理の美お味いしさを伝えることは上手だって、いつも褒められるんだ。

　それはたぶん、僕の感じたままを素直に口に出しているからじゃないかと思う。

　美味しいものを『うまい！』と伝えるようなつもりで。

　僕は思ったままの気持ちを口にした。

「琴音さんは、僕の会ったことがある女の子の中ではダントツに可愛いよ！」

　ぱああああああ～～～っ！

　そんな擬ぎ音おんが僕には見えた。

　大輪の花が咲いたみたいに、琴こと音ねさんの表情が輝かがやいたんだ。顔を半分隠かくしているのに、笑顔を浮うかべてるって僕にはわかった。

「……だけどね、琴音さん」

　ふんわりとしたお嬢じようさまの髪を撫なでて、僕は続ける。

「寝ね込こんでうなされてたときの琴音さんは、ちっとも可愛かわいくなかったなぁ」

　驚おどろいたように琴音さんは瞳ひとみを丸くした。

「たぶん僕は、いつも通りニコニコしてる琴音さんの姿を可愛いな～って感じてるんだ」

「秋しゆう馬ましゃん……」

「美容なんて気にする必要なんてないよ。自然なままの琴音さんが一番素敵なんだからね。だから、これからは無理はしないで欲しいっていうか、辛つらそうな琴音さんは見たくないっていうか、その、なんていうか……えーっと……」

　力説してるうちに、テンパってしまった。

　僕の頭のテッペンからぷしゅーっと湯気が上がる。

「……ごめんね。なにを言いたいのか、自分でもよくわからなくなっちゃった」

　僕ってば、やっぱり口べただなぁ。

　っていうか、調子に乗って恥ずかしいことをいっぱい言っちゃった気がするよ。

　シーツの下から顔を出し、琴音さんはゆっくりと首を横に振ふった。

「いいえ。お気持ちは、ちゃんと伝わりました」

　そっと手を伸のばし、僕の手を握にぎってくる。

　宝物を抱くようにギュッと手のひらを抱だきしめた。

　指先のしなやかな感かん触しよくに、僕の心臓が飛とび跳はねてしまう。

「褒ほめてくださって、ありがとうございます。すごくうれしいです」

　うるうる。うるうる。うるうるうるうる。

　潤うるみきった瞳ひとみで、琴音さんは僕を見つめてくる。

「わ、私も……」

　長い沈ちん黙もくの後で、震ふるえる唇くちびるを開く。

「私も秋馬しゃんのことを、とても……」

　琴音さんのセリフは、最後まで聞くことができなかった。

「うにゅ～ん……。秋しゆうちゃん、つまみ食いはダメなんだからね！　むにゃむにゃ……」

　来くる海みが寝ね言ごとを言ったんだ。

　慌てたように琴音さんはシーツの中に手を引っ込めた。

　寝ね返がえりを打つようにして背を向けて、頭の先までシーツに潜もぐってしまう。

「な、ななな、なんでもありませんっ。気にしないでください」

「？？？」

　琴こと音ねさん、なにを言いかけたんだろ？

　……ま、いっか。

　琴音さんの体調はよくなったみたいだし、いつまでも女の子の寝しん室しつにいるべきじゃないよね。

　眠ねむい目を擦こすりつつ時計を見る。もう六時近くになっていた。

　窓の向こうに広がる冬の空は徐じよ々じよに明るくなり始めてる。

「それじゃ、僕は自分の部屋に戻もどってちょっと寝ねるよ」

　部屋って言うか、クローゼットだけど。

「なにかあったら声掛けて。おやすみ、琴音さん」

　寝室を出て行くとき、琴音さんがシーツからちょこっと顔を出した。

　おやすみの返事の代わりに琴音さんはこんな風に呟いたんだ。

「ごめんなさい、秋しゆう馬ましゃん……」
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「はぁ……」

　シーツを被かぶったまま、琴音は大きく息を吐はいた。

　顔が火ほ照てって熱い。今にも火が出てしまいそうだ。

　額に載っている濡れタオルを頰ほおに押し当ててみても、一向に火照りは収まらない。

　むしろ、秋馬の優しさを感じて、さらにドキドキが増ぞう幅ふくしてしまう。

　氷水に浸ひたしたタオルは、すごく冷たいのに、この上なくポカポカしていると思った。

　ココロの中で、琴音はもう一度謝る。

　……本当にごめんなさい、秋馬しゃん。

　これは謝罪ではなくて、決意の言葉だ。

　秋馬しゃんには申し訳ないのですが──琴音は思う。

　私はきっとまた、ムチャなコトをしでかしてしまいます。

　秋馬しゃんの素敵なオナカを守るために、さまざまな作戦を決行するでしょう。

　おしとやかで。奥おくゆかしくて。お上品で。

　そんな周りの方たちがイメージする『聖しよう護ご院いん琴音』とはかけ離れた行動を取ってしまうに違いありません。

　弱虫で。引っ込み思案でな私ですが。

　ココロの奥で、もう一人の私が声を上げているんです。




　──諦あきらめないで！




　──頑がん張ばれ！




　──負けるな、琴こと音ね！




　弱虫な私の中に生まれた、もう一人の私。




　それはたぶん、恋をする私なんです。




　こんな気持ちは初めてだから、よくわからないけれど。

　秋しゆう馬ましゃんのオナカにモフモフするためだったら、琴音はもっと大それたことだってできちゃう気がしますっ。

「覚かく悟ごしていてくださいね、秋馬しゃん！」

　濡ぬれタオルを両手に抱だきしめて、決意に燃える琴音なのだった。






結婚まで──あと五五kg












　☆☆☆神かん林ばやし憐れんのワンポイントアドバイス☆☆☆







　合宿初日は、大おお村むらくんに運動をしてもらいました。

　運動とダイエットの関係について補足説明をしたいと思います。

　みなさんは、こんな情報を聞いたことがありませんか？

『脂し肪ぼうを減らすには、二〇分以上の連続した運動が必要である』

　昔から、よく言われている言葉ですね。

　最近の研究で、この理論は間違っていることが明らかになりました。

　確かに運動開始直後はカラダを動かすエネルギーとして糖分が多く使われます。ですが、運動初期においても脂肪も分解されてエネルギーとして利用されているとわかったのです。

　もちろん、長時間運動した方が脂肪を減らす効果が高いことは間違いありません。

　しかし、短い時間の運動でも無む駄だにはならないんです。

　わずかな時間で構いません。普ふ段だんの生活に少しずつ運動を取り入れてみましょう。

　きっと、ダイエットの成功率が高まると思いますよ。
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　さまざまな娯楽施設のある時雨しぐれ平だいらホテルにはカラオケルームまで完備されている。

　夕食の後に少しだけ、みんなでカラオケを楽しむことになった。

「「いぇーいっ♪」」

　カラオケルームに、来くる海み＆二戸にのへさんの歌声が響ひびく。

　高たか森もり町ちようにもカラオケ店はある。僕もクラスメイトとたまーに行くけど、そこなんかとは比べものにならないぐらい豪ごう華かな内装だ。ソファはカラダが飲み込まれちゃいそうなぐらいフカフカだし、テーブルは年代物のアンティーク調だった。壁かべにはお高そうな絵画まで掛けられてる。

　そんな高級感溢あふれる洋風の部屋に、来海と二戸さんが唄うたうアニメソングが流れてるのは不似合いだ。

　なにより違和感があるのは女の子たちの格好だろうね。

　ダイエット部の女子の面々は艶あでやかな浴衣ゆかた姿すがただったんだ。

　二戸さん曰いわく『温泉の定番衣装と言えば浴衣だ！　浴衣姿でカラオケ大会としゃれ込もうじゃないか！』だそうで。

　来くる海みはミニ丈たけの黄色い浴衣ゆかた。金魚の柄がら＆大きなリボンがついた帯が可愛かわいい。こーゆーのをおきゃん（死語）っていうのかな。元気な幼なじみにはよく似合ってる。

　一いつ緒しよにマイクを握にぎって踊おどりまくってる二戸にのへさんは、紅葉の柄が入った赤い浴衣ゆかた。クマ形ヘッドセットを外して黙だまって立ってたら、浴衣のパンフレットのモデルだって務まりそうな雰ふん囲い気きだと思う。

　カラオケの歌本を無表情で見つめてる神かん林ばやしさんは、うっすらと雪の結晶が染そめ抜ぬかれた淡あわい水色の浴衣。

　満面の笑みで手て拍びよう子しをしている琴こと音ねさんは、桜舞い散るうす紅色の浴衣。

　春夏秋冬揃そろっていて、艶あでやかさ一二〇％増しって感じだ。洋風アンティークな部屋には、とことん似合わないけどね。

　ちなみに、僕も男物の浴衣を着てる。浴衣姿の僕を見るなり、来海と琴音さんが『お相撲すもうさんみたいっ！』と声を揃えてたっけ（なんとなく、二人のニュアンスに違いがあったような気もする）。

　来海と二戸さんが、振り付けもバッチリにアニソンを歌いきった。

「お二人とも上手ですねっ！」

　琴音さんが盛大な拍手を送る。僕も一緒に手を叩たたいて。

「二戸さん、初音ミ○じゃなくて自分で歌ったらいいのに。きっと人気が出るよ」

「そ、そうか？　検討してみようかな」

　褒ほめられてうれしいのか、二戸さんのアホ毛が左右に揺ゆれた。

「ねえねえ、来海は？　来海はどうだった？」

　僕の隣となりに腰掛けながら、幼なじみが尋たずねてくる。

「すっごくうまかったよ。来くる海みとカラオケ来たの初めてだけど、びっくりしちゃった」

「でしょでしょー？　歌は自信があるのよねっ」

　テーブルの上のジュースを飲みつつ、来海は満足げに微笑ほほえんだ。

「楽しくて、ストレス解消できて、そのうえダイエットにも役立つなんて、カラオケって最高よね！」

　神かん林ばやしさんによれば、カラオケでもカロリーが消費できるらしい。

　一曲につき二〇キロカロリー前後の消費になるそうだ。一〇曲ぐらい歌えば、おにぎり一つ分ぐらい減らしたのと同じ。楽しく瘦やせられるのはありがたい。

「これからもダイエット部の活動として取り入れていきましょう！」

　と、次の曲のイントロが流れ出した。聞いたこと無いけど、ポップな曲調だ。

　二戸にのへさんが「おっ！」と小さく声をあげた。

「コイツは『みゅーみゅ』の曲だな。なかなか渋しぶいチョイスだぞ」

「誰だれ、それ？　グループ？」と、来海が尋たずねる。

「うむ。知る人ぞ知るアイドルユニットだ。去年、惜おしまれつつも解散してしまったがな」

「ほえー、誰だれがいれたの？」

「……私です」

　テーブルに置かれたマイクを取ったのは、神林さんだった。

「なに!?　レンレンがアイドルソング、だと!?」

　二戸さんが驚おどろくのも無理はないよね。意外な組み合わせだと思う。

　来海も「いーんちょがアイドルの歌って、なんかそれっぽくないかも～。校歌とかが似合いそうなのに」なんて、微び妙みように失礼なことを言っている。

「……姉の持ち歌なのです。私も覚えてしまいました」

　お姉さんがアイドル好きなのかな？

　ソファに座ったまま、委員長は無表情で歌いはじめる。

　スピーカーから流れる声を聞いた途と端たん、度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまった。

　神林さん、めちゃくちゃ可愛かわいい歌声だったんだ。

　声はちっちゃめだけど……澄すみ渡わたるようなロリボイスだ。凄すさまじく歌が上う手まい。

　二戸さんがプルプルと感動に打うち震ふるえる。

「こ、こんなところに金の鉱脈が眠ねむっていたとは！　人気歌い手誕生の瞬しゆん間かんだぞ……！」

「しゅ、秋しゆうちゃん、なにぽ～～～っと見み惚ほれてんのよっ」

　僕の横っ腹に肘ひじ鉄てつを入れてきた来海も、口が開きっ放しだった。

　歌い終わった神林さんは静かにテーブルの上にマイクを置く。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後で──ぱちぱちぱちぱちっ!!

　当然ながら、全員が大だい喝かつ采さいだ。すごいよ、神林さん！　びっくりしちゃったよ！

　でも、委員長はあまり納得していないようすだ。

　手ての甲こうでメガネを上げながら、ポツリと呟つぶやく。

「……姉のようにうまくは歌えませんね」

　お姉さん、どんだけ上手なんだろう。一度でいいから生歌を拝はい聴ちようしたいものだよ。天使のような歌声なんだろうな。

　次にマイクを握にぎったのは僕だ。

　神かん林ばやしさんによると、アップテンポの曲をガンガン歌うよりも、バラードをしっとりと歌い上げた方がカロリー消費が多いらしい。

　オナカに力を入れて腹式呼吸を心掛けると、より一層ダイエット効果が高いそうだ。

　だから、ちょっと前に流は行やったラブバラードを入れてみた。

　実は僕も歌は得意なんだよね。

　大だい五ご郎ろうのおっちゃんに頼まれて、高たか森もり町ちようのテーマソング『デカ盛り音頭』を歌ってくれないかって頼まれたぐらいなんだ。

　僕の歌声を聞き終えた来くる海みと琴こと音ねさんは、砂さ漠ばくを放ほう浪ろうした末にオアシスで一週間ぶりのお風ふ呂ろにありついたような──至福の表情で頰ほおを染めていた。

「しゅ、秋しゆうちゃんにバラードなんて歌われても迷めい惑わくなのよねっ。ちょっと歌がうまいからって、イイ気にならないでよね！　そんなんじゃ、来海はちっともドキドキなんてしないだから、このブタ野や郎ろう！」

　ブツクサ文句を言ってたけど……なぜか来海はテーブルの上のリモコンを引ったくって『ラブソング』を検けん索さくし始める。表示された一覧を僕に突きつけてフンと鼻を鳴らした。

「この中にある歌える曲はぜーんぶ歌いなさいっ！　片かたっ端ぱしから入れるわよ！」

　迷惑だったら、どうしてもっと歌わせようとするんだろ。意味がわからないよ？

「次は私の番ですね。カラオケというものに来たのは初めてなのでドキドキですっ」

　マイクを握にぎった琴音さんは、ちょっぴり緊きん張ちようの表情を浮うかべていた。

「流行の歌は知らないのですが、頑かん張ばって歌いますねっ」

　流れてきたのは、シャンソンの名曲だった。お嬢じようさまな琴音さんらしい選曲だと思う。

　アイドルのオーディションを審しん査さする大物プロデューサーみたいな偉そうな態度で、二戸にのへさんが腕組みをした。

「琴にゃんはピアノもプロ級の腕前だったな」

「ぷ、プロ級なんてとんでもありませんが……実は幼い頃ころは声楽を習っていたんですよ。歌うのは大好きなんです」

「うむ。ならば、歌もうまいだろう。さあ、その美声を楽しませてもらおうか！」

　イントロが終わり歌が始まった。

　──そして、カラオケルームが凍こおり付ついた。

　琴こと音ねさん、ものすごく歌が下へ手ただったんだ……。

「♪ぼえ～～～～～～～～～～」

　気持ちよさそうに歌ってるけど、音程は外しまくり！　テンポもずれまくり！

　完かん璧ぺき超人である琴音さんに、こんな弱点があったなんて思いも寄らなかったよ！

　来くる海みが僕の浴衣ゆかたの袖そでを引っ張った。慌あわてたように、小声で尋たずねてくる。

「どどど、どうしよう、秋しゆうちゃん！　リアクションしづらいよぅ！　しかも、『ぼえ～～～』って！　一昔前の歌ヘタ表現だよ！」

「僕に聞かれても困るってばっ！　よし、とりあえず、手て拍びよう子しでもしておこう！」

「ムチャ言わないで！　琴音にゃんの歌声にはリズムってものが存在してないし！」

「♪はゎゎゎゎゎゎ～～～～～～」

「うわーん、耳がもげそうだよ！」

「頑張れ！　耐たえるんだ、来海！」

　あまりの下手さ加減に、二戸さんの装着しているクマ形のイヤーパッドが煙けむりを上げていた。

　神かん林ばやしさんはソファに座ったまま目を閉じて──って、人知れず気絶してる!?

　笑顔で怪音波を発し続けた琴音さんは、満足げにテーブルにマイクを置いた。

「ひさしぶりに歌いましたが、とても気分がいいですねっ」

　琴音さん、音おん痴ちの自覚症状がないのか……！

「昔は声楽をやっていたんだよね？」

「はい。おうちで練習をしていたら、お父さまに『琴音の歌も悪くないが、ピアノを弾ひいてくれないか』なんて頼まれたのでやめてしまいましたが」

　ああ、わかるよ、大だい五ご郎ろうのおっちゃん……。おっちゃんも琴音さんの歌声が、耐たえられなかったんだね……。

　しかも、こんなにニコニコしながら歌われたんじゃ、ツッコミが入れられないよ。

　胸の前で手を組み合わせ、琴音さんは幸せそうに微笑ほほえむ。

「カラオケって楽しいものですね♪　ダイエット部の活動として、これからも取り組むようなら新しい曲も覚えてきますっ」

　ウキウキしているお嬢さまとは対照的に、幼なじみは悲ひ壮そう感かん漂ただよう決意の表情を浮うかべる。

「秋ちゃん……。琴ことにゃんには、お料理を教わるんだもん。お返しに、来海も歌を教えてあげようと思うわ……。この悲劇を繰くり返かえさないために……」

「うん。僕もできる限りの協力をするよ」

　遠い目をして、僕たちは頷うなずき合あうのだった。
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「秋しゆうちゃん、大変だよっ！　ゆっきー☆のようすがおかしいの！」

　合宿二日目。二月一四日の朝は、そんな騒そう々ぞうしい幼なじみの声ではじまった。

「来くる海み、おはよ。ふゎーう……」

　大あくびをしつつ、ベッドの上でカラダを起こす僕。

　ウォークインクローゼットには時計がない。枕まくら元もとに置かれたケータイを手探りする。

「うわ、もう……一〇時半かぁ……」

　ずいぶん遅くまで寝ねちゃったよ。朝食の時間はもう終わってる。

「朝ご飯、食べそびれちゃったなぁ……」

　ペコペコのオナカをさすりつつ、ベッドに横たわった。毛布を首もとまで引っ張り上げる。

　今け朝さは六時近くまで起きてたから、まだ眠ねむいよ。

「オナカが空いてるときは寝直すに限るよね……。あと三〇分だけ寝かせてよ……。おやすみ……Ｚｚｚｚｚ……」

「こらー！　二度寝しちゃダメー！」

　ナイトローブを翻ひるがえしてベッドに飛び乗り、来海は毛布を引っぺがしてきた。

　僕の腕を引っ張って、無理矢理起こそうとする。

「ゆっきー☆のようすがヘンだって言ってるでしょー!?」

「二戸にのへさんがヘンなのは、いつものことだと思うけどなぁ……」

「今日は特別ヘンなんだってばぁ！　早く起きてよ、秋ちゃん！」

　幼なじみの表情は鬼き気き迫せまるものだった。ぷにっとしたほっぺが強こわばってる。

　……まさか、本当に二戸さんに異変が起こったの？

　大急ぎで飛び起き、クローゼットを飛び出した。

　来海に引っ張られて寝室へと駆かけ込こむ。

　部屋に入った瞬しゆん間かん、僕も異変に気付いた。

　ベッドの上にクマがいたんだ。

　もっと正確に言うなら、クマの着ぐるみを装着した二戸さんがベッドに横たわってた。

　いつものクマヘッドだけでなく、クマ形のボディスーツも身に着けてる。

　ぶっとい手足には大きな肉球。丸いシッポ。全体的にモコモコした可愛かわいらしいフォルムだ。

　そんなテディベアと化した二戸さんが──しくしくしくしく。

　ベッドの上で丸まって膝ひざを抱かかえ、さめざめと泣きじゃくっていた。

　既すでに普ふ段だん着ぎに着替えてる神林さんが、心配げに眉まゆ根ねを寄せる。

「どうして泣いているんですか？　理由を教えてください」

「お気分が悪いのですか？　私に出来ることでしたら、なんでも仰おつしやってくださいまし」

　大きな胸の前で手を組み合わせ、琴こと音ねさんも心配そうな表情を浮うかべた。森で傷ついた動物に出で逢あったお姫ひめさま──童話のワンシーンを彷ほう彿ふつとさせる姿だ。

　クマと化した二戸にのへさんは横たわったまま、首を横に振ふった。

「くすんくすん……私のことなんて放っておいてくれ。もうダメだオシマイだ。このまま冬とう眠みんしてしまおう。ちょっと雪山まで行ってくる……」

　来くる海みの漏もらした微かすかなため息の音が、僕の耳に届いた。

「朝からこの調子なのよ。こんなのゆっきー☆らしくないわ。秋しゆうちゃん、早くなんとかしてっ！」

　いつもの僕なら『えええっ!?　なんとかしてって言われても困るって！　ムチャぶりはやめてよー！』なぁんて慌あわてふためくところだろう。

　でも、このときは違った。笑顔で親指を立てて見せる。

「ＯＫ！　任せておいてよ！」

　幸いにも二戸さんのこの症状について対処法を知ってたんだ。

　二戸さんと知り合ったのは高校で同じクラスになってからだ。でも、かなり仲はいい方じゃないかな。ひょっとしたら男の友だちよりもよく喋しやべるかもしれない。被写体と動画制作者という間あいだ柄がらだけどね。

　彼女が横たわっているベッドに腰掛けた。

　サイドチェストに無む造ぞう作さに放置されていたタブレットＰＣを手に取る。

「二戸さん、ちょっとパソコン借りるよ」

　クマヘッドの中から、呻うめくような涙なみだ声ごえが返ってきた。

「……くすんくすん、好きにするがいい。もはや私には必要ないものだ。形見としてダイソンにあげよう。おまえには世話になったな」

　ＰＣを起動し、ブラウザーを立ち上げて。動画投とう稿こうサイト『ヌコヌコ動画』にアクセスする。二戸さんが投稿した動画を検けん索さく。二〇〇本近い動画の中から、わりと再生数が多いものを選んで再生した。

『【作曲してみた】ダイソンのバトルテーマ【大食い】』という動画だ。

　ＲＰＧのボス戦みたいな荘そう厳ごんな曲を、初音ミ○が歌ってる。

　曲に合わせ、フードファイトで活かつ躍やくする僕の写真が表示されていた。二戸さんの編集のテクニックのおかげか、大量の食べ物に立ち向かう僕の姿が歴戦の勇士に見える。

　コメント職人によって『これは脂し肪ぼうではない。拘こう束そく具ぐだ』『花より団子、だと？　バカを言うな！　俺おれは花も食う！』『俺が全部食ってやる。おまえの苦しみも痛みも』なぁんてセリフが添そえられていて、これまた格好いい。

「二戸さんの作った動画は面白いね。コメント欄らんもすごく盛り上がってるし」

　泣き続けていた二戸さんが、ピクッと動いた。ボタンでできたクマの両目がこっちを見つめてくる。

「……本当か？」

「ウソじゃないって。ノンビリ屋の僕が凛り々りしく見えるなんて、すごい編集テクだよ」

　クマがベッドの上を這はってきた。黒い鼻先がくっつくほどにクマフェイスを寄せてくる。近っ！　顔がめっちゃ近い！

「……本当に本当か？」

「曲もイイわよね。普ふ通つうにゲームで流れててもおかしくないわ。プロ級だと思う！」

　素直に驚おどろいた感じで、来くる海みが感かん嘆たんの声をあげる。

「そ、それほどでも……あるけど」

　僕と幼なじみに立て続けに褒ほめられて、クマのほっぺが照れたようにピンクに染まったような気がした。

　琴こと音ねさんが瞳ひとみをハート形にして、ＰＣのモニタを見つめる。

「こんな素敵な秋しゆう馬ましゃんの動画があったなんて知りませんでした……♡　私は二戸にのへさんの動画の大ファンなんですよ。特に『高たか森もり町ちようフードファイト』のシリーズは最高です！」

「ほらね、二戸さんの新作動画を待ちわびている人たちは多いと思うよ。ヘコんでる場合じゃないって！」

「……うむ。みんなの言う通りだな」

　すぽんっ！──音が出そうなほど勢いよく、二戸さんはクマヘッドを外す。

　長い黒くろ髪かみがふわりと広がった。頭のテッペンには盛大にアホ毛が立ちまくってる。

「この私が動画制作をやめるなんて人類の損失だ！　新作動画がコケたのは、なにかの間違いに違いないっ！　次の動画は大ヒットをものにしてみせるぞ！　ワクテカしながら待っているがいい、ヌコ厨ちゆうどもめっ！　あはははは！」

　よかった。無事にドン底状態から復帰してくれたみたいだね。

　僕はホッと胸を撫なで下おろろした。

　二戸さんは自作動画の評判が極端に悪いと鬱うつ状態に陥おちいって子どもみたいに泣き出しちゃうんだ。『二戸さんの動画は面白いなぁ』って褒めてあげると、すぐに復活するんだけどね。

　神かん林ばやしさんが安あん堵どの息を漏もらしながら、手ての甲こうでメガネを上げた。

「合宿中に動画を投とう稿こうなさったんですか？」

「うむ。二月一四日に合わせて、バレンタイン動画を作っておいたんだよ。昨日の夜、アップロードしておいたんだ」

　僕の手からタブレットＰＣを引ったくる二戸さん。大きな肉球で器用にタッチパネルを操作する。

「これこれ。この動画」

　タイトルは『【ゆっきー☆】チ○ルチョコががったいして　キングチ○ルになった！【バレンタイン】』。

　さまざまな味のチ○ルチョコを買いまくり、溶とかしてまとめて巨きよ大だいチ○ルを作成する。そして食べる！──そんな実験動画だった。

「かなり面白そうだよ？　相変わらずクマの被り物はシュールだけど」

　僕の言葉に二戸にのへさんは肩を竦すくめた。頭のテッペンに伸のびているアホ毛も萎しおれてしまう。

「私もそう思うのだが……なぜかコメント荒あららしが沸わいてしまったのだ」

　コメント荒らしというのは、動画に悪口なんかを書き込む人たちのことらしい。

「こんなことならネタ動画ではなく萌もえ系の動画を作っておくべきだったか……」

　後こう悔かいに満ちた表情でブラウザーを閉じつつ、二戸さんが質問してきた。

「なあ、ダイソン。世のハラペコ青少年どもは、どんな風にバレンタインチョコをもらったらトキメキを感じるんだ？　来年のバレンタインは万人に喜ばれる動画を作りたい」

「うーん、僕はチョコが食べられるなら、いつでも胸と胃い袋ぶくろが高鳴っちゃうからなぁ」

「参考にならん」

　やり取りを聞いていた来くる海みが腕組みをしてジト目をする。

「フン、秋しゆうちゃんがおデブじゃなかったら、チョコを渡すとこ実演できたのにねっ。今年はあげられないじゃない」

「残念だなぁ……。チョコ欲しかったよ……」

「えっ？　来海のバレンタインチョコ……そんなにもらいたかったの？」

「当然だよ。たとえ義理チョコでも大喜びに決まってる」

　カカオのほろ苦さ。そして、トロけるような甘さ。チョコレートはお菓か子しの王様だもんね。もらえるなら、なんでももらうよ。ああ、チョコ食べたい。

　じゅるりとヨダレを拭ぬぐった僕に気付かず、来海は顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。唇くちびるを尖とがらせてブツクサと呟つぶやく。

「く、来海だってあげたかったしっ。ダイエット中でなければ、すっごいのあげる予定だったしっ」

　眉まゆをハの字にして、琴こと音ねさんも残念そうな表情をした。

「時雨平ホテルではバレンタインフェアを開催中なんです。レストランもカフェも売店も、チョコレートづくしなんですよ。堪たん能のうできないのは悲しいですね」

　消え入りそうなほど小声で付け加える。

「秋しゆう馬ましゃんがチョコを美お味いしそうに頰ほお張ばる姿、見たかったです。きっと素敵なんだろうなぁ……」

　琴音さんが大きな胸をしぼませるように切なげな息を吐はいた。

「「「ほへは～っ……」」」

　つられるように、僕、来海、二戸さんの三人も同時に深いため息。

　残念無念な雰ふん囲い気きがスウィートルームに広がる。まるで重力が増してしまったみたいに、空気が重苦しくなる。

　沈ちん鬱うつな静せい寂じやくを振ふり払はらったのは神かん林ばやしさんだった。抑よく揚ように乏とぼしい声で爆弾発言をカマしたんだ。

「……大おお村むらくん。今日はチョコレートを食べてもいいですよ」

　石化の魔ま法ほうを掛けられたみたいに、僕は固まった。

　……いま、ものすごくうれしい発言が聞こえた気がする。

「食べても、いいの？」

「いいワケないでしょー！」

　手ての甲こうで僕の肩を叩たたくようにして、来くる海みがツッコミを入れてきた。

「ダイエット中にチョコなんてダメに決まってるじゃない。絶対に太っちゃうわ」

　そりゃそうだよね。来海の言う通りだ。

　ダイエットの知識が乏しい僕ですら、チョコには太りそうだってイメージがある。減量中に食べちゃいけない食材の筆頭にあげられると思うよ。

　ところが、神林さんは表情一つ変えずに、さらに驚おどろくようなことを口にしたんだ。

「チョコレートだけでなく、今日はなにを食べても構いません。ラーメンでも、唐から揚あげでも、ステーキでも、ピザでも」

「全部、僕の好物ばっかりだ……！」「太りそうなものばっかりじゃない……！」

　僕の喜びの声に、来海のうめきが被かぶった。

「今まで真しん剣けんに食事制限を続けてきたのに……突とつ然ぜん、どうしたんだ？　ダイエットをやめてしまう気か？　大食い動画をまた撮とれるようになるのはありがたいが……」

　着ぐるみのモコモコした腕を組んで、二戸にのへさんが心配そうに尋たずねる。

「いいえ。これも停滞期対策の一いつ環かんなのです。合宿二日目は『チートデー』にしようと思っています」








○停滞期の対処法！　─その３─




『チートデー』を設けてみよう！









「チートデーとは『食事制限を解除する日』のことを言います。……停滞期がなぜ発生するのか、その理由をお話ししました。覚えていますか？」

「もちろん。ホメ夫のヤツが勘かん違ちがいしちゃうのが原因なのよね？」

　食事制限を続けていると、カラダは『今は飢き餓が状態だ！』と認にん識しきしてしまう。

　危険を察知したカラダは恒こう常じよう性せい──ホメオスタシスという特性を発揮。飢餓に備えようとエネルギーの消費を抑よく制せいして、脂し肪ぼうが減りづらくなっる。

　これが停滞期が発生する理由だ。僕の体重が減らなくなったのもホメ夫のせいなんだよね。

「停滞期対策として『お祝いをすること』と『今までと違うダイエット方法を試すこと』の二つを試してもらいました。これらは主にモチベーションアップが目的です」

　ココロが折れてしまいがちな停滞期でも絶対にダイエットをやめないこと──それが一番重要だって神かん林ばやしさんは言ってた。

「停滞期でもめげずにダイエットを続けていると、やがてホメ夫は『飢き餓が状態かと警けい戒かいしてたけど……瘦やせても危険はなさそうだな』と判断してくれます。再び体重が減り始めるのです」

「ホメ夫が安心してくれなきゃ、停滞期は抜ぬけられないんだね」と僕。

「その通り。そして、三つ目の対策──チートデーはホメ夫を安心させるために行います。『今は飢餓状態じゃないよ。食べようと思えば、いっぱい食べられるんだよー』と教えてあげるために、敢あえて食事をしっかり摂とる日を設けるのです」

　厳しい食事制限をひたすら続けるより、チートデーを設けた方が停滞期を早く抜けられる場合が多いんだって。ごはんを食べた方が結果的に瘦せちゃうなんて不思議だなぁ。

「意図的にズルをして食事制限をサボるから『チートデーズルの日』なのか。面白いネーミングだな」

　二戸にのへさんによれば、ネトゲなんかでイカサマをすることを『チート』って言うらしい。

「チートデーというのは、ボディビルディングなどの選手が使う専門用語なんですよ」

　補足説明をしつつ、神林さんはチートデーをする場合の注意点を教えてくれた。
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「なにをどれだけ食べてもいいなんて最高すぎるよ！　いやっっっふ～～～～っっっ!!」

　飛び上がってガッツポーズする僕。

　なに食べようかな？　ラーメンとカレーは確定として……揚あげ物ものも外せないよね。揚げたてのトンカツなんか最高！　ソースをたっぷり掛けて、口いっぱいに頰ほお張ばるんだ。ちょっとぐらい火傷やけどしたって構わないよ！

「大おお村むらくん、浮かれすぎてはいけませんよ」

　脳内でエア食事をはじめてしまった僕に、神かん林ばやしさんが慌あわてたように釘くぎを刺さした。

「軽い気持ちで行っては危険です。チートデーが原因でダイエットに失敗することもあり得るんですからねっ」

「……そうなの？」

「はい。一日だけ食事制限を解除するつもりが、我が慢まんできずに翌日以降も大食いを続けてしまい──ダイエットをやめてしまう。そんな失敗パターンが多いのです」

　神林さんによると、チートデーを取り入れるよりも休みなく食事制限を続ける方が精神的にはラクなんだそうだ。

　例えば、遠足で山登りをしたときのこと。調子よく登っていたハズなのに、休きゆう憩けいした途と端たんに足がダルくなって歩きたくなくなる経験ってのは誰だれしもあると思う。

　緊きん張ちようの糸を緩ゆるめてしまうと、人のカラダは怠なまけてしまうものなのかもしれないね。

「いいですか。チートデーは一日だけ。事前に決めた日に行うように心掛けてください。堪たえきれず大食いしてしまったのを『今日はチートデーってことにしよう！』と後で許すのもナシですよ。ダイエットを続ける強い意思がある方だけ、チートデーを取り入れるようにしてください」

　神林さんは背せ伸のびをして、僕に向かって人差し指を突きつけた。

「それから、あまりにも無茶な食べ方は控ひかえること。チートデーは基本的になにをどれだけ食べてもいいですが、最低限の節度は守るべきです。身体を壊こわしては意味がありません。約束できますか？」

　ごはんがいっぱい食べられると思ってテンションが上がっちゃってたけど……話を聞いてるうちに不安になって来ちゃうよ。

「……うーん、ちょっと自信がないなぁ」

　グーグーと鳴りだしたオナカに手を当てて、僕はうつむく。

「僕、食べるコトに関しては我慢ができない方だからさ……」

「来くる海みも秋しゆうちゃんにチョコあげたいとこだけど……ダイエットの失敗の原因になっちゃうかも～なんて言われたら心配になっちゃうわね……」

「むむっ！　ひらめいた！」

　ぴこんっ！──二戸にのへさんのアホ毛が立ち上がった。

「ダイソンに自由に食べさせると、ホテルにある食べ物を全て平らげてしまうだろう。だから、ちょっとだけ制限をつけてはどうだ!?」

「制限とは、どんなものでしょう？」

　神かん林ばやしさんの問いに、二戸にのへさんがドヤ顔で答える。

「『女の子からプレゼントされた食べ物のみ、好きなだけ食べてもいい』というルールをつけるんだよ」

　琴こと音ねさんが顎あごの先に人差し指をつけて、小鳥のように首を傾かしげる。

「秋しゆう馬ましゃんがご自分でチョコを買って食べるのは禁止。ですが、私や神林さんがプレゼントしたら、それは食べてもいいというコトでしょうか？」

「うむ。実にバレンタインらしいルールだろう？　そして、ダイソンに頼たのみがある。チートデーの終わりに、どんな風にチョコをプレゼントされるのが一番うれしかったか、私に教えて欲しいのだ」

　タブレットＰＣのモニタを切なげな瞳ひとみで見つめ、二戸さんは続けた。

「今年のバレンタイン動画は荒あらされてしまった……。しかし、来年こそはみんなに大喜びして欲しいからなっ。どんな動画を作ればハラペコな青少年たちが食いつくのか参考にさせてくれ！」

　感心したように「すごーい！」と声を上げて来くる海みは手を叩たたいた。

「イイ考えだと思うわ。チートデーをしても秋しゆうちゃんが食べ過ぎちゃうこともないし。ゆっきー☆はバレンタイン動画のアイデアをゲットできるし。来海も秋ちゃんにチョコをプレゼントしまくれるしっ」

　勢いよくまくし立てた後で、両手をバタつかせて付け加える。

「あ、来海はおデブにチョコをあげるなんてヤダけどねっ。ダイエットのために仕方なくあげるのよっ。……でも、おおむねみんなが幸せになっちゃう素晴らしいルールだと思う！　秋ちゃんはどうどう？」

「もちろん、構わないよ！」

　好き勝手にメニューが選べないのはもどかしい。でも、そもそもダイエット中にチョコが食べられるとは思ってなかったからね。僕にとってもラッキーだ。

　その上、二戸さんの役に立つなら一石二鳥だよね。僕に異存があるワケないよ。

「よーし、決まりだな！」

　クマの着ぐるみを装着した二戸さんが、勢いよくベッドから立ち上がる。両足の肉球から『ぴぽっ♪』と可愛かわいい音が響ひびいた。

「ではでは、ダイエット部冬合宿特別企画！　題して、『一番萌もえちゃうチョコの渡し方はどれだ？　チートチート☆バレンタインコンテスト』を開かい催さいするぞーっ！　みんなでダイソンにチョコをプレゼントしまくるんだーっ！　ＧＯＧＯ！」

「「おおーっ！」」

　元気よく拳こぶしを突き上げる僕と来くる海み。

「お……おーっ」

　ワンテンポ遅れて、琴音さんも控ひかえめに手をグーにする。彼女もチョコをくれるつもりなのかな？

　朝っぱらから二戸にのへさんに大変なコトが起こったなんて聞かされたときは、どうなることかと思ったけど……予想外に幸せなイベントがはじまっちゃったよ。

　楽しみすぎて、夢と希望で胸が膨ふくらんでしまう。

　ついでに、オナカも膨れちゃう展開だと最高にうれしいです！
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　フードファイターとして活かつ躍やくしていた僕にとって、バレンタインデーは一つの『稼かせぎ時』だったと言っていいだろう。

　この時期の高たか森もり町ちようでは、チョコを使った特別メニューの大食い対決が頻ひん繁ぱんに開かれる。

　優勝賞品としてバレンタインにちなんだチョコ系のお菓か子し（チョコバー一年分とか。板チョコ一〇ケースとか）をもらえるコトが多いから、僕は欠かさずに出場していたんだ。

　僕ほどの大食らいとなると、おやつ代もバカにならないからね。莫ばく大だいな費用を少しでも浮うかせるために、バレンタインデーの存在はありがたかった。

　えー、つまり、なにが言いたいかっていうと。

　女の子が男の子にチョコをプレゼントする──ごく普ふ通つうのバレンタインデーの過ごし方を、これまでしてこなかったんだよ。

　ちっちゃい頃ころに来海にチョコをもらって以来、数年ぶりに女の子からチョコレートをプレゼントしてもらうコトになったんだ。

　そしたらまあ、びっくりした。今まで気付かなかったよ。

　女の子からバレンタインチョコをもらうのってドキドキしちゃうものなんだね……。




　料理が得意な琴音さんは、手作りのチョコ菓子をたくさん作ってくれた。

　ホテル内で営業してる小さな喫きつ茶さ店てんを貸しきりにして、僕にお菓子を振ふる舞まってくれたんだ。貸し切りにしちゃうってのはすごいなぁ。さすがはホテルのオーナーの娘さんだと感心せざるを得ない。

「どうぞ、お座りになってください」

　椅い子すを引いてくれた琴音さんの前で立ち尽くしてしまった。

　大きなテーブルの上に、チョコケーキにチョコパフェ。ガトーショコラにショコラトリュフ。チョコクリーム入りのパイやチョコクッキーなどなど。美お味いしそうなチョコレートのお菓か子しがところ狭せましと並べられていたんだ。

　同じぐらい驚おどろいたのが、琴こと音ねさんの服装だ。黒いワンピースに、白いエプロン＆フリル付きのカチューシャ──古風なメイドさんのコスプレをしてたんだよ。

　アンティークを基調とした内装だったせいもあって、喫きつ茶さ店てんは大だい邸てい宅たくのティールームのような雰ふん囲い気きを醸かもし出だしてる。大だい富ふ豪ごうにでもなった気分だ。

　ドギマギしながら椅い子すに腰掛けて、琴音さんに尋たずねる。

「……た、食べてもいいのかな？」

「もちろんです。秋しゆう馬ましゃんのために腕によりを掛けてお作りしました」

「それじゃ、遠えん慮りよ無く……」

　チョコパイをワンピース、口に放り込む。

　パイ生地のサクッとした歯ごたえ。続けて広がる、チョコの甘さとナッツの香こうばしさ。

「うまああああああいっ!!」

　世が世なら、同じ重さの金と交換されてもおかしくないぐらいのうまさだ。

　あまりの美味しさに、すぐに手が止まらなくなってしまう。

　チョコケーキを口に放り込み、チョコパフェをスプーンで搔かき込こんだ。

「すごいよ、琴音さん！　どれもこれも美味しい！　幸せすぎるっ！」

　メイド服姿の琴音さんは、はにかんだように微笑ほほえんだ。

「うふふ、そう言ってくださると、私もとってもうれしいです」

　ちょっぴりピンク色に染まったほっぺを銀色のお盆ぼんで隠かくして。

「美味しそうにお菓子を頰ほお張ばる秋馬しゃんを間近で見ていられるなんて……私も幸せすぎます♡　ハァハァ……」

　どうして吐と息いきが荒あらくなってるんだろう。心なしか瞳ひとみが♡形になっているような……。

　首を傾かしげながら、シュークリームを口に押し込む。

　うわ、こりゃまた美味だよ！　チョコクリームの上品な甘さとシュー生地のサクッと感が絶ぜつ妙みようにマッチしてる。これならいくらでも食べられちゃうよ！

　さらにお菓子を食べるスピードが上がってしまう。

　と、琴音さんが僕に歩み寄ってきた。

　幸せそうな笑えみを浮かべて、僕に顔を近づけてくる。

「うふふ、秋馬しゃん。ほっぺにケーキがくっついてらっしゃいます」

「え？　ホント？」

　スポンジのカケラがついちゃってるのかな。

　僕は綺き麗れいに食べることには定評がある。大食い動画を観てくれた視聴者たちも、いつも褒ほめてくれるからね。

　琴こと音ねさんのお菓か子しのあまりの美お味いしさに、急いで食べ過ぎちゃったのかもしれない。

　子どもみたいで恥ずかしいなぁ……なんて思いつつ、手ての甲こうで頰ほおを擦こすった。

「反対側ですよ。私がとって差し上げますね」

　僕の傍かたわらに跪ひざまずいた琴音さんは、僕のほっぺに指を伸のばしてケーキのカケラをつまんだ。

「♪お弁当つけてどこいくの～」

　調子っぱずれな歌声を響ひびかせつつ──ひょい、ぱくっ。

　た、食べちゃった!?

「うんっ、我ながらイイお味だと思いますっ。……あら？　どうなさいました？　お目々がまん丸になってらっしゃいます」

「ま、まさか、食べちゃうと思わなかったから、びっくりしちゃって……」

「はゎっ……！」

　見る間に琴音さんの顔が真っ赤になってしまった。

「も、申し訳ありませんっ。私には幼い甥おいっ子がおりまして、一いつ緒しよに食事をするときはいつもこんな感じでしてっ。ついつい同じように……はゎゎゎ」

「僕の方こそ、ごめんね。食べ方が汚かったよね。子どもみたいで恥ずかしいよ」

「そんなことありません！　元気に頰ほお張ばる秋しゆう馬ましゃんは、とっても可愛いと……って、私はなにを言ってるんでしょうかっ！」

　そんなやり取りがあったせいで、ずっとドキドキしながらお菓子を食べることになっちゃったんだ。

　もちろん、全てのスウィーツを美味しく平らげたんだけどね。







　さらに加えて。

　不覚にも、僕は二戸にのへさんにチョコをもらったときもドキドキしてしまった。

　琴音さんのお菓子を完食した僕が、幸せを嚙かみしめつつスウィートルームのクローゼットで休んでいたときのことだ。

「ダイソーン！　ハッピー・バレンタイン！」

　そんな謎なぞの言葉を叫さけびつつ、二戸さんがクローゼットに飛び込んできた。

　頭にはおなじみのクマヘッド。ミニスカナースのコスプレに身をまとってる。白いニーソに包まれた美び脚きやくが目に眩まぶしかった。

　……てゆか、どうして女性看護師さんの格好をしてるんだろ？

　僕の疑問を察知したかのように、二戸さんはウインク一発。拳けん銃じゆうを撃うつようなポーズを決める。

「バレンタ医院のナースさんというコンセプトなのだ！　届け、愛の処しよ方ほう箋せん！」

「なるほど。バレンタインの『イン』と『医院』が掛かっているんだね！　あはは、二戸にのへさんは愉ゆ快かいだね」

「……くっ！　しょーもないボケをわざわざ解説してしまうという、新手のツッコミか。腕をあげたな、ダイソン」

　悔くやしげに吐はき捨すててつつ、二戸さんはプッキーを取りだした。

　プッキーは言わずと知れた、プレッツェルにチョコが掛かってる国民的なチョコ菓が子し。僕も大好きだ。一一月一一日だけじゃなく、毎月一の付く日は全てプッキーの日に認定したいぐらいだ。

　二戸さんはクローゼットに置かれたベッドにアヒル座り。僕と向かい合うように座って、プッキーの封ふうを切った。

「私もダイソンにバレンタインチョコをあげにきたのだ。男子だったら誰だれでも喜んじゃうとっておきの方法でな！」

　プッキーを一本取り出して、クマの口元に装着する。

　そして、キスをするみたいに僕の方にクマフェイスを突き出してきた。

「そ、その体勢は、まさか……！」

「ふふふ、気付いたようだな。そうとも、プッキーゲームだ！」

　プッキーゲームとは、口にくわえたプッキーを男女が両りよう端はしから食べていき、より短い距離まで食べ進むことができたペアが勝利する──というルールのゲームなんだそうな。

「キスの雰ふん囲い気きをゲーム感覚で味わうことができる。ハラペコな青少年ならばドキドキせずにはいられないチョコの食べ方なのだ。これは口にくわえた短刀で戦い合った古代中国の決けつ闘とう法ほう『歩ぷ鬼き居い芸げい無む』に由来した危険な遊技であると民なんとか書しよ房ぼうの歴史書にも記されているとかいないとか」

「ホントに!?」

「ウソだ。ほらほら、食べるがいい！」

　四つんばいになった二戸さんは、催さい促そくするようにクマの頭を振ふった。プッキーの先せん端たんがオーケストラを指揮してるみたいに揺ゆれまくる。

「プッキーは大好きだから、食べろって言われたら喜んで頂くけど……ホントにいいの？」

「構わないと言っているだろう。さっさと食べて感想を聞かせてくれ。今後のバレンタイン動画に活かそうと思う」

「そこまで言うなら……食べるよ」

　女の子とプッキーゲームなんて、普ふ通つうならできっこない。でも、二戸さんはクマヘッドを装着してる。唇くちびるに僕の口が触ふれちゃう心配はないから安心だ。

　二戸さんの両肩に手を置いた。クマの着ぐるみ顔と見つめ合うポーズになる。

「じゃ、いただきます」

　プッキー先せん端たんをくわえる。唇くちびるに微かすかなチョコの風味を感じた瞬しゆん間かん。

　──サクサクサクサクサクサクサクサクっ。

　我が慢まんできずにプッキーを一気食い！

　勢い余って、クマヘッドの口に僕の唇が触ふれてしまった。

「…………」

「モグモグ……ごめんね。着ぐるみに口が当たっちゃったよ。やっぱりプッキーは美お味いしいね。チョコレート菓子の定番の座は揺るがないなぁ。すごくうまい」

「…………」

「どうしたの？　黙だまりこくって」

「び、びっくりして腰が抜ぬけた……」

　ベッドの上にへたり込んだまま、二戸にのへさんはクマの被かぶりものを外した。

　……あれれ？　どういうこと？

　あの二戸さんが、照れた頰ほおを染めてるよ。

　水着でダンスしたり、マイクを片手に絶ぜつ叫きようしたり。動画の中では、とんでもないことを恥ずかしげもなくやってるのに。

「ぐぬぬ、これは由ゆ々ゆしき事態だぞ……。思いの外、恥ずかしかった」

　ナースキャップからはみ出たアホ毛を手ぐしで直しつつ、二戸さんは悔くやしげに唇を嚙かむ。

「……このゆっきー☆ともあろうものが、クマにダイソンの唇が触れた程度のコトで照れているようではいかん。萌もえ動画なんて撮とれないじゃないか。精進が必要だぞ」

「二戸さんでも恥ずかしがることがあるんだねぇ」

「仕方が無かろう。私は男とちゅーなんてしたことがないからな」

「……え？　そうなの？」

　いつもアグレッシブな発言をしてるから、てっきり二戸さんはいろいろと進んでいるのかな～なんて思ってた。

　自信満々に胸を張って、ヌコ厨ちゆうなクラスメイトは言い切る。

「動画が私の恋人なのだっ！　毎年、クリスマスは生放送をして過ごしています！」

「うわ。人としてどうかと思う」

「去年のクリスマスを七面鳥の大食い大会で過ごしたヤツに言われたくないぞ」

「優勝したんだからいいじゃないか」

「勝てばいいってもんじゃない」

　文句を言いながらも二戸さんはプッキーをもう一本取り出した。

　端はしっこを口にくわえ、僕の方に唇を突き出す。

「さあ、もう一度だ！」

「ええっ!?　クマを被ってないじゃないか！」

「うむ。失敗したら大だい惨さん事じだぞ。心して食べるように！　さあ、来い！」

「いや、さすがにマズイって！」

「──んっ！」

　キスを催さい促そくするみたいに、目をつぶって顔を近づけてきた。

　二戸にのへさんはクール系な美女なんだ。黙だまってさえいればモデルとして通用する。

　そんな美少女のキス顔っぽい表情を見せられたら……ああもうっ。なんだか鼓こ動どうが高鳴っちゃうよ。二戸さんにドキドキさせられるのは無性に悔くやしいのは、なんでかな。

　内心でツッコミをいれまくりつつ──仕方なく反対側からプッキーを食べる僕。

　細心の注意を払はらったおかげで、彼女のファーストキスを奪うばわずに済んだ。

　でも、一箱食べ終わる頃ころには、グッタリと疲れ果てる羽は目めに陥おちいっちゃったよ……。







　さらに。神かん林ばやしさんにも僕はドキドキさせられしまった。

「神林さん、どこにいるんだろ？」

　ホテルの裏口から駐車場へと出た僕は、辺りを見回す。

　外は雪が降っていた。駐車場に停まっているどの車にも、こんもりと雪が積もってる。カラフルな車体と純白の積雪のコントラストを見てると、かき氷を連想してしまう。イチゴミルクのかき氷の練乳をたっぷり掛けて、一気に搔かき込こみたいなぁ。頭がきーんと痛くなるのも醍だい醐ご味みだよね。

　じゅるりとヨダレを拭ぬぐいつつ、神林さんを探す。

『ホテルの裏まで来てください』

　そんなメールがクラス委員長から届いたんだ。

　辺りに人ひと影かげはない。お客さんどころか従業員の姿すらなかった。

　こんなところで、どんな用事があるんだろ？

「……大おお村むらくん」

　非常階段の下。庇ひさしのようになっている場所に神林さんが立っていた。

　純白のコートと同じ色のマフラー。モコモコした毛糸の帽子──白を基調とした服装であることに加えて、彼女はお肌はだも透すき通とおるように白い。冬景色の中に立っていると、まるで雪の妖よう精せいみたいだな、なんて思った。そんな例え方をしたら、来海に笑われちゃいそうだけど。

　雪を避さけるために頭を手で覆おおって、非常階段の下に駆かけ込こんだ。

「すごい雪だねぇ。今夜は積もっちゃいそうだよ」

　腕やら肩に積もった雪を払いつつ、神林さんに尋たずねる。

「それで、どうしたの？」

「…………」

　委員長は返事をしなかった。

　ガラス玉みたいな瞳ひとみで、ジッと僕を見上げてる。

　なにかを隠かくしてるみたいに両手を背中に回したままだ。

　舞まい散ちる雪の積もる音さえ聞こえそうな、長い沈ちん黙もくの後で。

「……私も」

　神かん林ばやしさんが抑よく揚ように乏とぼしい声で告げた。

「大おお村むらくんにチョコレートを差し上げようかと思いまして」

　コホンと小さく咳せぎ払ばらいをして、ダイエットの解説をするような真面目な口調で続ける。

「色いろ恋こい沙ざ汰たには疎うとい私ですが、バレンタインデーの概がい念ねんについては理解をしています。チョコレートに託たくして、女の子が恋心を男の子に伝える日なのですよね？」

「まあ、一般的にはそうだね」

「二戸にのへさんに、どうしても私からもチョコをあげて欲しいと頼まれましたのでプレゼントをすることにします」

　神林さんは背中に回していた手を、僕の方に差し出した。

「……ど、どうぞ」

　銀紙に包まれた小さな小さなハート形のチョコを、両手の指先で大事そうに摘つまんでいる。

　いつもながらの無表情だったけれど、目元が微かすかにピンク色になっていた。指先も緊きん張ちようしたように震ふるえてる。

「ありがとう、神林さん！　たとえ義理チョコでもすっごいうれしいよ！」

　どんなに小さくてもチョコはチョコだもんね！

　僕の言葉に、委員長は首を傾かしげる。

「……義理チョコ、とはなんですか？」

「へ？　知らないの？」

　義理チョコについて神林さんに説明してあげた。

「恋の告白じゃなくて、挨あい拶さつ代わりに配るチョコのことだよ」

「そ、そんなものがあったのですね……知りませんでした……」

「あはは、神林さんはバレンタインにプレゼントするチョコは全部『本命チョコ』だと思ってたの？」

「…………」

　返事の代わりに、神林さんの顔がみるみる真っ赤になってしまった。

「ま、まさか……」

　僕は手渡された、小さなハートチョコを見つめる。

「これって本命チョコなの……？」

　チョコのサイズから考えて、『大好きってワケじゃないけど。ほんのちょっとだけなら、僕のコトを嫌きらいじゃないかも』なぁんて意味なのかな？

「ち、ちちち、違いますっ！」

　ギュッと目を閉じて、首を大きく横に振ふる神かん林ばやしさん。

「それは義理チョコというものです！　間違えてもらっては困ります！」

　耐たえきれなくなったみたいに、ホテルの裏口の方へと走っていってしまった。

　一人残された僕は、驚おどろきのあまり呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまう。

「……はぁ、びっくりしちゃった」

　なに勘かん違ちがいしてるんだよ、僕は。

　白い息を盛大に吐はきつつ神林さんからもらったチョコの銀紙を解いた。口に放り込む。

　ハート形のミルクチョコは、ちっちゃいけれどトロけるように甘くって。

　その甘さに、なぜだか僕の心臓は高鳴ってしまった。







　さらにさらに。来くる海みがくれたチョコも破壊力抜ばつ群ぐんだった。

　スウィートルームのクローゼットへと戻もどると、ベッドに幼なじみが座っていた。

「遅かったわね、秋しゆうちゃん」

「ひょっとして、僕のこと待ってたの？　ごめんね、神林さんに呼び出されてたんだ」

　ジャンパーをクローゼットに掛けつつ、ベッドの上にいる来海に謝ろうとして。

「って、来海!?　なんだよ、その格好!!」

　驚きすぎて目玉がロケットみたいに発射されるかと思った。

　ベッドの縁に腰掛けてる幼なじみは、とんでもない服装をしてたんだ。

　──いや、これは服なんて呼べるレベルじゃないかな。

　来海のヤツ、カラダにピンク色リボンを巻き付けてたんだよ！

　二つに結わえた髪かみには、プレゼントの箱につけるような華はなやかなリボン飾かざり。胸元や腰回りが大きな蝶ちよう々ちよ結びが作られてる。

　ふとももや腕にもリボンが巻き付けられていて、ガーターベルトをつけてるみたいだ。

　すっごく似合っていて可愛かわいいんだけど……おへそやらふとももやらは丸出しだから、目のやり場に困っちゃうよ。

「どうして、こんな格好をしてるかって？」

　立ち上がった来海は腰に手を当てて僕を睨たらみ付つけてきた。

「決まってるじゃない。バレンタインのチョコをプレゼントするためよっ」

　ほっぺをピンク色に染めて、勢いよく言い放つ。

「来海がチョコの代わりなのっ。かなり効果的な方法だって、ゆっきー☆が言ってたのよね」

　どんなバレンタインチョコをプレゼントするべきか。悩んだ来海は、よりによって二戸にのへさんに相談しちゃったらしい。
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　で、教えてもらったのが『私自身がプレゼントだよ♡攻こう撃げき』だったようだ。

　曰いわく、『カラダにリボンを巻き付けて、自分自身をプレゼントしちゃう伝説の必殺技だ。ハラペコな青少年はメロメロになってしまうと言われている。実践したら、ぜひ結果を聞かせてくれ！　できれば、試食動画を撮とらせて欲しいハァハァ！』だそうで。

　あのヌコ厨ちゆうめ！　ヘンなこと教えないでくれよ！　来くる海みはいつも真まに受けて実じつ践せんしちゃうんだよー！（涙）

　チョコシロップのボトルを印いん籠ろうみたいに突つきつけてくる。

「秋しゆうちゃんにリボンを解いてもらって～。そんでもって、チョコシロップを掛けて美お味いしく食べてもらうのが正式な手順らしいの。だけど……フンっ」

　片方のほっぺを膨ふくらませて、来海はそっぽを向いた。恥ずかしそうに胸元やふとももの辺りを手で隠かくしてる。

「おデブにリボン解かれちゃうなんて我が慢まんできないわっ。てゆか、美味しく食べてもらうってのも意味わかんないし！　だから、見るだけにして！　指一本でも触ふれたら蹴けっ飛とばすからね！」

　ああ、よかった……。本当によかった……。

　リボンを解いてくれなんて言われたら、困り果ててたところだよ。まあ、今の段階で充分に困ってるんだけどさ。

　僕を睨にらみ付つけて、来くる海みは真っ赤になって勢いよくまくし立てた。

「勘かん違ちがいしないでよね！　これは義理チョコよっ！　好きな気持ちとか、そーゆーのは全然籠こもってないの！　おデブな秋しゆうちゃんにはバレンタインチョコなんてあげたくないし！　クラスの男子に配って回る駄だ菓が子しのチョコと同じレベルのものなんだからねっ！」

「…………」

「わかった!?　わかったら返事しなさい！　蹴けられたいのっ!?」

　腰に手を当てて、来海は眉まゆをつり上がらせる。

　いつもの僕なら『わかってるってば！　蹴らないでよー！』なんて涙なみだ目めで答えるところだろう。

　だけど──このときばかりは首を横に振ふった。

　来海のワガママには、ほとんど従ってあげている僕だけど、今回は見過ごせない。

　幼なじみとはいえ、僕の方が年上なんだ。来海が間違ったことをしていたら正してあげなきゃいけないよね。

「来海。ちょっとそこに座りなさい」

　ホンワカしがちな顔に懸けん命めいに力を込めて真面目な表情を作りつつベッドを指さした。

「な、なによ？　し、秋ちゃんが、そんな顔したって全然怖こわくないしっ」

「いいから座るんだっ！」

　強めに命じると、幼なじみはビクッと肩を震ふるわせた。

　ブツブツ文句を言いつつも、マットレスの上にちょこんと正座する。カラダに巻いてるリボンが可愛かわいく揺ゆれた。

「ほら、座ったわ。なにか言いたいことでもあるワケ？」

「うん。どうしても注意したいことがあるんだ」

　腰に手を当てて、『怒おこってるんだぞ！』って雰ふん囲い気きを醸かもし出だしてみる。お説教なんてするタイプじゃないから威い厳げんなんて出ないだろうけどね。

「さっき『これは義理チョコだ。クラスの男子に配って回る駄菓子のチョコと同じレベルのものだー』なんて言ってたよね」

「言ったけど、それがなによ？」

　リボンが巻かれてるだけのえっちぃ格好を指さして注意をする。

「義理なんかで、そんな格好しちゃダメだ！」

「……ほえ？」

「僕ならともかく……他の男子には、そんなプレゼントはあげないようにな！」

　驚おどろいたように僕を見つめていた来海は、なぜか照れくさそうに視線を逸そらした。両手の人差し指を突き合わせて問い返してくる。

「来くる海みのこーゆー格好を秋しゆうちゃん以外の男の子に見られたら……ヤダってコトかな？」

「当たり前だろ。イヤに決まってるよ」

　来海は僕にとっては大切な幼なじみ。誰だれかにいかがわしい目で見られちゃったりするのは、やっぱり気分がよくない。僕が守ってやらなきゃね。

「ふーん、イヤなんだー。ふーん、へーん……」

　お説教されてるってのに、幼なじみはなぜかうれしそうだった。頰ほおが緩ゆるんでしまうのを堪たえるみたいに、小鼻やほっぺがピクピクしてる。

　と、いきなり立ち上がって、僕の鼻先に人差し指を突きつけてきた。

「ちょっと、秋ちゃん！」

「な、なにかな」

「来海も言いたいことがあるの！　そこに座りなさい！　正座よ、正座！」

「僕はぽっちゃり系だから正座が苦手なんだけど……」

「ツベコベ言わないでさっさと座るのー！」

「わ、わかったよ～。これでいい？」

　勢いに負けて、来海と入れ替わるようにベッドに座った。

「こっち向いたらぶっ飛ばすからね！」

　幼なじみもベッドに飛び乗ってきて、僕の後ろに立った。

　そして──もぎゅっ♡

「ちょっ、ちょっと来海!?」

　後ろから抱だきついて来たんだ。

　カラダにリボンを巻いてるだけだから、カラダの感かん触しよくがダイレクトに伝わってくる。ささやかだけど、しっかりと柔やわらかい二つの膨ふくらみを背中に感じて鼓こ動どうが跳はね上あがった。

　フンと小さく鼻を鳴らして、幼なじみは口を開いた。

「さっきのセリフは照れ隠しっていうか、言葉のアヤっていうか……そーゆーのなのっ。秋ちゃん以外の人に、こんな格好見せるワケないじゃないっ」

　猫が匂においつけでもするみたいに僕の首の辺りにグリグリとおでこを押しつけて。

「秋ちゃんにあげる来海チョコは……義理だけど、義理だけじゃないんだもん」

　──むぎゅうううううっ♡

　羽は交がい締じめするみたいに、来海は後ろから抱だきしめる。

「さっさと瘦やせなさいよね。このブタ野や郎ろうっ」

　僕の耳もとで、消え入りそうな声で囁ささやく。

「スリムになってくれたら来年のバレンタインは……ちょっとだけなら来海のリボンを解いてもいいわ」

「な、ななな、なに言ってるんだっ！」

　あまりにも衝しよう撃げき的てきな発言に、僕は驚おどろいて振り返ってしまう。

　肩越しに見た来くる海みの顔は──これ以上ないってくらいに真っ赤に染まってた。潤うるみきった瞳ひとみで僕を見つめてたんだ。

「こ、こっち見ちゃダメって言ったでしょ～～～っ!?」

　僕を突き飛ばし、背中に踵かかとを落としてきた。ドリブルされるバスケットボールみたいに、僕のカラダがマットレスの上でバウンドしてしまう。

「痛たたたっ！　ごめんってば！」

「知らないっ！　秋しゆうちゃんのバカ！」

　僕の背中にストンピングの雨を降らせた幼なじみは、クローゼットから駆かけ出だしていった。

　かと思ったら、扉とびらの隙すき間まから顔だけ覗のぞかせて僕を睨にらみ付つけてくる。

「『私自身がプレゼントだよ♡攻こう撃げき』は失敗だったけど、別のチョコを用意するから。次は絶対に喜んでもらうわっ！　覚かく悟ごしなさいよねっ！」

　クローゼットに残されたのは、チョコシロップのボトルとグッタリした僕。

「……いちお、このシロップはプレゼントしてもらったってコトでいいんだよね」

　気持ちを落ち着かせるために、横たわったままチョコシロップを舐なめてみる。

　チョコレートは大好きなハズなのに味がわからないや。

　バレンタインデーって、こんなに心臓に悪いものだとは思わなかったよ……。
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　午後五時。スウィートルーム。寝しん室しつ。

（幸せすぎますぅ～～～……♡）

　心の中で歓かん声せいをあげながら、聖しよう護ご院いん琴こと音ねはスウィートルームのベッドに倒れ込んだ。

　本当は大きな声で幸せを叫さけびたいところだけど、同じ寝室を使っている神かん林ばやし憐れんさんが隣となりのベッドにいるので自重しておく。

　彼女はなぜか、顔を真っ赤にして人形のように硬こう直ちよくしていた。

「大変な間違いを犯してしまいました……」

　そんなことをブツブツと呟つぶやいて、メガネの下の瞳をグルグルさせている。だから、仮に大きな声を出しても気付かない可能性はあるけれど。

「はふぅ……」

　大きな息を吐はきつつ琴音はマクラを抱きしめた。勝手に頰ほおが緩ゆるんでしまう。

（秋しゆう馬ましゃんが、私の作ったお菓か子しをいっぱい食べてくださいました……♡）

　秋馬が目の前で食事をしている姿を見られるだけでも、琴音にとってはこの上ない幸せなのだ。

　そのうえ、手作りチョコを極上の笑顔で頰ほお張ばっては、『こんなに美お味いしいお菓か子しは食べたことない！　琴こと音ねさんが作ったデザートなら毎日だって食べたいよ！』なんて褒ほめ称たたえてくれるのだ。

（私も秋しゆう馬ましゃんに毎日デザートを作って差し上げたいですっ！　ううん、デザートだけじゃなくて、朝も昼も夜もおやつも夜食も、秋馬しゃんのお食事はぜーんぶ作りたいって思います……きゃーんっ、それじゃ奥さんみたいじゃないですか～～～っ♡）

　幸せな妄もう想そうに浸ひたって、ベッドを泳ぐようにバタ足をしてしまう琴音。

　ひとしきりベッドの上で身み悶もだえた後で、ふいに起き上がった。マクラをギュッと抱きしめる。

「……うんっ。すっごくイイ雰ふん囲い気きだと思いますっ」

　展開に恵めぐまれたとはいえ、秋馬にたくさんお菓子を食べてもらうことができた。いっぱいお喋しやべりもして、仲が縮まったような気がする。たぶん。

「今こそ、お母さまの教えてくださった作戦を決行する時かもしれませんっ！」

　母が耳打ちしてくれた作戦──それは『ドキっ☆雪山遭そう難なん大作戦』という名の恐おそるべき計画だった。

　母の声が頭の中にリフレインする──。




　──当時、中学生だったママはね、どうしても大だい五ご郎ろうさんと仲良くなりたかったの。でも、一回り以上も歳が離れてたせいで、なかなか相手にしてもらえなくってね。

　だから、少しでも親密になるために、いろんな作戦を決行したのよ。

　そのなかでも、とびきり効果的だったのが『ドキっ☆雪山遭難大作戦』なの！

　時雨しぐれ平だいらホテルの敷地内には、コンドミニアムとして使えるログハウスがあるわ。

　ホテルを経営していた父さま──琴音ちゃんのお祖じ父いさまね──に頼んで、ログハウスにちょっとした仕掛けをしてもらったの。

　機械を作動させると、全ての出入り口がロックされちゃうのよ！　翌朝まで出られなくなっちゃうの！

　お手軽に雪山遭難ごっこができちゃうって寸法なのよ！　うふふ、すごいでしょ♪

　もちろん、なんの危険もないわ。ホテルの支配人にはちゃんとママから話を通しておくから、心配はいらないわよ。

　秋馬くんと二人で、とびっきりの思い出を作ってらっしゃい♡




　中学一年生だった母は、既すでに社長として会社を切り盛りしていた父と二人きりで雪山の一夜を過ごし──一気に仲を深めたらしい。

「はゎゎゎ、お母さまってば、アグレッシブすぎますぅ。私にはとてもマネできませ……」

　途と中ちゆうまで言いかけて、琴音は口をつぐんだ。

　……いいえ、諦あきらめちゃダメですっ。勇気を出して！　秋しゆう馬ましゃんと仲良くなる大チャンスなんですからっ！

　一つ頷うなずいて、琴こと音ねはベッドから立ち上がった。

　秋馬しゃんをログハウスに誘いましょう。『ドキっ☆雪山遭そう難なん大作戦』を決行するのです！　頑がん張ばれ、琴音っ！
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「これはすごい！　まさに僕の夢がカタチになったような場所だ！」

　ログハウスの重たい木製のドアを開いた瞬しゆん間かん、僕はつい子どもみたいにはしゃいでしまった。

　この光景を見たら食いしん坊なら誰だれだって大喜びせずにはいられないと思う。

　琴音さんに案内されたログハウスはコンドミニアムとして使えるタイプだった。

　一〇畳ぐらいの広さがあるリビングには、丸太を切り出して作った広いテーブルとアンティークのソファ。壁かべには聖しよう護ご院いん大だい五ご郎ろうのおっちゃんの肖しよう像ぞう画がが掛けられてる。

　ロフト部分にダブルベッドの置かれた寝しん室しつ。バス、トイレ、キッチンまで完備していた。

　全体的に年代物の雰ふん囲い気きだけど、空調もしっかりしてるみたいだ。僕はＴシャツの上に白いセーターを着てるんだけど、そんなのいらないぐらいに温かい。

　新しん婚こんカップルが余よ裕ゆうで新生活をはじめられそうな充実っぷりだと思う。

　そんな素敵なログハウスを埋め尽くすほどに、大量のチョコが用意されてたんだ。

　部屋中の至る所にチョコの入ったカラフルな小こ瓶びんが並んでる。板チョコやチョコクッキーはもちろん、チョコ風味のキャンディやチョコバー。マーブルチョコにチョコクランチなどなど。ありとあらゆるチョコ菓が子しが僕に食べられるときを待っていた。

　棚たなの上にはチョコ細工の人形が飾かざられてる。チョコ製のテディベアや精せい巧こうな女め神がみ像ぞう。食べるのがもったいなくなるような出来映えだ。

　圧巻だったのはテーブルの上に用意された、チョコ料理のフルコースだろうね。

　チョコソースの掛かった鴨かものローストが美お味いしそうな湯気を上げてる。

　大がかりなチョコレート・ファウンテンも食べるのが楽しみだ。噴ふん水すいみたいに流れてるチョコに、マシュマロやフルーツをフォンデュみたいにつけて食べるアレだ。いっそのこと、チョコの泉に飛び込んで全身でチョコを味わいたいよ！

　まるでお菓子の家だね。甘いものが好きな僕にとっては、夢のような場所だ。

　むせかえりそうなぐらい甘いチョコの香かおりを胸一杯に吸い込んで。

「これ、全部食べていいの？」

「もちろんですっ。秋馬しゃんのために用意したんですからね」

　ホテルの従業員の人たちにも手伝ってもらってチョコを用意したんだそうだ。テーブルの上に灯されたロウソクまでチョコレート色なんて気合いが入りすぎだよ。

　雪のように白いワンピースを纏まとった琴こと音ねさんが、胸の前で手を組み合わせて優しい微笑ほほえみを浮うかべる。

「テーブルの上のチョコレートを使ったお料理は私が腕によりを掛けて作ったんですよ。お口に合うかわかりませんが……もしよかったら召し上がってくださいまし」

「口に合わないワケないよ。琴音さんの料理は最高だもんね！」

　ソファに座った僕はフォークを握りしめた。

「いただきまーす！」

　鶏とり肉にくの煮に込こみ料理を一口食べてみる。隠かくし味あじにビターチョコが使われてるのかな。ほんのりとした甘味と苦みを感じる。意外な組み合わせだけど、すっごく美お味いしかった。

「くぅぅ、最高にうまい！　今日は結構な量を食べたのに、まだまだイケちゃうよ！」

　僕の座ってるソファの隣となりに、ちょこんと腰掛けて琴音さんは微笑み掛けてくる。

「秋しゆう馬ましゃんが喜んでくださると、私もうれしいです。おかわりもありますから、いっぱい食べてくださいね」

「ありがとう、琴音さん！」

　チョコソースの掛かった鴨かものローストを口いっぱいに頰ほお張ばった。肉汁と甘めのソースが絡からまって、幸せなハーモニーを奏でてる。これまたうまい！

　お肉を嚙かみしめつつ、僕はココロの中でしみじみと呟つぶやいた。

　こんな美味しい料理を、僕一人で食べるなんて申し訳ないなぁ。来くる海みたちにも食べさせてあげたいよ。

　ちなみに、来海は今、僕のために頑がん張ばってくれてる。

　ログハウスへとやって来るちょっと前のこと、こんなやり取りがあったんだ──。







「あーもー、最悪ー♡」

　ホテルの売店で買ったチョコ味のジェラートを片手に来海は大げさに肩を竦すくめた。言葉とは裏腹に顔がとろけたアイスみたいに緩ゆるみきってる。

「秋しゆうちゃんと一いつ緒しよに買い食いしまくらなきゃいけないなんて、罰ばつゲームみたいなものよねー。来海まで太っちゃうわよー」

　チートデーの間は、女の子からプレゼントされた食べ物だったら、いくらでも食べてもイイってルールだ。

　だから、来海に頼んで、いろいろ買ってもらうことにしたんだ（お小こ遣づかいを使い切らせちゃ悪いから、僕のおサイフも幼なじみに預けた）。

　ホテルのレストランで期間限定のチョコケーキを二人で食べて。

　腹ごなしにホテルのゲームコーナーで騒さわいで。卓たつ球きゆうで対戦して。

　雪の舞まう温泉街を軽く散歩しつつ、まんじゅう屋の店先でふかしたての温泉まんじゅうを半分こして。

　雪合戦（主に僕が一方的に雪玉をぶつけられた気がしたけど）をしてはしゃぎまくって。

　小腹が空いたら、ホテルのカフェでホットココアを飲んで。

　部活の合宿とは思えないぐらい、旅行気分満まん喫きつしちゃったよ。

「付き合わせちゃって、ごめんね。おかげで、いろんなものが食べられたよ」

「べ、別に、謝る必要はないわよっ」

　ホテルの一四階──スウィートルームの一つ下の階にあるラウンジのソファに勢いよく腰掛けた。

「……デートみたいな感じで、来くる海みも楽しかったからっ」

　レストラン街の一角がホテルの宿泊客が自由に利用できる喫きつ茶さスペースになってる。

　窓に面して置かれたラウンジのソファからは、広大な雪景色を眺ながめることができた。バレンタイン仕様なのかな。外の景色は淡あわいピンク色にライトアップされていて、舞い散る雪が桜の花びらみたいに薄紅色に輝かがやいていた。幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きだ。

　どのソファにもカップルが座っていて、うっとりと外の景色を眺めていた。

　ソファに腰掛けた幼なじみはスプーンでジェラートを口に運ぶ。

「おデブなんかとデートなんてしたくないけどねっ。……うわわっ、このジェラートも美お味いし～よ～♡」

　チョコ味のジェラートをスプーンですくい、僕の方に差し出してくる。

　来海の隣となりに腰掛け、僕もアイスを食べさせてもらった。

　スーパーで売ってるチョコアイスなんかより断然チョコ味が濃こくて、チョコ好きな僕も大満足な味だ。

「うまっ！　もっと食べさせてよ！」

　エサを求めるひな鳥みたいに口を開く僕。

「んもー、秋しゆうちゃんってば子どもみたいなんだからっ。ほら、あーんっ」

　文句を言いつつも、来海はジェラートをスプーンですくって食べさせてくれた。

　五回に一回ぐらいの割合で、幼なじみは自分の口にもアイスを運んでる。

　一つのスプーンを使って二人で食べてるから、いちお、間接キスってコトになるのかな。でも、来海はまったく気にしてないみたいだ。ちっちゃい頃ころからジュースの回し飲みとかしょっちゅうしてたから、今さらって感じなんだろう。

　アイスを食べ終えた幼なじみは、名残なごり惜おしそうにスプーンをくわえる。

　両脚をブラブラさせながらライトアップされた雪景色を見つめた。

「えへへ～♪」

「ん？　なに笑ってるの？」

「来てよかったなーと思って。いっぱい遊べたし。美お味いしいもの、いっぱい食べられたし」

　満面の笑みを浮うかべ、来くる海みは僕の顔に視線を移した。

「停滞期のせいで秋しゆうちゃんもヘコんでたみたいだけど無事に復活したみたいだしっ。ホントに来てよかったわ。明日で終わりなんて短すぎっ」

「そうだね。僕ももっと泊まっていたいよ」

　できることなら、チートデーもずっと続いて欲しい。

　と、来海は辺りをキョロキョロと見回した。窓辺に並ぶソファではカップルたちが仲なか睦むつまじく寄り添っている。

「み、みんな、こんな風にしてるみたいだから……」

　言い訳がましく呟つぶやいて──ぽふっ。

　来海は僕の肩に寄りかかってきた。ホッペはピンク色。妙みように緊きん張ちようしたようすでグーにした両手をミニスカートの裾すそ当たりに置いている。

「んもうっ、秋ちゃんってば肩までプニってんのねっ」

「イヤなら寄りかからなければいいだろ」

「うっさい。デブってる秋ちゃんがいけないの！」

　僕の肩の辺りに頭をボフボフとぶつけてきた来海は、ふいに顔を上げた。上うわ目め遣づかいに僕を見つめてくる。

「秋ちゃん。これからもダイエット頑かん張ばってね」

　肩に乗ってる来海の頭から、シャンプーの甘い香かおりが漂ただよってきて……一いつ瞬しゆんだけ気が遠くなっちゃうよ。

「バッチリ瘦やせて、昔のカッコイイ秋ちゃんに戻もどったら、そのときは……」

　そっぽを向いて、小声で囁ささやいてくる。

「合宿じゃなくて、二人だけで泊まりに来よっ♡」

「…………」

　目の前には雪景色が広がってるってのに、僕の額から汗が噴き出してきた。カラダが熱い。セーターを脱ぬぎたいよ。

「あれれ？　どうして秋ちゃん、顔が赤くなってんの？」

　汗ばんでいる鼻の頭を指で搔かいて小声で言い返した。

「……仕方ないだろ。たとえ、来海が相手でも、女の子に『二人で旅行しようね』なんて言われたら照れるってば」

「ば、バカじゃないの!?　ヘンなコト考えないでよね！　そーゆーつもりで誘さそったんじゃないしっ！」

　真っ赤な顔でオナカにジャブを放ってくる。

「秋しゆうちゃんが瘦やせてくれたら、ご褒ほう美びに来くる海みはお嫁よめさんになってあげるワケだから、一いつ緒しよに旅行するのはハネムーンってコトになるんだし、混浴して背中を流してあげるぐらいならやってあげてもいいけど……って、なにを言わせるのよ、バカバカ！」

「来海が勝手に口走ったんだろー？」

「うっさいうっさいうっさい!!」

　だだっ子みたいにパンチを連発してきた。でも、なぜか痛くない。本気で叩たたいてないのかな。子猫の甘あま嚙がみみたいな、じゃれつくような攻撃だ。

「お二人とも、こんなところにいらっしゃったんですね」

　そのとき、後ろから声を掛けられた。

　弾はじかれたように来海はソファから立ち上がる。

「こ、琴にゃんじゃない。どうしたの？」

「お菓か子しをつくったので、秋しゆう馬ましゃんに差し上げようかと思いまして。チョコチップクッキーを焼いてみたんですよ」

「わあ、ありがとう！　また作ってくれたんだね！」

　早さつ速そく包みを開けてみる。チョコの甘い香かおりが漂ただよった。焼きたてだからか、まだほんのり温かい。食べなくても匂においだけで美お味いしいってわかるよ。

　来海も感心したように唸うなった。

「イイ香りね～。手作りとは思えないぐらい見た目も綺き麗れいだし」

　と、琴こと音ねさんは幼なじみが持っていたジェラートのカップに目をやった。妙に棒読みな、学芸会の劇みたいな口調で言う。

「あらまあ……それは売店で買ったものですね。朝あさ凪なぎさんは出来合いのチョコしか渡さないのですか？」

　バツが悪そうに、来海は声を詰つまらせた。

「そ、そりゃ来海だって手作りをプレゼントしたいと思うけど……お料理がヘタなのは琴にゃんだって知ってるでしょ？　お菓子を作ろうにもキッチンがないし……」

「でしたら、私が借りた喫きつ茶さ店てんのキッチンを朝凪さんも使ってはいかがですか？」

「パティシエの方がアドバイスしてくださいましたよ。今なら朝凪さんも指導してもらえると思います」

「ホントに……？」

　幼なじみはジェラートのカップと、琴音さんが持ってる包み、そして僕の顔とを順番に見つめた。

「それじゃ、来海も手作りチョコに挑ちよう戦せんしてみるっ！　チートデーが終わっちゃう前に、秋ちゃんにチョコを作ってプレゼントしてあげるわ！　絶対に美味しいのを作って、合宿の最高の思い出にするの！　期待して待っててね！」

　喫きつ茶さ店てんの場所を聞いた来くる海みは、元気よく駆かけていった。

　その後ろ姿に、琴こと音ねさんがなぜか手を合わせて小声で謝る。

「ごめんなさいすみません申し訳ありませんっ。朝あさ凪なぎさんっ」

　チョコチップクッキーを囓かじりつつ（当然ながら超うまい）、尋たずねてみた。

「どうして謝ってるの？」

「い、いえ、なんでもありません。そんなことより、秋しゆう馬ましゃん」

　躊躇ためらいがちに、お嬢じようさまが提案してくる。

「もっとお菓子を食べたくはありませんか？　このホテルにはコンドミニアムとして使えるログハウスがありまして……そこにたくさんのお料理をいっぱい用意したんです。もしよろしければ、ご招待いたします」

　もちろん、答えは一つしかないよね。







　とまあ、そんなワケで。

　来海は今、僕のためにチョコ作りにチャレンジしてくれてるんだ。

　壁かべに掛かった年代ものの振ふり子こ時計を見る。時刻は夜の八時過ぎを指していた。

　チートデーは二三時には終わるようにって、神かん林ばやしさんに言われてる。

　それまでに琴音さんの作ってくれた料理を全部平らげて、来海の手作りチョコをもらわなきゃいけない。

　フォークを動かす手を早めた。テーブルの上の料理をどんどんオナカに収めていく。

　琴音さん手作りのチョコ風味のフルコースはとんでもなく美お味いしいから、なんの苦もなく食べられる。勢い余って、ロウソクまで囓っちゃわないように気をつけなきゃ。

　僕が食べ終えたそばから琴音さんはお皿を片付けて、新しい料理を用意してくれた。

「食べてばっかりでごめんね。片付けぐらい僕がやるよ」

「いえいえ、構いません。秋馬しゃんが美味しそうに食べてくださるだけで、私も幸せですから。作った甲か斐いがありますっ」

　お嬢さまは至福の笑みを浮うかべつつ、お盆ぼんに載のせたケーキを運んでくる。超がつくほど美少女な琴音さんに給仕をされて、死ぬほど美味しい手料理を食べられるなんて……これ以上の贅ぜい沢たくはないだろう。こんな幸せを味わっちゃって、明日からの食事制限に耐たえられるか不安になるなぁ。

　そんなことを考えつつ、琴音さんがテーブルに置いてくれたチョコケーキに手を伸のばそうとした──その瞬しゆん間かんのことだ。

　──ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ!!

　微かすかな地ぢ響ひびきがした。ログハウスがミシミシと揺れる。

「ななな、なんだっ!?」

「きゃあっ！」

　突とつ然ぜんの揺ゆれに、琴こと音ねさんが倒れそうになった。

　慌あわてて、彼女のカラダを抱だき留とめて支えてあげる。

　直後、一ひと際きわ大きくログハウスが軋きしんで──全ての灯りが消えてしまった。

　部屋の中は真っ暗だ。窓の外にも一切の光が見えない。テーブルの上にロウソクがなかったら、完全に闇やみに閉ざされてしまっていたと思う。

「琴音さん、大だい丈じよう夫ぶ？　ケガはない？」

　しっかりと琴音さんを抱きかかえたまま、尋たずねてみる。

　ロウソクの薄明かりの中、お嬢じようさまは小さく頷うなずいた。

「は、はい。平気です……」

　さっきまで天国に見えていたログハウスが灯りが消えるだけで不気味に感じられた。

　雪山。山小屋。停電──連続殺人でも起こりそうな気配だ。

　遠く聞こえる甲かん高だい風の音が誰だれかの悲鳴のようにも聞こえる。

　正直、めっちゃ恐い。僕一人だったら絶ぜつ叫きようしてたと思う。

　大きく深呼吸して、気持ちを落ち着かせた。

「いったいなにが起こったのかな？　電気も消えちゃってるし……」

　耳を澄すましてみた。琴音さんの怯おびえたような呼吸の音しか聞こえてこない。

　ブレーカーでも落ちちゃったのかな……空調も切れちゃってるみたいだね。

　ポケットからケータイを取り出す。誰かに連絡を取ってみようと思ったんだ。

「うわ、ココは圏けん外がいなのか……」

　困ったなあ……。こういうときは、どうしたらいいんだろう？　五分ほど、そのまま待ってたけれど、復旧するようすはない。

　ログハウスからホテルまでは、歩いていける距離だ。同じ敷地内に建ってる。

「なにがあったかわからないけど……とりあえず、ホテルまで戻もどろうか？」

「は、はいっ！」

　ケータイを手に僕は立ち上がった。琴音さんの手を握ってあげる。

　液えき晶しよう画面を懐中電灯代わりにして、慎しん重ちようにドアまで進んだ。

　ノブを回し、木製の扉とびらを開こうとして──あれっ？　おかしいな？

「どうしたんですか？」

「扉が開かないんだ。びくともしないよ」

　調べてみると、窓も開かなくなっていた。窓の外は真っ暗だ。雪景色すら見えない。さっきまでイルミネーションが輝かがやいていたのに……。

　これじゃまるで閉じこめられちゃったみたいだ……。

　そのとき──♪プルルルルっ　♪プルルルルっ

　どこからか場違いなほど軽やかな電子音が鳴なり響ひびいて、堪たえきれず僕は悲鳴をあげてしまった。







　内線電話でホテルのフロントと話をした琴こと音ねさんによれば、僕たちはとんでもない状況に陥おちいっていた。

　ログハウスが小規模な雪な崩だれに巻き込まれて、出入り口が雪に埋うもれちゃったらしい。

　除雪車を用意するのが翌朝になってしまうから、それまでログハウスで過ごして欲しいって言われたそうだ。

　しかも──。

「朝まで過ごすようになんて言われても困りますっ！　……もしもし？　もしもーし？」

「どうしたの、琴音さん」

「電話が切れてしまいました……」

　内線電話が途と中ちゆうで切れて、それきり繫つながらなくなってしまった。受話器を耳に当てても、なんの音も聞こえてこない。雪の重みで電話線まで切れてしまったのかも知れない。

　幸い食べ物はたくさんある。電気は止まっちゃったけど水道やトイレも無事みたいだ。

　暗くて寒いのを我が慢まんすれば、一晩くらいなら過ごせないことはないと思う。

　でも、来くる海みたちが心配しちゃうに違いないよ。なんとか連絡を取らなくちゃ……。

　すると、僕のココロを読んだみたいに琴音さんが教えてくれた。

「朝あさ凪なぎさんたちには、無事だから心配しないようにと伝えてくださるそうです」

　ダブルベッドに腰掛けたお嬢じようさまは両手を胸の前で組み合わせた。

「そ、そそそ、そんなワケで、私たちは閉じこめられてしまったみたいですっ。脱だつ出しゆつ方法はありません。ここで私と一いつ緒しよに過ごしましょうっ」

　テンパりまくった口調でそう言った後、琴音さんは上うわ目め遣づかいに見つめてくる。叱しかられるのを怖こわがってるような緊きん張ちようの面持ちだ。

「ダメ、ですか……？」

「ダメもなにも、それしか方法がないなら仕方がないよね」

　ベッドサイドのテーブルに置かれたロウソクの炎が微かすかに揺ゆれる。

　オレンジ色の淡あわい光に照らされたお嬢さまの不安げな顔をしていた。

「うーん、お菓子の家にずっといたいって願ったのがよくなかったのかな？　ごめんね、琴音さん。こんな目に遭あっちゃったのは僕のせいかもしれないよ」

　敢あえて冗談めかして謝った。

「責任取って僕が絶対になんとかするから！　困ったことがあったらなんでも言ってね！」

　大きく胸を張って、ポンと叩たたいて見せた。

　こういうピンチに陥おちいったときこそ男がしっかりしなきゃいけないと思う。いつもはノンビリ屋な僕だけど、今夜はノホホンとはしていられない。僕がオタオタしてたら余計に琴こと音ねさんを不安がらせちゃうもんね。

「えーっと……それじゃまずは防寒対策をしよう。暖房が止まっちゃってるから、この部屋はすぐに寒くなるよ」

　というか、既すでに室温は低下しつつあった。外は大雪。凍こごえそうなぐらい寒くなってしまうだろう。

　ホテルからログハウスまでは数十メートルしか離れてない。渡わたり廊ろう下かで繫つながってる。

　近いからって、上着を羽は織おってこなかったんだけど……今となっては悔くやまれるなぁ。

　ダブルベッドにはシーツと薄手の掛かけ布ぶ団とんしか掛かっていなかった（ホテルって大抵そうだよね）。

　ケータイを懐中電灯代わりにしてクローゼットを開けてみた。薄手の毛布が畳たたまれて入ってる。暖房が止まることなんて想定していないから、薄目の寝しん具ぐばっかりなんだろうな。

　薄くても無いよりはマシだよね。毛布を引っ張り出して、ベッドへと持って行った。琴音さんの肩に毛布を掛けてあげる。

「琴音さんは、これを被かぶっていなよ」

　予想外にテキパキと動く僕に驚おどろいたのか、琴音さんはぽーっとこちらを見つめていた。

　憧あこがれのヒーローに出で逢あったみたいな感動的な表情を浮うかべてる。

「えーっと、次は……食べ物かな。琴音さんがたくさん食事を用意してくれてたからね。カラダが温まりそうなものを探してくるよ。温かいお茶とかシチューとか」

「あ、それでしたら、いいものがありますっ」

　琴音さんがベッドの横にあるチェストの引き出しを開けた。小箱を取り出す。瓶びんのカタチをしたチョコが入ってた。

「それは……チョコレートボンボン？」

　チョコの中に洋酒が入っているお菓か子しだ。

「どうして、そんなものが寝しん室しつに置いてあるの？」

「はゎっ！　それはその……偶ぐう然ぜんのたまたまですっ！」

　慌あわてたように両手を振った琴音さんは、言い訳っぽい口調で続けた。

「雪山で遭そう難なんしたときは、お酒でカラダを温めると言いますよねっ。これを食べたら温まるのではないでしょうか？」

　チョコレートボンボンを差し出して。

「お部屋がすごく寒くなってきました。凍こごえてしまう前に、二人で食べませんか？」

　僕たちは高校生だ。本来なら飲酒なんてできない。

　でも、琴音さんの華きや奢しやなカラダは微かすかに震ふるえてる。暑がりな僕でも寒さを感じはじめてるぐらいだから、女の子には辛つらいだろう。

「……緊きん急きゆう事態だから仕方ないよね」

　僕は琴こと音ねさんの隣となりに腰掛けた。ベッドが大きく軋きしむ。

　瓶びんのカタチのチョコをつまみ上げた。口に一つ放り込む。甘いチョコの中から洋酒の味が広がって、口の中がカッと熱くなった。心臓の鼓こ動どうが大きくなって、手足に血が通い出した気がする。

「わ、私も頂きますっ。お父さま、お母さまごめんなさいっ」

　意を決したように、琴音さんもチョコレートボンボンを口に入れた。

　ほんの数秒も経たないうちに──ぽゎゎんっ。

　ほっぺがピンク色に染まってしまった。

「はふぅ、お酒を飲んでしまいました。……なんだか、とってもいけないコトをしている気分です」

　あの品行方正を絵で描いたような琴音さんが、お酒で顔を赤くしている姿なんて……誰だれも想像すらしたことないだろうな。お酒と言ってもチョコだけど。

「なんだかカラダが温かくなってきました」

「僕もだよ。救助犬が洋酒のタルをぶら下げてるのには意味があるんだね」

「で、でも……まだちょっぴり寒いです……」

　熱っぽく潤うるんだ瞳ひとみで、琴音さんは僕を見つめて。

「秋しゆう馬ましゃんも、そのままじゃ寒そうです。ですから、その……」

　ちょっと腰を浮うかせて、僕の方に近づいてきた。

　ぴったりと寄り添うように座り直し、僕の肩にも毛布を掛けてくれる。

「毛布を一いつ緒しよに使いましょうっ。くっついてた方が温かいですしっ」

　触ふれ合あった肩から、琴音さんの体温が伝わってきた。

「あ、ああああ、ありがとう」思わずキョドりまくってしまう僕。

　一人でいるよりすごく温かいのは間違いない。でも、女の子と寄り添うなんてドギマギしちゃうよ。心しん拍ぱく数すうが跳はね上あがってるのは、アルコールだけが理由じゃないと思う。

　琴音さんも緊きん張ちようしてるみたいにカラダを固くしていた。赤くなった顔をうつむかせ小声でゴニョゴニョ呟つぶやいてる。

「秋馬しゃんとこんなに密着しちゃってますぅ……！」

　チョコレートボンボンの効果＆二人でくっついてたおかげで、しばらくの間は寒さに耐えることができた。

　この調子なら余よ裕ゆうで朝まで過ごせるかなって思ったんだけど……。

「い、一段と寒くなってきたね……」

　セーターの上から僕は腕をさする。

　三〇分もしないうちに、さらに室温が下がったんだ。部屋の中だってのに、吐はく息が白くなってしまう。外と同じぐらい寒くなっちゃってるんじゃないかな、これ。

「はい……凍こごえてしまいそうです」

　琴こと音ねさんも可哀かわい想そうなぐらいに震ふるえてる。ロウソクの灯りに照らされた腕には、微かすかな鳥とり肌はだが立ってるのがわかった。

　迷わず、僕は自分の着ているセーターを脱ぬいだ。

「な、なにをなさるんですか？」

「琴音さんがコレを着ていてよ」

　半なかば強引に、琴音さんにセーターを被かぶせてあげる。

　セーターの下はＴシャツ一枚。冷気が僕の上半身に突き刺さってくる。もっと着てくればよかったよ。

「ダメです。そんな格好では、秋しゆう馬ましゃんが凍えてしまいます！」

「あはは、平気だって！」

　ぽっちゃり系な二の腕を琴音さんに見せてあげた。

「この通り。僕には厚めな脂し肪ぼうがあるからね。寒さには強いんだ！　自分ちの僕の部屋では、暖房をめったに使わないぐらいだからね」

「で、ですが……」

「いいからいいから。琴音さんが着ててよ」

　何度も頼み込んだら、琴音さんは申し訳なさそうに袖そでを通してくれた。

　ＸＸＬサイズな僕のセーターは、琴音さんにはダブダブだった。袖口から指先すら出てない。セーターの裾すそはふとももの辺りまで達してる。

「ありがとうございます。とっても温かいです……」

　両方の袖を顔に当てて、お嬢じようさまは幾いく度ども頰ほおずりをした。

「それに、秋馬しゃんの香かおりがします」

「あ、ごめんね。汗臭かった？」

　腕組みするようなポーズで、琴音さんは幸せそうに僕のセーターを抱だきしめた。

「いいえ。ウットリするほどイイ匂においです」

　褒ほめられるのも、照れちゃうけど……。

　リアクションに困ってしまう僕をよそに、琴音さんは潤うるんだ瞳ひとみで僕を見つめ続けていた。

　琴音さん、さっきまで雨に濡ぬれた子いぬみたいにプルプルしてたけど、震えもおさまったみたいだ。よかったよかっ──くしゅんっ！

　一気に冷えたせいか、クシャミが出てしまった。

　途と端たんに琴音さんの表情が曇くもる。

「はぅ……。秋馬しゃんも、やっぱり寒いのではないですか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。これぐらいなんともな──くしゅんくしゅんっ」

　大きな口を叩たたいちゃったけど、Ｔシャツ一枚ってのはさすがにムチャだった。

　ココで弱音を吐はくのは猛もう烈れつに格好悪い。平然としてなきゃダメだ──ずずずずっ──って、鼻水が垂れてきちゃったよ。

　そんな僕のようすに気付いた琴こと音ねさんは『今しかない！』と決意するように、大きく頷うなずいた。

「秋しゆう馬ましゃん、口を開けてくださいましっ」

「……へ？　むぐっ!?」

　口を開けた瞬しゆん間かん、チョコレートボンボンをいくつも押し込まれてしまった。口中に焼けるような洋酒の味が広がる。

　強いアルコールのせいで、すぐにカラダの芯しんが燃えるように熱くなった。

　琴音さんも続けざまにお酒の入ったチョコを放り込む。

　細いノドを鳴らしてチョコを飲み込んだ数秒後には──ぽわわわんっ。

　お嬢じようさまのカラダがピンク色に染まってしまった。

「こ、こんなに食べたら酔よっぱらっちゃうよ!?」

「むしろ、酔よって頂きたいです。酔わなくてはできないコトをしようと思います！」

　僕が貸してあげたセーターに手を引っ込めて、服の中でもぞもぞしはじめる。

「雪山で遭そう難なんしてしまった場合の対処法を母から聞きました……。『ハダカで抱き合って、お互いに温め合う』のがいいそうなんですっ!!」

「ハダカでって……えええええっ!?」

　セーターの中で琴音さんは着ていた服を脱ぬいでしまった。ロングスカートの白いワンピースが、寝しん室しつの床ゆかの上に蟠わだかまる。

　琴音さんは下着の上から僕のセーターを着ているだけの姿になっちゃったんだ！

　ハラペコな青少年がロマンを感じる服装に、女の子が男物のＹシャツだけを羽は織おる──『裸Ｙシャツ』ってのがあるそうだ。二戸にのへさんが裸Ｙシャツの萌もえ具合について熱く語ってるのを聞いたことがある。

　琴音さんの格好は、それのセーター版って感じ。

　僕のセーターはダブダブだから、襟えりぐりは大きく開いてる。片方の肩が見えちゃってて、ブラ紐ひもやらセクシーな鎖さ骨こつやらが露ろ出しゆつしまくり。

　サイズが大きいとは言え、セーターの裾すそはふとももぐらいまでの長さしかないから、超ミニスカート状態だ。ほんのちょっとでも足をあげたら、ぱんつがチラりと……って、なにをジロジロ見てるんだ！　見ちゃダメだろ！

　僕は全速力で顔を背けた。凍こごえるほど寒いのに背中にヘンな汗が伝う。

「い、いくらなんでも、それマズいんじゃないかなぁ？」

「秋馬しゃんを凍えさせるワケには参りませんっ」
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「で、でも、ハダカで抱き合うなんて琴こと音ねさんが恥ずかしいでしょ？」

「平気ですっ。秋しゆう馬ましゃんのためなら、琴音は頑がん張ばれますぅっ」

　勢いよく言い切って、琴音さんはベッドの上に立たて膝ひざになった。

　両手を下に伸のばし、セーターの裾すそを摘つまむ。

　アルコールのせいなのか。はたまた、恥ずかしさのせいなのか。

　お嬢じようさまの顔はこれ以上ないってぐらいに真っ赤だ。瞳ひとみは潤うるみきり、唇くちびるは震ふるえてる。

　ま、まさか、本当にセーターも脱ぬいじゃうの……？

　琴音さんは、ゆっくりとセーターの裾を持ち上げた。

　ちらりと純白の下着が見えてしまって、僕は慌あわててまぶたを閉じる。

　半瞬後──ぼふっ。

　僕のカラダが温かいなにかに包まれた。

　うっすらとまぶたを開いてみる。吐と息いきが掛かるほどの距離に琴音さんの整った顔があった。

　セーターから僕と琴音さんが二人で頭を出してる。

　裾から僕の頭をくぐらせて、琴音さんは僕にもセーターを着せたんだ。

　琴音さんが一人で着るにはビッグサイズなセーターだけど、ぽっちゃり系な僕と一いつ緒しよに着るには小さすぎる。

　──もにゅにょんっ♡

　当然、カラダは密着しまくり！

　Ｔシャツ越しにブラに包まれた琴こと音ねさんの二つの膨ふくらみが押し当てられた。

「あ、温かいですか……？」

　キスするような超至近距離で琴音さんが口を開いた。襟えりもとが窮きゆう屈くつで、顔を離すこともできない。

「う、うん……。温かいよ……」

「私も……」

　琴音さんが僕の背中に手を回した。彼女はセーターの袖そでに腕を通しているから、自由に手を動かせるんだ。

「私も、すごく温かいですぅ……♡」

　琴音さんってば、酔よっぱらってるのかな？

　僕にギュッと抱だきついて、幸せそうな吐と息いきを漏もらした。

「はふぅ、秋しゆう馬ましゃんのカラダは、どうしてこんなにフニフニなのでしょう……。素敵なオナカに抱きついてるなんて夢みたい……♡」

　うわーん、それは僕のセリフだよ！

　女の子のカラダって、どうしてこんなに柔やわらかくて気持ちいいの？　マシュマロみたいにフワフワで、プリンみたいにソフトで、つきたてのおモチみたいに弾だん力りよくがあって。一口食べてみたくなっちゃう……バカ！　僕のバカ！　なにを考えてるんだよ!?

　琴音さんは僕を温めようとしてくれてるだけなんだ。妙みようなコトは考えちゃダメだぞ！　気を確かに持つんだ、大おお村むら秋馬！

　必死に自分に言い聞かせるけど、ドキドキを止めることはできなかった。

　学校一の美び貌ぼうとナイスバディを誇ほこるお嬢じようさまに下着姿で抱きつかれてるのと同じなんだ。

　チョコレートボンボンのアルコールと、琴音さんの体温。そして、甘いような女の子の香かおりを感じて気が遠くなってしまう。

　うるうる。うるうる。うるうるうるるる──。

　熱っぽく潤うるんだ瞳ひとみで、琴音さんは僕を真っ直ぐに見つめてくる。

「秋馬しゃんは温かいですね……。ココロもカラダもポカポカです……」

　愛いとおしげにセーターの上から僕のプニプニした横っ腹を撫なでた。

「こんな温かいカラダがなくなっちゃうなんて、私はイヤです……」

　僕のカラダに抱きついたまま、琴音さんはちっちゃな声で囁ささやいた。

「秋馬しゃん、お願いですからダイエットなんてやめてくだしゃい……。琴音は……琴音はぁ……そのままの秋馬しゃんがしゅきにゃにゅにゃ……」

　カミカミすぎて、なにを言ってるのかわからない。

　だけど、聞き返すこともできなかった。

「はぅ～～～ん……？」

　奇き妙みようなうめき声をあげて、琴こと音ねさんがベッドに倒れ込んだんだ。

　酔よいつぶれちゃったのか、瞳ひとみがグルグルと渦うず巻まいてる。

　僕たちは一着のセーターを二人で着てる。

　当然、琴こと音ねさんが倒れたら僕も一いつ緒しよに倒れてしまうワケで！

「うわわわわわ!?」

　僕たちはベッドに並んで横たわった。

「こ、琴音さん！　大だい丈じよう夫ぶ!?　しっかりして！」

　返事の代わりに聞こえてきたのは、可愛かわいらしい寝ね息いき。

「く～～～……す～～～……」

「……寝ちゃったのか……」

　お菓か子しぐらいで酔よっぱらっちゃうなんて、琴音さんらしいなぁ……。

　じゃなくて！

　和なごんでどうする！　状じよう況きようは悪化してるじゃないか！

　琴音さんの両手は、僕の背中に回されたまま。

　客観的に見れば、下着姿の美少女とベッドで抱だき合あってるのと一緒だ。

　セーターにくるまれてるせいでカラダを離すこともできない。

「むにゅむにゅ……秋しゆう馬ましゃん……♡」

　琴音さんは幸せそうに僕のカラダに頰ほおずりしてくる。

　全身を棒のように硬こう直ちよくさせて、僕はココロの中で叫さけんだ。

（コレ、どうすればいいの!?　誰だれか助けて～～～っっっ!!）
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　激しい物音が聞こえて、琴音は目を覚ました。

　──どんっ！　どんっ！　どんっ！

　断続的に鈍にぶい音が轟とどろき、そのたびにログハウス全体が揺ゆれている。

「なんの音でしょうか……？　はゎっ！　秋馬しゃんがいません！」

　寝しん室しつに秋馬がいないことに気付き琴音は慌あわてて上半身を起こす。

　カラダの上には毛布だけではなく、脱ぎ捨てたはずのワンピースやテーブルクロスなどありったけの布が掛けられていた。

（私が凍こごえてしまわないように掛けてくれたのでしょうか……？）

　相変わらず、激しい物音は続いている。

　毛布の中でワンピースを纏まとい、琴音はベッドから降りた。

　薄暗い廊ろう下かへと歩み出て、騒そう音おんの正体に気付く。

「うりゃああっ!!」

　気合いと共に秋しゆう馬まがダッシュし、ログハウスのドアに体当たりをしていた。

　──どんっ！

　秋馬のショルダータックルを受けても、分厚いドアはビクともしない。

「痛たたたたた……」

　Ｔシャツの上から、秋馬は肩をさすっている。どのくらい体当たりを繰り返していたのだろう。袖そで口ぐちからのぞいている腕の辺りまで赤くなってしまっていた。

　しかし、秋馬は諦あきらめない。

「まだまだーっ！」

　なおも全体重を掛けてドアにタックルを敢かん行こうする。

　幾いく度ども幾度も幾度も。

　跳はね返かえされて倒れても、そのたびに立ち上がり体当たりを続けた。

「や、やめてください、秋馬しゃん！　そんなことをしたらカラダの方が壊こわれてしまいます！」

　見ていられなくて、琴こと音ねは秋馬に飛びついた。

「どうして扉とびらを破ろうとしているんですか？　朝になれば助けが来るんです。このまま待ちましょう！」

「僕も、助けを待てばいいかな～って最初は思ってたんだ。でも……」

　秋馬はドアを──ううん。その向こう側にいる誰だれかの方を見み据すえた。

「来くる海みの声が聞こえた気がしたんだよ」

「朝あさ凪なぎさんの……？」

「うん。アイツが僕を探してるような気がしてさ」

　普ふ段だんのホンワカした笑顔からは想像もできないぐらい、秋馬は凛り々りしい顔つきで。

　──チクリ、と。

　ココロの奥おくに微かすかな痛みを感じて、琴音は胸元を手で押さえる。

　切なくて、ちょっぴり甘いような──今まで一度も感じたことのない胸の痛みだ。

「そしたら、来海との約束を思い出したんだ。どうしてもココから脱だつ出しゆつしなちゃいけないんだよ。チートデーが終わる前にね！」

　秋馬は壁かべに掛けられた時計を確認する。時刻は二二時五〇分。後一〇分ほどでチートデーは終わる。

　再び、秋馬はドアにタックルをはじめた。体当たりを受けて、木製の扉が大きく軋きしむ。

「秋馬しゃん……」

　秋馬が体当たりをするたびに、琴音の胸の痛みは激しくなっていく。

「はぅぅ……」

　ドアが破られてしまう前に。

　琴こと音ねのココロの奥おくにある柔やわらかななにかが壊こわれてしまう気がして。

　堪たえきれず、そっとキッチンへと向かった。

　小さく唇くちびるを嚙かみながら、戸と棚だなの奥に隠かくされた秘密の操作盤のレバーを動かす──。
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　絶対に扉とびらをブチ破ってやる！　待ってろよ、来くる海み！

「うぉおおおおりゃあああああ～～～～～っっっ!!」

　全身全霊全体重を掛けて、僕はドアに向かって突とつ進しんした。

　ショルダータックルをカマそうとしたら──すぃ～っ。

　目の前でドアが音もなく開く。

「うぉおおおおわぁあああああ～～～～～っっっ!?」

　勢い余ってログハウスの外へと飛び出してしまった。雪の積もったウッドデッキでゴロゴロと前転してしまう。

　雪まみれになった僕は首を傾かしげた。

「あれ？　雪崩なだれに埋うもれてたんじゃなかったの……？」

　扉をなんとか壊して、雪をかき分けて外へ出ようって計画してたんだ。

「ま、いっか。手間が省けた！」

　汗ばんだカラダに、凍えるような冷気が突き刺さってくる。腕をさすりつつ立ち上がり、ログハウスの中に声を掛けた。

「脱だつ出しゆつに成功したよ！　琴音さんは、ここで待ってて！　助けを呼んで戻もどってくるから！」

　ログハウスとホテルは目と鼻の先だ。五〇メートルも離れてない。雪もほとんど降ってないし、途と中ちゆうで遭そう難なんしちゃうってコトもないだろう。

　屋根のついた渡わたり廊ろう下かを走って、僕はホテルを目指した。

　と、すぐに聞き慣れた声が僕の耳に届く。

「離してよ、ゆっきー☆！　秋ちゃんを助けに行くの！」

「バカを言うな！　山小屋が大雪に埋もれたんだぞ!?　道具もナシに助けられるワケがない」

　外へ駆け出そうとしている来海を、二戸にのへさんが必死に止めていた。彼女には珍めずらしくマジ顔だ。

　冷静な口調で神かん林ばやしさんも幼なじみを制する。

「ホテルの方によれば、明日には救出されるそうです。危険はないそうですから、それを待ちましょう」

　でも、来海は涙なみだ目めで首を横に振ふる。

「待ってなんていられないわよ！　秋しゆうちゃんが凍こごえてるかもしれないのよ!?」

「そんなことをしたら、くるみんまで遭そう難なんしてしまうぞ！」

「構わないわよ！　秋ちゃんにもしものコトがあったら、来くる海みは生きていられないものっ！」

　来海のヤツ、僕を心配してくれてるんだなぁ。

　ちょっぴり感動しつつ幼なじみの方へと手を振ふった。

「おーい、みんなー！」

「秋しゆうちゃん……!!」

　二戸にのへさんを振り切り、来海が僕に駆け寄ってくる。

　ハァハァと白い息を吐はき出だして、僕を見上げる。

「無事だったのね……」

「うん。心配掛けてごめんな」

　幼なじみの瞳ひとみにみるみる涙が滲にじんでいった。

「来海は秋ちゃんのコトなんて、全然心配じゃなかったし！　秋ちゃんなんて冷れい凍とうブタ肉になっちゃえばよかったのよ！　バカ！　バカバカバカバカ!!　後でいっぱい蹴けってやるんだから!!　うわああああんっ!!」

　僕のオナカに抱だきついて、来海は泣き出してしまった。

　泣きじゃくる幼なじみの髪かみを、優しく撫なでてあげる。
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「ダイソン、無事でなによりだ」

　二戸にのへさんも駆かけ寄よってきて、安あん堵どの息を漏もらした。

「しかし、どうやって脱だつ出しゆつしてきたんだ？」

「扉とびらを体当たりしてぶち破ってきたんだよ。チートデーが終わる前に、どうしても来くる海みに会いたくってさ」

　ぐすぐすと鼻をすすりつつ、来海は首を傾かしげる。

「来海に……？」

　涙なみだ目めの幼なじみに、僕は笑いかけた。

「うん。僕のためにチョコを作ってくれるって言ってただろ」

　チートデーが終わったら、チョコなんて自由に食べられなくなる。

　せっかく作ってくれたバレンタインチョコを食べそびれちゃうもんね。

「来海のチョコのために脱出してきてくれたんだ……！」

　感動したみたいに、幼なじみは唇くちびるをあゎあゎさせた。

「そんなこと言われても、ちっともうれしくないしー！」

　言葉とは裏腹に、むぎゅーっと僕に抱だきついてくる。

「……約束って、そういうコトだったのですね」

　琴こと音ねさんの声が聞こえた。

　粉こな雪ゆきの舞まい込こむ渡わたり廊ろう下かで、悲しげにうつむいている。

「聖しよう護ご院いんさん、どこかケガでもしているのですか？　なんだかお辛つらそうですが？」

　神かん林ばやしさんに声を掛けられた琴音さんは胸元に手を当てた。

　胸の痛みを堪たえるように、微かすかに眉まゆ根ねを寄せたけれど──静かに首を横に振ふる。

「いいえ。私は平気です……」

　僕のＴシャツで涙なみだを拭ぬぐった来海は、ぴょんと元気よくジャンプした。

「おっけ！　秋しゆうちゃんと琴ことにゃんも無事だったコトだし、万事解決よね！　お望み通り来海の手作りチョコをプレゼントしてあげるわっ！」

　すると、神林さんのメガネのレンズが微かに光る。

「お待ち下さい。残念ながら、既すでに二三時を回っています。チートデーは終わりで──もごっ？」

　二戸さんが後ろから委員長の口を手で塞ふさいだ。

「今日は『チートデーズルの日』だ。少しぐらいのズルは大目に見てやろうじゃないか」

　いつもながらの無表情のまま、まぶたをパチパチさせていた神林さんは、『なにを言っているのかわからない』と言いたげに首を傾げる。

「……ルールは守るべきだと思います。ズルはいけません」

「ぐぬぬ、レンレンめ。お固いヤツだな。ボディはこんなにフニフニだと言うのに！」

「ふゎっ!?　どこに手を入れているんですか！　む、胸を揉もむのはやめてください！　だ、ダメっ！　お嫁よめにいけなくなります！　ひゃうっ♡」

　神かん林ばやしさんの叫さけびが雪の舞まう夜空に響ひびき渡わたって。

　チートなバレンタインデーの騒そう動どうは幕を下ろしたんだ。







　あ、そうそう。

　一番萌もえちゃうチョコの渡し方を決定するために行われた、『チートチート☆バレンタインコンテスト』についてだけど。

　いちお、大会審しん査さ委員長（主に僕）の厳正なる審査の結果、『幼なじみに手作りチョコもらう』ってのが、一番グッとくるチョコの渡し方だという結論が導き出された。

　しかしながら。

　審査の過程において『来くる海みの手作りチョコが一番うれしいわよね？　違うとは言わせないわよ！（ぐりぐりぐりっ！）』という参考意見が述べられたこと。

　そして、僕のつま先に不当な圧力が掛けられた可能性があること。

　以上の二点について、申もうし添そえておきたいと思う。すごく痛かった。






結婚まで──あと五八kg












　☆☆☆神かん林ばやし憐れんのワンポイントアドバイス☆☆☆







　停滞期を乗り越えるために、大おお村むらくんにはチートデーを設けてもらいました。

　一時的に彼の体重は増えてしまいましたが、諦あきらめずにダイエットを続ければ、数値は落ちていくと思われます。

　ところで。

　大村くんのようにダイエットをはじめたいと思っていても、なかなか踏ふん切ぎりがつかない方も多いのではないでしょうか？

　迷ってらっしゃる方は、ぜひとも冬にダイエットをはじめてみてください。

　実は冬というのは、ダイエットに最も適した季節なのです。

　気温が下がると、ホメ夫が自動的に判断をして体温をあげてくれます。

　その際カロリーが消費されるのです。

　他の季節に比べ、寒い時期は脂し肪ぼうが減りやすいと言えるでしょう。

　冬にダイエットをはじめれば、夏には素敵なボディを手に入れられる、かもしれません。頑がん張ばってくださいね。









[image: ダイエット部の日常──消えない××は初恋のサイン]







　合宿三日目の朝。聖しよう護ご院いん琴こと音ねは露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかっていた。

　昨夜から降り続いていた雪は、周囲の景色を一面の銀世界に変えている。

　お風呂場に積もった白雪と、立ち上る湯気、そしてミルク色のお湯──目まば映ゆい朝日に照らされて、全てが純白に輝かがやいていた。

　目に映る光景は幻想的で。温泉はとてもイイ湯加減で。

　普ふ段だんの琴音だったら、自然と笑みがこぼれているところだったのだけれど──

「はふぅ……」

　重苦しいため息が、白い湯気を揺ゆらした。

　琴音は悲しみに包まれていたのだ。暗い気分を少しでも晴らそうと、たった一人で朝風呂にやって来たのだが、気分は沈んだままである。

「作戦は大失敗でしたね……」

　ホテルの従業員の方々まで巻き込んで『ドキっ☆雪山遭そう難なん大作戦』を決行した。たぶん、一生分の勇気を使ってしまったと思う。

　それでも、秋しゆう馬まとの距離を縮めることができなかった。

　むしろ、朝あさ凪なぎさんとの絆きずなを見せつけられた気がする。

　来くる海みの元へ駆かけつけようと、懸けん命めいになっている秋馬の姿。

　秋馬に抱だきついて泣きじゃくる来海。

　そして、幼なじみの頭を優しく撫なでる秋馬の笑顔。

　昨夜の出来事が脳裏にリフレインするたび、琴音の胸はチクチクと痛んだ。

　二人は交際はしていないようだ。恋人同士って雰ふん囲い気きではない、と思う。

　だけど、確かに、二人の間には強い絆のようなものを感じたのだ。

　琴音は、小さく唇くちびるを嚙かむ。

「私には入り込む余地なんて、もう……」

　熱いお湯に浸かっているのに、カラダの奥は凍こごえたまま──そんな気がした。

　今日は合宿最終日。昼前にはホテルをチェックアウトして高たか森もり町ちようへと戻もどるのだ。

「こんな暗い顔をして、みなさんと電車に乗るワケにはいきませんね」

　熱いお湯をバシャバシャと顔に掛ける。

　気分を変えようと、露天風呂に使ったままお風呂の縁に手を伸のばした。岩の上にはこんもりと雪が積もっている。

　雪玉を作って、雪だるまを作った。

　頭の部分を形作るスノウボールは小さめ。胴どう体たいの雪玉はかなり大きめ。

　太っちょなフォルムの雪だるまだ。

「雪だるまだって、オナカがぽっこりしていた方が可愛かわいいですね」

　松葉で手足を作り、落ち葉で口や鼻をつけつつ、お嬢じようさまは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「私好みの素敵なオナカを持つ男性は秋しゆう馬ましゃん以外にもたくさんいます。秋馬しゃんじゃなくて、別の方のオナカにモフモフしたらいいじゃありませんか。なにも秋馬しゃんに限定するコトはないんですっ！」

　琴こと音ねは太った男性が好きな、いわゆるデブ専だ。

　巨きよ漢かんプロレスラーや力士のグラビアを見ると胸がドキドキしてしまう。

　間違いなく──琴音は思う。

　太った男性を好きになってしまったのは、あの事故が原因でしょうね。







　あれは、琴音が中学一年生の頃ころの出来事。

　お花のお稽けい古こに通うため先生のお宅に伺うかがおうとしていたとき、運転手さんに無理を言って、少しだけ離れた場所で車を降ろしてもらった。ほんの五〇メートルほどの距離だけど、自分の足で歩かせて欲しいと頼んだのだ。

　父の言いつけで習い事に明け暮れていた琴音にとって、自分の自由になる時間は、たったそれだけだった。

　同い年ぐらいだろうか。制服姿の女の子たちが、『甘いもの食べていこうよー』『パフェ食べたーい♡』『今月ピンチだから無理ー！』なんて笑い合いながら下校していく。

　琴音はあんな風に、友だちと一いつ緒しよに遊びに行ったことがない。

　お父さまの期待に応えることは、とても大切なこと。

　だから、今の生活がイヤだとは思わない。

　けれど、なぜだろう。

　彼女たちを見ていたら、着慣れているはずの着物の帯が、少しだけ苦しくなったような気がした。

　着物の合わせ目を手で押さえ、大きなため息を吐ついた──そのときだ。

　クラクションの音が鼓こ膜まくに突き刺さった。

　驚おどろいて立ち尽くす琴音の視界に、迫り来るトラックが映る。

　女の子たちに気を取られていた琴音は、道の真ん中で立ち尽くしていたのだ。

　はゎっ、逃げなくては！　轢ひかれてしまいます！

　そう思っても、足がすくんで動けない。

　世界がスローモーションに変わった。

　トラックの車体が迫ってくる。クラクションが猛もう獣じゆうの咆ほう哮こうのように轟とどろいた。

　ああ、私は死んでしまうんですね……。

　死の間際には、昔の出来事が走そう馬ま燈とうのように過よぎるという。

　しかし、琴音の脳裏にはなにも浮かばなかった。

　楽しい思い出なんて、ほとんどなかったのだ。

　ただ、悲しみだけが胸に募つのってくる。

　せめて、痛くないとうれしいです……

　静かに目を閉じて、襲い来る死の衝しよう撃げきを待った。

　トラックの巨きよ体たいが琴音をなぎ倒す──その刹せつ那な。

「危ないッ!!」

　男の子の声が聞こえて。

　琴音の全身が、柔やわらかくて温かいなにかに包まれた。

　直後、激しい衝撃が走る。巨きよ人じんに摑つかまれて激しく振ふり回まわされたかのように世界がメチャクチャに回転する。

　けれど、クッションのような柔らかいなにかが琴音を守ってくれたから痛みはなかった。むしろ、心地よさすら感じる。

　これはなんなのでしょう？　すごく柔らかくて、ずっと顔を埋うめていたくなります……。

　あまりにも長い、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後で──。

「……怪け我がはない？　どこか痛いところは？」

　優しい声が耳元で響ひびいた。

　もう少しモフモフしていたい衝しよう動どうに後うしろ髪がみを引かれながら、琴音は顔を上げる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです……。どこも痛いところはありませ──はゎっ!?」

　そこでようやく、自分の置かれている状じよう況きように気付いた。

　アスファルトの上、太った男の子に抱だきしめられていた。横たわる少年の柔らかいオナカに琴音は顔を埋めている。

　トラックに轢ひかれる瞬しゆん間かん、男の子が抱きしめて庇かばってくれたのだ。

　プニプニした柔らかいボディがクッションになってくれたおかげで、琴音は無傷で済んだのだろう。

「そっかぁ。無事でよかったよ！」

　逆光になっていて少年の顔がよく見えない。でも、満面の笑みを浮かべていることだけはわかった。

　と、男の子は慌あわてたようにカラダを起こした。

「あ、ごめんね。いつまでも抱きついたままで！」

　琴音を傍かたわらに座らせ、大急ぎで立ち上がる。

　少年の姿を見て、思わず息を飲んでしまった。

「お怪我をなさってます！」

　擦すり傷きずどころか、着物の帯すら緩ゆるんでいない琴音とは対照的に少年はズタボロだった。

　全身擦すり傷きずだらけ。Ｔシャツは破れてしまってる。トラックのエンブレムの一部が、焼きゴテを押し当てられたみたいに痕あとになっていた。剝むき出だしの脇わき腹ばらに『××』と二つのバツ印が連なったような、妙なカタチのアザができている。

　あまりに痛々しくて琴こと音ねは泣きそうになってしまう。

（この方は身を挺ていして私を守ってくださったのですね……）

「それじゃ、僕は急いでるから！」

「ま、待ってください。せめて、お名前を聞かせてくださいまし！」

　しかし、少年はプニプニしたオナカを揺ゆらして、人混みの向こうへと走っていってしまったのだ──。







　命の恩人である少年は、名前も告げずに去ってしまった。

　結局、彼が誰だれだったのか、わからず仕し舞まい。

　琴音を柔やわらかく包み込んでくれた、幸せな感かん触しよくを忘れることができずに──

　以来、太った男の子が大好きになってしまったのである。

　お風ふ呂ろに浸つかったまま、琴音は雪だるまの出っ張ったオナカを撫なでた。

　触ふれているうちに、雪だるまのオナカが溶とけ始めてしまう。

　触さわられるのを拒こばまれているような気がして──じんわりと視界が涙なみだで滲にじんだ。

「秋しゆう馬ましゃんのことは、諦あきめた方がいいんでしょうか……？」

　我が校にも太り気味な男子生徒は何人もいる。琴音好みのお相撲すもうさんみたいな体型のセンパイもいたはずだ。

　秋馬しゃんのオナカは諦めて、別の方を好きになった方がいいんじゃないでしょうか……？

　そのとき、お風呂場に微かすかな物音が聞こえた。

「朝風呂は温泉旅行の醍だい醐ご味みだよな～」

　頭上に広がる晴天よりもなお明るい、脳天気な声が響ひびく。

　岩いわ陰かげに隠かくれ、琴音は口元を手で押さえた。

「（秋馬しゃんが入ってらっしゃいました！）」

　キョロキョロと辺りを見回した秋馬は、満足げに頷うなずいた。

「よしよし、誰も入ってないみたいだね」

　琴音には気付いていないようだ。

　腰にタオルを巻いただけの格好で、秋馬は洗い場で伸のびをする。

「寒いけど、空気が澄すんでて気持ちいいなぁ。ん～～～～っ……」

　両手を空に上げて背筋を伸ばす。素敵なオナカが思い切り突き出された。

　デブ専な琴こと音ねにとっては、この上ないセクシーポーズだ。

　はぅぅっ、オナカがプルプル揺ゆれていますっ。

　掛け湯をして秋しゆう馬まは湯船に浸つかった。

「はぁ～、イイお湯だ～」

　素敵な丸みを帯びたボディを見つめているうちに琴音の目に涙なみだが溜たまってしまった。

「秋馬しゃんのオナカは素敵すぎます。諦あきらめるなんて辛つらすぎですよ……」

　温泉と同じくらい熱い雫しずくが頰ほおを伝っていく。

「せめて、もう一度だけ……。最後に、もう一度だけでいいですから……！」

　琴音は岩場の上に畳たたんでおいたバスタオルに、そっと手を伸のばした──。
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　露ろ天てん風ぶ呂ろに浸かった僕は、タオルを頭に乗っけてしみじみと呟つぶやいた。

「今日で合宿も終わりか。あっという間だったなぁ……」

　いろんなハプニングがあったけど、おおむね楽しい合宿になったと思う。来くる海みのヤツも喜んでたみたいだし……誘さそってくれた琴音さんには感謝しなくちゃいけないね。

　って、考えてるそばから、視界の片かた隅すみに琴音さんの姿が映った。

「ちょうどよかった。いま琴音さんにお礼を言おうかと思って……えええええっ!?」

　なんてこった！　琴音さんが先に入ってたんだ！

　バスタオルを巻いたお嬢じようさまは、うるうると潤うるんだ瞳ひとみで僕を見つめてる。

　頭の上に載のせていたタオルを超高速で腰に巻き付けた。

「ご、ごめんね！　気付かなかったよ！　すぐに上がるから！」

　這ほう々ほうの体ていで湯船から上がろうとする。

「お待ちください、秋馬しゃん！」

　ラグビーのタックルをするみたいに琴音さんが横っ腹に飛びついてきた。

　僕のオナカに抱だきついて、オデコやほっぺをグリグリと押し当ててくる。

「どわあああ!?　なにしてんの、琴音さん!?」

「お許しください、秋馬しゃん。後生ですから、最後にもう一度だけモフモフさせて頂きたいのです！　そうしたら、琴音は全てを諦めますから！」

　モフモフってなんなのー!?

　完全にパニック。湯船の中に立ち尽くして、石像みたいに硬こう直ちよくしてしまう。





　①　ナイスバディの美少女と、早朝の露ろ天てん風ぶ呂ろで二人きり！




　②　女の子はバスタオルを巻いただけの格好。お湯でバスタオルがカラダに張り付いて、ボディラインがクッキリハッキリ♡




　③　今にも泣き出しそうな涙なみだ目めで、オナカに頰ほおずりをしまくってる！






　これらの条件下で適切なリアクションってものがあるなら、僕に教えて欲しいよ。

　ふざけてるのかとも思ったけど、琴こと音ねさんは冗じよう談だんで抱だきついてくるようなタイプじゃないし。その表情は、あまりにも切なげだった。

　びっくりしすぎて口から飛び出しそうな心臓を懸けん命めいに飲み込んで。

『琴音さん、落ち着いて。なにかあったなら、話してよ』

　そんな風に質問をしようとした。

　僕が口に開く前に、琴音さんが大きな声を出した。

「……こ、これは!?」

　オナカを見つめて、琴音さんは震ふるえてる。

　彼女の視線の先には──アザがあった。

　僕の横っ腹には『××』とバッテンが二つ並んだようなカタチの傷きず跡あとがあるんだ。

　僕のオナカは多めに脂し肪ぼうがついてるから三段腹と化してる。普ふ段だん、そのアザは波打つお肉に隠かくれてるんだけど……手で持ち上げたりすると見えちゃうんだよね。

　湯船で立ち上がった琴音さんは、真しん剣けんな表情で尋たずねてくる。

「秋しゆう馬ましゃん、このアザはどうしてできたんですか？」

「中学生の頃ころにトラックに轢ひかれてさ。痕あとが残っちゃったんだよね」

「そのとき、女の子を助けませんでしたか!?　着物姿の女の子です！」

「……へ？　どうして知ってるの？」

　この傷ができたときは──あ、そうだそうだ。限定発売の肉まんを買いたくて、お店に急いでたんだっけ。

　そしたら、今にもトラックに轢かれそうな女の子に出くわしちゃって。発作的に飛びついて助けたんだ。

　幸い女の子は無傷みたいだったから、僕は肉まんを買いに走っちゃったんだけどね。

　三段腹の隙すき間まに手を当てるようにしてアザを隠した。

「ヘンなカタチの傷きず跡あとだから、見られるのはちょっと恥ずかしいなぁ」

「ちっともおかしくはありませんっ。すごく素敵です……」

　琴音さんは首を横に振ふって、僕の手を握にぎった。

「ようやくわかりました。太った方なら、誰だれでも同じかと思ってましたが……そうではないんですね。秋馬しゃんでなくてはいけなかったんです！　秋馬しゃんのオナカでなくてはダメなのですっ！」

　そして──もにゅんっ♡

「はぅあっ!?」

　宝物でも握にぎるみたいに、僕の手を胸に抱だきしめた。

　手ての甲こうがバスタオルの膨ふくらみに完全に埋うまってしまう。

「私、決めました。これからも頑がん張ばりますっ。絶対に諦あきらめたりしませんっ！」

　頰ほおを朱色に染めて、決意に満ちた表情で言い放つ。

「そして、いつの日か……秋しゆう馬ましゃんとラブラブににゃっにゅにゃにゃにゃっ！」

　緊張しすぎたのか最後の方は思い切りカミカミ。

　でも、琴こと音ねさんがあまりにも真しん剣けんすぎて。笑うことも、聞き返すこともできず。

　僕はただ、頷うなずくことしかできなかった。

　そのとき、湯気の向こうにある女性用の脱衣所のドアが勢いよく開いた。

「朝風呂は温泉旅行の醍だい醐ご味みよね～♪」

　来くる海みがお風呂に入ってきた!?

　僕と同じようなセリフを発して、幼なじみがお風呂場に入ってくる。

　いや、来海だけじゃない！

「レンレン、眠ねむそうな顔をしているな！　ひとっ風呂浴びてシャキッとするがいい！」

「……私は低血圧気味なのです。朝は苦手です」

　二戸にのへさん＆神かん林ばやしさんも一いつ緒しよだ！

　眠たそうに目をショボショボさせてる委員長の腕をヌコ厨ちゆうのクラスメイトが引っ張ってる。

　朝風呂を満まん喫きつしに来たワケだから、当然三人ともハダカにバスタオルを巻いただけの格好だ。

　目映まばゆい朝日に照らされて、女の子たちの三者三様のボディラインがクッキリハッキリ。明るいところで見るとまた格別な色っぽさが──ぬおおおお!!

　僕は全力で首を横に振った。鼻の下を伸のばしてる場合じゃないだろ！

「琴音さん、離れてよ！　抱だきつかれてたら勘かん違ちがいしちゃうってば！」

「イヤですっ！　もうちょっとだけ抱きつかせてください！　モフモフー♡」

「だから、モフモフってなにー!?」

　琴音さんからなんとかカラダを離そうと彼女の肩を摑つかんだところで──幼なじみは僕の存在に気付いた。

「秋しゆうちゃん、なんで琴ことにゃんに襲おそいかかってんの!?」

　うわ、なんてこった！　もっとひどい勘違いをされた！

　眠そうだった神林さんの顔が、熟したトマトみたいに真っ赤に染まった。目元を両手で覆おおって猛抗議。

「お、お風呂の中で押し倒すなんて……破は廉れん恥ちすぎます！　大おお村むらくんのえっち！」

「こんなこともあろうかとビデオカメラを用意しておいてよかった！」

　二戸にのへさんはバスタオルの胸元から小型のビデオカメラを取りだした。バレリーナのように華か麗れいにスピンしながらカメラを構える。っていうか、お風呂に持ち込んじゃダメだろ！

「秋しゆうちゃん、覚かく悟ごはできてんでしょうね……？」

　パキパキと両手の関節を鳴らして、来くる海みがゆっくりと歩み寄ってきた。

「勘かん違ちがいしないでよ！　僕は琴こと音ねさんを襲おそってたワケじゃ……！」

「うっさいうっさい！　言い訳は聞かないわよ！　このエロブタ野郎～～～～～っっっ!!」

　幼なじみは高速度の上段回まわし蹴げりを放つ。

　キックするなら指鳴らした意味ないじゃん！　お風呂場で回し蹴りなんて危ないし！

　どんなツッコミも入れることはできなかった。




　──はらり、と。




　来海が巻いていたバスタオルがはだけてしまったんだ。

　その後に起こった惨さん劇げきついては語るのを辞めておこうと思う。タオル一枚で雪山まで蹴り飛ばされてしまった思い出なんて、早く忘れたいからね。




　そんな相変わらずな感じで、ダイエット部の冬合宿は三日間の日程を終えた。

　僕の体重は停滞期のままだったけれど。

　琴音さんが大きな一歩を踏み出したことに、鈍どん感かんな僕はまだ気付いていなかったりする。










　　　あとがき







　おひさしぶりでございます。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂けると嬉うれしいです。

　体重が気になる方＆年下の幼なじみに踏んづけられたい特殊な性せい癖へきをお持ちな方にオススメの幼なじみ系ダイエットラブコメ『嫁×②』、第二巻を無事にお届けすることができました。

　ところで。

　本作の執筆中に、あまりにも切ない出来事があったので記しておこうと思います。

　電撃文庫でおなじみ、支倉はせくら凍い砂すなさん＆有あり沢さわまみずさんと食事に行ったのです。そこで、『執筆がサクサク進んじゃう方法はないものか？』という話題で盛り上がりまして。

　支倉「そうそう。この間読んだ本に『笑顔が効果的だ』って書いてあったよ。笑った顔を作ってると『今は楽しい』って脳が勘違いして、本当にポジティブな気分になるんだってさ。そういう実験結果があるらしい」

　有沢「へー、『笑う門には福来たる』ってのは真実なんだねー」

　支倉さんによれば、口こう角かくを上げているだけで精神的にプラスの効果が出るらしいです。

　ただニコニコにしているだけで、日々の生活が捗はかどっちゃうなんてお手軽ですよね。

　これは有益な話を聞いたとホクホクしながら自宅へ帰ったワタクシ。

　さっそく笑顔生活を実践しようと思い、まずは鏡の前で笑い顔の練習をしてみることにしました。普ふ段だんは迫り来る〆切に追い立てられまくっているために、逃亡犯のような悲ひ壮そうな表情をしていますからね。笑みを浮かべるにも訓練が必要なのです。笑顔の練習なんて、まるで笑うことができないクール系の美少女のエピソードみたいですね。風見に萌もえちゃっても構わないんですよ？（投げつけられる石を右に左にとかわしつつ）

　風見（むふふふ、笑顔生活をはじめたら原稿も捗りまくりだな！　女の子にもモテモテになるに違いないぞ！）

　夢と希望に胸を膨ふくらませつつ、鏡に向かって爽さわやかな笑みを浮かべてみましたところ。

　──もぎぃっ!?

　突とつ如じよ、右みぎ頰ほおに走る激痛！　あだだだだだっ!?

　なんと笑顔を浮かべたせいで顔面が攣ひきつりました……!!

　僕ぁ笑うことすらできないのかと、深い悲しみに包まれてしまいましたとさ（涙）。

　そんなダメダメな作者とは違い、笑顔が素敵な秋しゆう馬まくんのダイエットはまだまだ続きます。三巻目が出せるかどうかは売上次第という感じです。ぜひぜひ、これからも応おう援えんしてくださいね。よろしくお願いしまーす!!
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風かざ見み 周めぐる

「周」と書いて「めぐる」と読みます。本名から一字とって適当な当て字をしたので、辞書を調べてもこんな読み方は載っていません。文字入力する場合も漢字変換できなかったんですが、iPhoneなら「かざみめぐる」で変換できると知りました。
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イラスト／ｋｏこｎｏのｍｉみ

相方のｋｉｎｏと同人サークル「きのこのみ」を主宰。

「嫁×」読みながら私もチョメチョメ頑張ります～！

http://www.hcdl.net/kinokonomi/
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嫁よめにしろと迫せまる幼おさな馴な染じみのために××してみた②








風かざ見み 周めぐる
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